


：本資料はポーイスカ壜ウト日本連盟の機関誌｢スカウ,テイング」
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に連載された中村知夕B生の｢明確な信MpJをもつことを奨励す

ることの研究｣についての論文をコピー集録したものでＺｒ。

ボーイスカウト日本連盟の許司｢を得て、今回の進歩研究会の資

科として活用させて頂きます…みのり多き研修成i黒の得られんこ

とを念じます。
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明確なる信仰を持つことを

奨励する方法の研究
．｡Ｉ

中村 知
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だし、宗教家と指導者とを１人でかねている人々にと

っては、宗教教育を行なうことは許容されるであろう

が、その際だとて、スカウティソグとしての限界と、

宗教教育の境界とのあいだの線を頭にいれておく必要

があろう。この両者は、チャンネルをつうじて交流す

べきものであって、いわゆる、「つかいわけ」をしな

いと、混乱に陥ってスカウティソグの水が濁される危

険があると考えられる。

原則としては、スカウクーは、宗教教育はしない。

宗教教育者に、スカウトを「橋わたし」するものと、
..、：

かんがえる６

規約第14条に－

｜「木連盟は、すべての加盟員がそれぞれ、明砿なる

鱈仰をもつことを奨励する」

!とあることは、この研究の命題の核心である、そして

鱈仰をもつことを、奨励する方法を、スカウティソグ

のプログラムのうえにおいて探求したいと考えるので

錫ろ。

；さて、「すべての加盟員」ということは、年少隊か

iら青年隊に至るスカウト全体と指導者全休、名誉役

貫、役員、職員のすべてをふくむことになる。これに

ついては疑問はなかろう。

つぎに、「信仰」ということば、「明確なる」とい

うことばの字義についてかんがえるならば、この二つ

には、いろいろの解釈の仕方がありそうである。そこ

で､この部分については、本論で一応の検討をしてふ

たいとかんがえる。

とにかく、ここの信仰とは、宗教信仰をさすことに

まちがいはない。そうなると、宗教というものと信仰

というものについての二元的な考察から、はいらなけ

ればならないことになりそうである。

この規約第14条がもとになって、１５，１６．１７，１８，

１９、そして第706条の規約が派生的にうまれている、

とゑるのである。以上の各条は、本連盟が、スカウテ

イソグと宗教（あざいは宗教信仰）との関連について

示した政策または方針（ポリシイ）なのであるから、

われわれは、この－述の方針にしたがって、ルールを

まもらなければならない。

ただ、ここで注意せねばならない点は、スカウティ

ソグというものが､室鐘【童ﾐﾋ聖上-2ではない、と、

いうことである。宗教教育そのものは、宗教家のたず

さわるものであって素人のするものではなかろう。た

規約的にいうと一一

○スカウターが､＄し、スカウトに対して、明確な

信仰をもつことを奨励しなかったら、それは、ス

カウターとしての寅務を怠っていることになる､

と、いうことになる。

○それは、日本連盟の方針だからである。

○そこで、われわれは、はたして、この責務に忠実

であるのか、ないのかを反省して承る必要があろ

う。

○万一、忠実でなかったら、それは、何に起因する

のか？を、糾明して象なければならない。

○それには、やり方（方法）がわからないから、し

ていない、ということもあろう。

○スヵウティソグと、宗教との関係が、よくわから

ないから、手をつけていない、と、いう人もあろ

う。

.○明治時代以後の､日本の学校教育が、宗教という

ものをタブーのようにあつかってきた関係から、

後難を（？）恐れて（？）タッチしない人もある
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かもしれない。はr橋わたし｣趣もP騨励`９－轆禅Ｉら､方法
ｏなかには、ある特定宗派の宣伝だと、いわれるに窪ではふれていないだけである。へ:エーー
かも知れないから、誤解をおそれて、遺風!してい

る、と、いう人もあるかもしれない.…Ⅷ～いとこ騒が､肺ウティソグ続教公関係を､ズパ
、２４ロ

グb-1D､.．‐字･･･－ ．、ぃいば-0°

Ｃリーダー自身が、明確な信仰をもっていない力､らり、明記した文献が別にあった。そiftlf、ギルウェル

自信がないので、さけている、と、いうひとも、の「DutytoGod」コースの、教本に＿
あるかもしれない。 ○「スカウティソグは、キリスト教義から生まれた。

○信仰、と、いうものは、ひとりぴとりの個別なもスカウティングは、ベーデソ・パウエルのキリスト

のであるから、スカウトのひとりぴとりに、個別教信仰から発芽したからである」

的に、宗教教育への「橋わたし」をするというこ○「もし、スカウティソグが、キリスト教への道案内

とは煩にたえぬ。そんな指導をする時間がない、をしないならば、または、キリスト教徒として、わ

と、いう人もある。れわれが、信仰を強めないならばｓそれは、純正な

ｏ日本には、既成宗教の教派が多種多様だからむずスカウティングではない」

かい､ともいう。と、いっている。

以上のうち、いちばん、とりあげるに値するのは、

スカウティングと宗教、この二つの関係が、よく、オフ それなら脳、キリスト教徒でない異教徒には、スカ
｡．U’.｡:8..％J・

からない－と、いう例である。～ヘーデャ・ウティゾグはあり得ないのか？と、いう質問が出る
これが、わからないと、奨j届ける「方法」も出て皀たろう。これについては、’924年のコペソハーゲソの

｡。１．･8--

ない｡また､あやまった奨励法を打ち出すおそれも戦:…宣言書の第３項Iこ－
ろだろうから、私は、方法論にはいる前に、この木質○スカウトj趣､ｊは平等無差別（ユニバーサル）であ
論つまり原理から探究することにする。ろ。

○あらゆる国籍、階級、宗教の別を越えてスカウト間

に兄弟愛が普遍することを強調する。

スカウテイングと宗教○スカウト運動は、個人の宗教信仰を強めこそすれ、

弱めようとする意向はない。

；-Ｍ:（へ”八一汁‘○スカウトのおきては、スカウトが真に誠実に、自分

そのものズパリ・幼ウテ慨然宗教の関連を定…の個仰を嚇することを要諦するものであり、メカ・ＣＯ_

義したものはないかと、わたくしは、いろいろ、文献ウトの方針は、信教を異にする人んの混じる鱒会に

をあたってゑた。まず、スカウティソグ発生の地であおいては、いかなる宗教的宣教をも禁ずろ＄のであ
る英国連盟の規約〈Ｐ､ｏＲ.）の「宗教政策」（宗教る。

にたいしての方針）Ｄところをゑたが、該当するようと、明記している〔｢隊長の手引」の表紙のウヲにあ

な条文はない。ただ、「スカウト運動はいろいろ、ちり)｡このことは、仏教徒にも、回教徒にも、その他も

がった宗教の信者をふ（かから、次の方針をわが国のろもろの宗教徒にも、スカウティングが存立すること

各教団の首脳者たちの承認をうけて、さだめたので』あを、うたっているのである。事実、そのとおりになつ
゛：、

ろ」という、左えb:きがしてあるだけである。～ている。

かように、その＄のズバリ左、定義したものはな

い。けれども￣Ｐ－Ｏ－Ｒのｆた、1916年、フラソス戦線で戦死したローラソド

第10条の(2)に－、フィリップスハ､死の直前、ロソドソのスカウトに
「とにかく、どの宗教団体にも所属していないスカウ送った手1,ﾋﾟの中に－
ＭKあるならば、なにかの宗教団体に所属させるよ 「スカウティソグは、神より生まれ、神はスカウト
ラスカウターは努力しなければならない」 とともにい輩す。それ故に、スカウトたちよ、な

と規定している。にひとつ、おそれるものはない。奉仕と犠牲とに

私は、日連規約jin4鱒弐、この英国の規約の部分を励むならば、勝利は、わが手にあり」

日本的に、アレソジＬたらののように受け取る。しかと、いうことばがある。これは、彼の遺文となったの

し「橋わたし」する霞巌吏では明記していない。それである。

一乞一



ペーデソ・パウエルは、「ローパーリソグ・ツー・

サクセス」の中に、スカウティングというゲームにお

いて

「われわれは、神のチームの一員である」－

と、いう説明をしている。

オウソとあるのは、スカウツオウンであろう）

ゆえに、道徳をエソジソとして、･ユカウティングを

やっている人女は、ニンジンを宗教信仰と取り替える
べきではなかろうか？～

これだけ、はっきりしたスカウティソグの建前が、

なぜ、いまだに、道徳の次元で扱われているような現

状にあるのか？

それについては、いろいろの見方がありそうであ

る。たとえば一スカウト運動をｒ

Ｏ単なる青少年社会教育としか見ないから

○道鋤鞠切運動としか見ないから

ｏ家庭教育や学校教育の穴うめの教育としか見ない
から

○．IF壬会の兄さんで、青年団の弟、<・らいにしか

灯染ないから一一

A○遺徳教育の一環としての公民教育としか承ないか

い后ら－

０総体的にいうと一日木における教育という文化

現象は、宗教というものを排斥している－から

である。これが、一般人に潜在的なモノをはらま

せている。

ここで、教育と宗教一と、いうテーマで、とくと

考えて験ろ必要に、私は直面したのである。

このｋうに、神とか仏に対する崇敬の念は、スカウ

ティソグの根源であるから、どこの国のちかいにも、

その第１に

「神（または仏）に誠を尽くし……」という決意を

かかげている。

そして、おきての各項は、神とか仏にたし､する誠と

いうものを、実践面から、説きあかしている。

このことは、ちかいと、おきての本質をただす場合

の基礎なのである。

ノしかるに－

あまりにもおおくの人角は、これを信仰の面からく

る条目とはかんがえないで、遺徳というものの面から

くくる徳目であるかのようにかんがえている。

したがって「日々の善行｣にしてＭ奉仕｣にして
も、これを「美徳だから、するのだ汀美徳だから、,し

なさい－」というように、道徳の次元で振瀞してい

るようである。

かつて、「少年団」という名称で、やっていたころ

はそれでもよかったかもしれない。けれども､｢ボーイ

スカウトｊといって、やっている冤在は、もう、それ

ではいけない、と、私は思う。～／－１“

なぜなら、前述したように､『宗教信仰につながらな

かったらスカウティソグでないからである。

それは一昨年（昭和40年）１２月号の本誌に－

「スカウティソグと宗教」という表題で、誌上座談会

をやった企画にスタートする。

その直後、中央教育審議会（中教審）は、「期待さ

れる人間像」の設定についての中間報告を発表した。

その報告のなかに「宗教的情操の濁饗」という字句が

あった。つまり、道徳教育だげでは、どうしても、欠

陥があるので、宗教的情纐の禰掩を必要とする－と

いうのであった。それに対して亀井勝一郎氏は「そん

な中途はんぱなものは百密あって一利なしだ。人間に

なくてならぬものは信仰そのものである」と、反発し

た。

昨年、秋、中教審は、最終報告を文部大臣に出し

た。これについても、批判はあった。

けれども、こんども、宗教的情操の禰養という程度

にとどまった。：母～

もし、かりに、ちかい、おきて、というものを道徳

の次元で、扱っているとするならば、ちかい、おきて

についての理解とその実践は、まだ浅いと、いわざ

るをえないことになる。浅いとか深い、とかいうこと

について、別に、判定の基準があるわけではないが、

イヨイヨ・ギリギリのときになると、おのずから、判

定は生まれてくると思う。

規約第19条に－～ルル

「スカウトオウソは、スカウト各自の信仰心を高揚

するためにおこなわれ、それは〃ちかい〃と〃おきて〃

の実践をより深めるものである」

－とあるのは、ちかい、おきてというものが信仰心の

発露Pであること他徳的自覚からだけでなく)、その実

践を、より深める方法のひとつとして、スカウトオウ

ソを行なうのだということをしめしている｡(スカウト

：１３エ.。
￣

己｡.
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私は、教育と宗教の関係を、いろいろの文献から探

究した。綣論からいうと－

０世人は、教育というものを学校教育だけに絞って

－３－



かんがえている。

○掌佼教育では、教課の都合上､.また法令上信仰に
、・ｐ‐

結びつく教育は不可能でilbろ。ただし宗教団体が

設立する私立学校に限って可能性があるにはある

が、入試に熱をもやす生徒のほうでこれを不用扱

いにする。

Ｏよって教育と宗教とは、分離している。

という三段論法が成立するようである。

件である。迷わない､上、いうことが自分で「はっき

り」したとき、これを、明確なる信仰、と、いえると

思うのである。それは、他人が判定した「明砿」では

なかろう。.

要するに、宗教あるいは、信教の上での信仰をさす

のであって、それ以外の信仰でないことを、一応、分

析しておく。

こうなると、教育と宗教の関連という、ひとつの大

きな命題に直面せざるをえないことになる。そこで、

まず、この命題にとり組むことにした。スカウティソグの承が、教育と宗教とを結びつけえい

るものだ－と、するならば、われわれは、男んでそ
．溢

れにあたろうではない力､．／

それをはばむものがあれば、それを排除しよう.’ｆ

そこに壁があるならば、それをのりこえよう／

教育と宗教

で騨二ｌｒ蹴毫1旗蝋聴定撫鑪慧藍悪とい川に別鐵に分離
Ｌこで注目をひきたいことは、規約第527条に－○教育と宗教とは関連するという仮定

lf1ijLxl鑿Yliiff毯謹に這露蕊雛:＆
政治に左右されて、そうなった結果としてのもの、と

もし蓮，8歳以上の青年にして、明確な信仰をもっての両極があるので、どうしても、この分析は、歴史的

と委竺芸皇患二二鑿二:7乏上鰯忌雪三二晉晉墓董二;鰯しない…勘iつた篝諭が出℃
私は、約１カ年かけて、できるだけの文献を集めて

この点、現実はどうであろうか？勉強したが、本質論的には、これはなまやさしい問題

でないので、いまだに自信のあることはいえない。た

規約第１4条は、「明確なる信仰を持つことを奨励すだ政治の力に左右されてそうなったということだけに

る」とあるのだから、この明文からかんがえて承るついては、歴史的事実からの探求によって、多少わか

と、青年スカウトに垈竺_菫三里､スカウトは、明確なったので、その点だけについて述べてふたい゜
信仰をもつように.なっていなければならなくなる｡'

こういう、大きな問題もあることをかんがえて、こ教育というものは、人類発生の当初からなされた‘

の稿をおこすことを決意したのである。のであろう。それは生活技術の習得上必.要とされる。

この規約第１4の､｢信仰ｊということばについて、考琶Fは世襲の職業だったから、それは職業教育であると

えるとき、私は崎｢宗教への信仰」という解釈をする。同時に、家庭教育でもあったと承られる．父子すなわ

その理由は、この規約は、「宗教」という条項の中のち師弟であった。そのころ､学校教育はまだなかった。

ひとつの条目であり輿欄外の横見出しに｢各人の信教」社会教育のぽうは、必要に応じて、今日のものとはち

という字句があるからである。｜がうだろうが、部族または氏族間の離合集散に共通な

次に「明確なる」ということばの解釈。私は、これものの必要上、あるいI*同族としての統制上DB始さｵＬ

藤二説二｣｢芸鰯｣藏喜両嚇鶏＜菫鑪鮒化現……あ勘それ眺
度の差はあるにしても、迷わないということが絶対条政治､経済､芸術､教育などと刷ように､人間の剣

－４－二ＡｕＭ１ｉ総ミル豆



適した文化といえよう。その最初のものは、いわゆる

怪力乱神や天変地異を恐れる恐怖心に発したものであ

ろうが、後に、賛歎、景仰、感謝、帰依という心の作

用、そして生死という不可避の大問題に処する安心立

命の光明としての宗教へと展開してきた。これが、教

育に及ぼした影響も見落としてはなるまい。ある種の

教育は、たしかに、宗教から生まれたと考えていいだ

ろう。

ことに、学校制度ができる以前の寺小屋での教了ｉ

は､その馳孤のすぺてが宗教を青でなかったとしても、

緬侶、ときに神主の人格や信仰を通じて、人間形成が

|なされたと見てよかろう。

外嗣、それもキソスト教国にあっては、政治､経済、

;教育、芸術は、すべて宗教から生まれ、今日でもそめ

教区が、ノＩｉ位になって運営するところさえある。すな

わち、教育と宗教とは－体につながる。学校は、椛内

に礼拝堂をもつ。この形は、わが国に建てられたミッ

ションスクールにも見られるのである。

である。それは、明治５年の学制発布に始まる。この

1872年から、１９４５年（昭和20年）に至る73年間の日
□

本の教育の歴史力;、宗教というものを敬遠し、これを

タブーと思わせるような思想を生んだと思う。

ここに、学校という新時代的な制度ができたことは

できたが、それは、キリスト教国に糸るような、宗教
：，９－

と一体`D形は、日本の場合、とれない。それは､同教、

つまり厩の宗教がきまっていないからである。その

上、雑多な宗教が乱立していたからである。それ故ど

うしても外国と遮った形をとらねばならず、そこで、

宗教と分離した教育のあり方を考えるにいたった。

しからぱ、宗教に代わるものは、何だろうか？と、

考えたあげ<｢道徳｣というものが窪場した。こういぅ

ことになるまでに政府は、ずいぶん苫噸したらしい。

明治12年の教育令、明治19年の学校今、と、法令をも

っていちおうの伜付けはしたものの、猯導原理を欠い

た。この指導原理は、ようやく、明治23年（1890年）

10月30日、いわゆる「教育勅語」というものでなされ

た。その起草者は、脇学者出身の元孤永孚であったの

で、儒教の近徳の徳目に従って「道徳教育」と、「天

鼻制」中心というものの確立を期したものであった。

政府はこれを「耐民ｉｉｉ徳」の韮本だと銘打った。後、

これを「鬼国民錬成の根木」と、言いかえた。

不隊教育も、天皇中心という線によって展開され、

「來人勅諭」となってあらわれた。これは阪馬の梅」

を天泉にjliW紬し、天皇を大元帥とした統帥梅の確立

上、そうなった。

この統治`脈と統帥樅を１本にした一連の思想は、後

年「国体の本義」や「職11剛|｣という形で再砿認され、

さらに飛腿して「八紘一宇」思想として大東亜共栄圏

の椛想を生んだ。

日本においては、教育というものは、いつの時代で

も政治によって左右されたと考えられる。それ故に、

,教育と宗教の関連を研究しようとすれば、まず、政論

と宗教の関述の研究からはいらないといけないよう

だ。

建岡の当初は、政教一致であった。これは、祭政一
五LＰＬ戸」しユー牛ママ■f－頑ｒ－Ｕ▼＿と￣－．ｍＬ、〒f-分'－，◆＿l－ｎＯ巳

上え〃。Ｄごノー⑥フ涙１，(￣上)し二ＩＩＬ、ソ症:】､(こ'､(ｲｧｶﾞｽﾊｰｸﾞﾘｴ7こつ７こ

ということ。神を祭ることIこよってマツリゴト(政治）

をした。天皇はその祭主だとされ、親政の形が成立し

た。したがって、その11ｹﾞ代の教育は天皇を頂点とした

縦の社会椛造を韮木とした従属の教育であったろう。

これに対して柵の関係すなわち、氏族間では、勢力争

いを起こしていろいろな問題がおこり、結局、大随文

化主たは帰化文化人と結んだ藤戎氏が優勝して天皇家

をしのぐ゛にいたった。それが、もとの形にもどされて

大宝令の発布となって、祭政一致が再確認され、太政

Tir、神祇官の制度ができて鍬令政治となった。

，この、公式Zしたいな形が、明治維新においてもくり

かえされた。そこで、この形を、まず、頭に入れて考

:えることにする。これは国の教育方針が、宗教とどの

'ように関連したか？を分析し研究する上において～

きわめて重大なポイントであると考えるからであ

る。

文部古は、明治32年８月３日､訓令鰯12弓をもって、

「学校二於ケル宗救ノ取り扱上」という垂木方針･をう

ち出した口この訓令の概要は－

可この訓令は、学政上、股も、１１１要とするところ
０.●･

であZ‘こと。

・官立、公立の学.佼および、学科課程に関して法

令の規定ある学校においては、課程外でも、宗

教上の教育を施したり、宗教上の儀式を行なう

ことは戎かりならぬ。

・私立学校でも各秘学校でない限り、同じくこれ

；を禁止する。

．ただし、国家神遮に関する祭祀や信奉は、これ

を宗教としないから、やってよろしい。

結論から先にいうと、明治時代から昭和の終戦に至

る国の方針は、教育を宗教から分離した、ということ

－５



と､いうものであったｏ

この訓令ば、たいへん顛要な訓令で、後年（Ｍ和７

年）その解釈について部分的に緩和されたけれども、

I昭和20年の終戦まで堅持された．そごで教員養成の師

箱学校では、宗教というものに触れないようにした。

教風たちは宗教をタブーと承なした｡[宗教にふれる

と、それだけ、国民近徳が、かきまわされ、ひいては

天型１１ﾙ心の思想が、うすく雄石からだとハ、われた。、

このシコリばさﾉ現今まで残っているようで、教員の大

部分は､：宗教を教育から分離している。分離は、ま

あ、;当然であるとしても、宗教をタブー化しているな

らばそれはゆきすぎだろう。

以上を通覧して私は、“政治は宗教に勝った，，と考

えるＯこれは、ある意味で樅力の概騒といえるかもし
‐.；：｡，￣

れない。昭和15,16HiZにかけて天皇の大御心に翼賛し
：：,.、ミー． ；：

奉るＳと、いう思想(実は極力)｡□)もとに大政翼賛会が
．．．、－K.Z：．．、 ＩＦ、

組織され、あらゆる従来の自由団体I土統合されて報国

会になったり、翼賛会の傘下にはいることになった。

宗教団体も、皇適仏教､皇適キリスト教と名づけられ
て、大日本宗教報国会に加わり太政賛翼会の団体とな

った。

（このとき、わが日本連盟も解散させられて、青年

団、女子青年団、帝国少年団協会といっしょに統合さ

れて大日本青少年団となった。昭和16年１月16日だっ

た。奇しくもこれはペーデソ・パウエルの没後、わず

か８日目に相当）現在、神道は、宗教となった。これは、マッカーサ

ー軍政部の命令からそうなった（昭22.12.15日の覚え

霞）それは－

．国家神逝、神社神道の特別あつかいの廃止，

。神社はすべて宗教の扱いをうけるものとする

。学校教育の中からも国家神道、神社神道による

,国教主義的な宗教々青を排除すること

･私立学校だけは宗教的教育を実施してよい

と､いうものであった。

､明治政府は、神道は、宗教ではない。と、いいなが

ら、実は、国教あつかいをしていた。それは、明治愈

法が信教の自由一と､いいながら、神道だけは､すべ

ての国民に強制していたからであるｄその理由は、天

皇中心制のよりどころだからで、神道は日本国形成の

二要素とされた。すなわち、国体〔今日いう国体一

国民体育大会ではない。国家体制）の一要素とされ日

本は１W１１国だと、きめられたから、特に「国家神道」と

称し、神社を官幣社､圃幣社に分ら､国の財政によっ

て祀り、神官は官吏とした。それ以下の小社は地方公

共団体や氏子によって趣持させた。それゆえ、天皇家

の行なう祭祀と同じ神事を人民もした。これは農業神

だからという意味もあった。

なぜ、政治が宗教に勝たねばならなかったか？

それは、昭和1?年の日華事変、昭和14年の第２次世

界大戦勃発、昭和15年の日独伊三国同盟、国際連盟脱

退、昭和16年の太平洋戦争一という一連の国難に、

総力を結集するためであった。

学校｣EZKf、生徒、学生、そして教員は、国家神道、

神社神道の教説と、神国思想を注入された。その、思

想本部は国民縮神文化研究所であった。この政策に反

する者は「非国民」とよばれた。

こうした一連のコースは、軍部のリードによるもの

と後世、非難されているが、これは、「総力戦体制」

というものである。昔の、クラウゼウイッチの戦争論

を一変させたヒットラーの総力liR思想によるものであ

った。

いま、ひとつの分析一道徳教育について

これからしようとする分析は、スカウティングの上

にも、かかわりが大きいので、私の分析が、正しいか

どうか、我田引水になっているのではないか､大方の、

ご批判をいただきたい。

前述したように、明治政府の政治力は、たくましぐ

も「国民道徳」と銘うった道徳を考え出した。その要

点はいわゆる「教育勅語｣、ほんとうの名称は「教育

に関する勅語｣といわれたものに出ている。この発布
１０･

は、当時、西洋かぶれL'た！;iqH角主義者ならびにそれに
対抗する国粋主義者の両方に対し、中正な、指針を示

そうということから出たものといわれたが、実は、天

皇中心制の確立を狙った思想遼法であり教育憲法であ

立遜君主政体という形をとった明治愈法時代は、そ

れで、りつばに、jDliが趾ていたのだろう。ちょうど

ドイツ、イタリアの統一とほぼ同年度に発足した日本

の明治縦jljiは、そうした帝国主義（皇帝中心の）を国

家の形の模範だと考えたから、封建の幕府を倒したこ

の絶好な機会に郡県制による近代国家に切り替えたわ

けである。その君主（主権者）として、古来からある

天皇というものを頂くことには、だれも反対しなかっ

たし、それが王政復古だったのである。

－６－



１ｃｄ

ろという論者がある。

これは、道徳をもって教育を組立てるという、やり

方である。この思想は、今も、存在する。ただ国民道

徳の「国民」という冠称をとり去っただけである。昭

和40～41年にかけて作られた「期待される人間像」に

しても<やはり道徳教育の旗をあげている。この「期
●PG

侍される人間像」は、「教育勅語」に刀､わるものだと
べ,》．．．～･ぬ＞・

いって、ｒｆ製の非を鳴らす人もある６げ］しども、そｚＤ

起域でいちばん、こまったのは、愛国心というもの

を、どう、説叫Iするかにあったといわれる。これにつ

いては後述するつもりである。

他いろいろの、民間の思想（たとえば二宮尊徳、石、

樅艘の）が日本でいう道徳の内容を作ったといわｵし

る。

八$道徳界には、教団というものがない。ところが宗教
･'0』.､-2...-．ＯＬ.!.‐`･ＯＫ、,.､.`０.

｣界には救団がある｡八こり教団は、昔力､ら､しばしば､反
０CＤ９０１｡｡ ．:．〈Ｌい:．！「?、：＿；面:．￣：

政府のⅢ動を起こした。南fHM上嶺のliW兵や－１句一侯、

またはﾉ;b原の乱などがその例である。いまひとつ、宗

教には、きびしい教義鰄俳儀礼がある｡焼教には
それがない。ないから政府が勝手に作っても文句をい

う大木山がない。こういう利点（盲点）を徳川氏は、

うまくつかんで濁局の聖堂を作り、呂平綴をひらき、

雑府女全の政治をはかった。周代の封建制を模範とす

ればどうしてもこうなる。周と異なる点は将)1[Ｌｌ１心制

なのだが、これは変則的王制である。シナで、王とい

うのは帝のケライであるから､日本の呈室との、ふれ

あいにも肋がとおるのであった。

この徳川時代の、儒教的道徳教育が、引き続いてＷｊ

治政府の教育方針となった。（神道は政治と結びつい

たが、仏教はしりぞけられて「廃仏棄釈」という熟語

までできたほどだった。キリスト教もおさえられた）

昭和の今日だって道僅簸一の線は崩れない。小学校、

中学校は、週1111F間、道徳の時間を、現在実施中であ

る(昭和33年から)。ただ、徳川１１#代と迷うのは、将11〔

中心制が、明治には天皇中心制になり、さらに現在は

比王制に変わっただけである。

このような、教団をもたない鰯教思想は、政治椛力

によって、思う存分勝手に利川され回解釈され、そし

て愁ﾉ11された。「美徳」という「美名」のもとに、殺

されたり､１lxを切らされたり､財産を召し上げられたり

義理人'lWiの繩で縛られたり、鴎流しになったりした。

ベーデソ・パウエル卿が、商<評価した武士iiiでも、

jbM:子を人間として扱わなかったから、その反ヒュー

マニズムに対しては、ベーデソ・パウエル卿はきびし

い批判をしたものである。（1913年に露いたロ木訪IlH

iKl参11(1)。「武士逆とは死ぬこととjkつけたり」という

不j・名な「菜がくれ」の思想を丁武死道」と皮肉ったiiili
がある。.

それは求`茨として、日本人がいう道徳と、欧米人の

いう道徳とは､少し、ニュアソスが途うようである。

道徳とは、社会生活の規範であって、長きにわたる人

間の轡ftから生まれ、社会生活の秩序を保つため、個

人の無軌適を拘束する性質をもっているｂけれども、

現笈生活には、いろいろの矛盾やどお新があるから、

習価そのものを批判、反省して道徳たらしめねばなら

ない回

欧米のようなキリスト教国においては､イ言仰の生活

から生まれた行動丞準が、道徳となっているというよ

うに解されている。その一例は、騎士道であろう。ス

カウテイソグは、この騎士道の現代版だ、と、いうこ

とばを、ベーデン･バウエル卿は書いている。だから５

スカウティンクと騎士道とは、同じ母体から生まれて

いるといえる。すなわち、母なる｢宗教｣につながる。

しかるに､日本でいう適徳は､それとは述う゜その根

底は、ＪＭＢの教､すなわち鯛教に発している。脇教は、

－１Wiの道懲教であって宗教の中にはいらない。日本柵

・Pll史なるものをひもとくとき、漢字という文字､淡譜、

瀧文というものを通してシナ思想が、知らぬ主に、日

本人のWiPIIh；ji1iの奥底に宿っている。孔孟の教説は、

つ去るところ､治圃平天下の道､王道の遊鱈を説いたも

ので、それは、周代の赤秋、戦国の時代に発した。王

近が衰えて下剋上の覇道に移るＩｌｆ１ｉ１の野世のIU}びであ

った。換言すれば閃ｱの維持、さらにいえば、川公が

たてた階級制度、それにつながる封建制の保持がその

立教の本であった。仁、義､、、孝、礼、智、僧とい

う徳曰。この儒敷は、末代の求学によって新生命をひ

らき、大淀名分論を生んだ。その末学は、仏教の柳宗

と関述があって鎌倉の五山でも識ぜられたので、これ

が武士道なるものの形成に役だった。武家の麺法とい

われる貞永式目（1232年北条熱#制定）は、明治にな

Z､才で厚く武十の薙鰯とたったが、この武士道やその

－７－



また、教育基本法の末項にある「特定」という字句
についても、神道のことを暗示しているような感じを

あたえる。だが「特定」という意味は、どの宗教にも

通じるのだから、神道だけをさしてはいない。

ここで、注意すべきは、特定でない宗教ならば宗教

教育をやってもいいし、宗教活動をしてもかまわない
と、いう解釈が成り立つことである。

それなら、「不特定な宗教」というものがあるか？

さあ.…．。どうか？いわゆる「通宗教」「宗教と

いう一般的概念」に対する教育－これなら、むしろ

教養としてもご知識として、教えねばなるまい。

しかるにも了教育界の］し部ではそれをも忌避しようと

する傾向がある｡:とにかく、:宗教のことは、さわると

危険だ、という考え方.けれども、そういう考え方は
スカウト、指導者は、もたなくていいのである。いな

もってはならぬ。そのような勇笂のない、自信のない

指導者であるならば、規約第14条、１５条、１６条､１７条

18条、１９条それに、「ちかい」の節１，「おきて」第１２

条および規約節527条（２）と節706条の実施はできな
いからである。

日本の、凪立・公立の学校では、現在も、依然とし

て、辿鯉教育による以外に、粉神的形成ができないよ

うになっている。それは、日本国遜法、および教育韮

木法にある明文が、そういう感じを与える。

日本国憲法（昭和21年11ﾉ]３日発布）

第十四条（館一項）

すべて【ii民は法の下に平等であって、人郁、（13

条、性別、社会的身分、又は111]地により、政治

的、経済的又は社会的関係において差別ざｵしな

い。

第十九条

思想および良心の自由はこれを侵してはならな

い。

錐二十条一

信教の自由は何人に対してもこれを保障する。
;…いかなる宗教団体も国から特楢をうけ又は政治

上の権力を行使してはならない。

何人も宗教上の行為、祝典、儀式又は行事に参

加することを強制されない。

と、あるのに、その次項には一

国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗

・教的活動もしてはならない。

と､、制限している。

次に､へパー

教育基本法（昭和22年３且１日発布）

21T九条（学校教育）

宗教に関する寛客の態度及び宗教の社会生活に
おける地位は教育上これを尊重しなければなら

ない。

と、いいながら、次の項には一

国及び地方公共団体が識屋する学校は、特定の

宗教のための宗教教育その他宗教的活動をして

はならない。

と、規定しているからである。

これと同日に施行された－学校教育法に基づいて

作られた学習指導要領の一般編には－

「宗教的な感惰の芽ばえを仲ぱして行くこと」とあ
る。これは、逃げ口上ともとられるが、実は、後述し

たいと思っている宗教的情操の樋養への糸口である

|ぅ。

日本国愈法のほうは、神道が国家判値という特別扱

いからはずされて、宗教だと指導されたので、こんど

は宗教として再び、国教のようなあらわれ方をしない

よう、また、国およびその観閲も、そうさせてはなら

'ないように、一本、釘をさしたわけであろう。

日本人一般の宗教に対する態度

ＱＯ．ひ●－ＣＧロ‐■し●－－￣□●－℃ＣＤ●●－，｡。□－－－●●

〃･ｿﾄでわすか､虹lzIIimrも外人とともにとＥ猶したこと

のある日木人は、その外人たちの日常生活の行動が、

宗擬上の信仰に瓦付けられていることに感心するよう

である。それはlliに文明国だけにとどまらない。たと

えば、アラビア人の回教tjkは、毎日５回礼拝するが、

ひからびた熱い砂漠の地上にひれ伏して、西に沈む大

隅を見送って、アラーの神に１時間も２時間も、敬度

な祈りをささげている光景に感噛したという所感（木

誌38年12刀号の満水良衛氏の寄稿）のごときものがそ

れである。また、英国ギルウヱルコースに入所された

柴１１】常雄氏、石川秀次氏の寄橘にも、信仰心について

の、きびしい自己反省が本誌にのべられていた。私

も、３８年も苦のことだがギルウェルコースで、若い英

圃のリーダーが、毎夜、消灯後、ペッドにすわって１

時間ほどその日の磯侮を行ない、小声でお祈りをして
゛‐いり

いるのに胸をうたれた記憶がある。コースで､、朝礼

は、１種の、礼拝のようであった。このような例は、

日木の実修所では見られなかったように思う。

このように考えるならば、日本の家庭、学校そして

社会では、それが僧職またはその家庭においててない

－８－



限り、宗教に無頓着な生活をしているように思われ

､ろ｡

日本人は、一般に、宗教に無関心だと、大谷大学教

授久木幸男氏は、その著書「日本の宗教」の序文に拓

1摘し、そして日本では約１世紀の長きにわたり、宗教

についての教育がなされなかったことがこのような無

関心にした一因だろうと述べている。私は、私なり

に、次のように分類してｊＭニー

否定一宗教という文化現象の価値を否定する者

無関心一否定、肯定のどちらでもなく、宗教はあ

ってもよい、無くてもよいとする者。

無知一認めるも認めないもナイ、全然宗教とい

うものを知らない、知ろうともしたい者

無宗教一「オレは無宗教だ」と公言してはばから

ない者。それは「無宗教」という１菰の

宗教なのかもしれないと思う。それが彼

の信念らしいから……。

反宗致一以前認めていたのが認めなくなり、宗教

を打破しようという心境の人Ar・

敬遠一宗教にタッチしないようにつとめ、宗教

をタブーとしている者。

．（タブーとはポリネシア語tabooで禁忌

または消極的儀礼であり、それを犯すと

処翻されるというもの－文博岸本英

夫編「世界の宗教」Ｐ．２１参照）

職くつ＿示教の仔圧fllIIKIをくさす茜。

（言仰者一熱烈な求巡者。なかには、いわゆる「妙

好人」といわれる鱒信者もある。その一

生を信仰で貫いた内村鑑三や新島嚢のご

とき者。

以上のように、わけて糸ろと、日木国題法第20条に

いう「信教の自由」ということばの解釈は、これら全

部をふくめての「自由」なのか、それとも、ある特定

選択の自由なのか、はっきりしない。たぶん後者の意

味だろうとは思うし－日本には国教はないのだ￣

と、いう意味であろう。

さて、それでは、どうしてこのようなことになった

のか？これはとくと、吟味してふる必要があろう。

ぱない。そういう功利的にしか価値というものを解し

ない。このような相対的な価値は、それを支麗する条

件とか契約の変動、変更によって崩れる。そこで今ま

で優越感をもった者が一転して劣等感を抱くようにな

る。これが人生だといわれる。なぜ、相対的世界を超

克して絶対的な世界と絶対的な価値を発見しないのだ

ろうか？そこに宗教観が芽生えるのだといわれる。

雁史というものは、それをくわしく物語ってくれ

る。日本の歴史も、そうした見方からすれば勝敗史で

ある。勝者が政権の座にすわるがゆえに、政権移動史’

ということにもなる。「勝てば官軍」だといわれた。

相対的世界での勝者は、政治をするにも相対的世界

観や相対的価値観で政治をする。勝者のすることは全

て、主かりjmD、権威づけられる。敗者はそれに屈従

するほかに生存の余地はない。「平氏にあらざれぱ人

にあらず」で、平家以外の看ば人間扱いされなか・

た。ところが、条件が崩れると､平氏の世界も崩れ｢お

ごる平家も久しからず盛者必衰のことわりをあらわ

す｣。こんどは、波圧迫者だった源氏が権力の座に

つく。源氏のなすことすぺてが真理だとされた。こう

して真理というものはもてあそばれた。私は、真理が

真理として尊ばれた政治は、日本ではただ１度、それ

は聖徳太子の時代だけだと思う。

とにかく、人心不安の相対世界での対立抗争は、簸

倉時代にもちこされた。こんどは源氏が内輪同志で対

立した。宗教の力は、政治に左右されていたし、末法

といわれた仏教そのものの光も弱っていたので、不安

だった人心を救うことができなかった。そこに「無常

感」が生まれた。それは相対的世界に、もう、あきれ

はて生きる希望を失った結果だったと思う。

世の中にはもう、神も仏もない。神も仏も人を救う

力を失った、と、思われていたとき、蒙古の来襲が西

日本に迫ったところが、仏教の加持祈祷は、まだ威力

が残っていたのかそれが神の力と合体して「神風」を

吹かせて蒙古の２回にわたる侵略をしりぞけた｡(実は

台風だった)。

北条泰時が制定した武家の恵注「貞永式目」は、Ｗ］

治にいたるまで長く、武士の葱法だったが、それによ

ると神というものは、神それ自身に神力があるのでは

なく、人間すなわち武士が、それを尊幾することによ

って威力を発する。そして人はそれによって幸福をラ

ろのだと、その第１条にうたっていろ。貞永式目は

1232年８月に制定された。それが1281年の弘安４年蕊

大約すれば、宗教の本質的価値についての教育が欠

如しているのでよくわからないこと。そしてその必要

を認めないことからくると思う。

人間は日夜、生存競争という激烈な対立、抗争の相

対世界にあけくれしている。この対立、抗争というも

のは其勝たねばならri;ＬＰ･藤っなめには方法手段を週

－９



へ

古来襲のとぎに、ゑごと立証されたというわけであ

る。この「人が神に勝つ」という思想は、政論が宗教

を支配したことを物語る。大背、政治は、神を祭るこ

とから来たのであったから、政治は神（宗教）を母と

したのであったが、ここで、子のほうが母に勝ったこ

とになる。

さえとなったと考える」と、答えたという６（岩波文

liに．武士ju[）（武士道はFiI仏教の影浮をうけていると

いう点で、この返答は、間接的あるいは二次的に日本
03...!、

のjii徳は、宗教と関連性をあっているといえないこと
：、！￣

もない）…：‘

ロ木人一般が、宗織に無関心だという理由の､;いま

ひとつは、日本には国教がなく宗教のあり方が、すこ

猛る多繩多様、分派的だという点からくる。戦前は、

神iiL仏教泡キリスト教の３教に制限され、その他の

宗毅は皇れを禁じた。それで、木来は神道ではなかつ
,ＣＯ●｡午

たのに、神jij[の形をとらなげｵしば認可されな力､づたの

で神道に属するものもあった。いわゆる教派神道の中
にその例があるといわれる。

逆元lIi師や親驚聖人によっておこさｵ[た瀧愈時代の

新仏教は、政梅と全くはなれて生まれた。日麺_上人に

あっては時の政権と真正面から衝突した。法難とい』つ

れるのがそれである。政梅に従わない宗教は迷信邪教

であるといわれ、いずれも流罪となった。

けれども、道元と親驚の建てた教義は、日本におけ

るルネッサンスへの点火だったと私は思う。そればあ

たかもルッターに比すべき宗教改載だと考えられる。

しかるに、日木の為政者は、政治の威力をもってこ

れらの世界観をしりぞけ、政治に祁合のいい道徳を採

用した。それを武士道という。私は、適徳というもの

を否定したり、それを、けなす考えではない。道徳が

なかったら秩序は保たれない。それは－人瀬発生の符

から現代に至る長い年月をかけて．言語という作用を

通して人間が作った名品である。私が拓摘したいの

は難この名吊が、日本の為政者の功利的な暴力によっ

だ変色きせられだり、形を崩されたザした点である古
そのため､道徳という鮴は相対的紬のにたり､r川蒔
代によって変わるものとなった。政治家の政治梅力に

よって勝手に搾る遺徳さえあらわれた。い、そうな

ると道徳6,漠のｲNi億はなくなるｐ権威もなくなる。い

かに「国民道徳」だの「皇国民錬成の根焚」などとい

うレッテルをはったって、その価値はあがらない。む

しろ､､道徳という仮面をつけた黒い手に〈だまきｵしる

な《と;i_いう野戒心さえもたせるように江:る゜

西洋諸国でい5:道徳は、信仰、つまり宗教心を基llZ

として,｢生まれた」ものらしい。日木でいう道徳は、

シナの儒教思想から!｢作った」と考えられる。鯛教は

宗教繭漱ぐ道徳教筵がら毒柏木･遺徳の源泉は西洋O

それに船ぺて品薗が劣るのでｉｆ脳､ろうか？「生まい
れた｣'遮徳でなくても(管池は「作った」道徳どいう感…

がする。￣、.'ん
！０５ｐ

要するに日本人は、宗教について教えられだかづ

た｡しかるに道徳につし城は､jぐどいI鑓教えられ、

今でも道徳‘､)卿靭浮校にある８
□,.１１2゜

ある外人狐日本人に《腺教心力吹げでいるのに、

なぜ証道徳教育があるのかと質問した｡それに対し、

新渡戸稲造博士はＳ返答にこまり；;肩T識王道がそのざ
＿：へ、１－にｉ，“ﾌﾟｉｆ、－．，

糀前は歎派神道13派、仏教は13宗56派、キリスト戦

もだいたい10派ぐらいあった。

そして、このほかに国家神道とい繩のがあったが

これは宗教としないで、日木全国民の信奉を義務づけ

たのであった。国家神道は、日本の国1k形成の一要素

とされた。あたかも国教のように扱われた。それだか

ら、国家の財政によって運営ざれ神官は官吏であっ

た。そのころ教義を守って、刺牡に、敢然として参拝

しなかったのはカトリックだけであり、問薊になっ

た。

戦後、国家１W'道は解体を命ぜられて神道は宗教とな

った。すべての宗教は新遜法によってこれまでの認可

制から届出制となったので教派は無制限にふえ、新興

宗教の乱立で、人々は、どれを選んだらよいか、見当

がつかなくなった。既成宗教の中でも木山から独立し

た宗旨がたくさん生まれた。

宗教法人というものができたが､iこれは教団の財産

上、免税措綴を管理する上での法制であって、戦前の

政府がし,{たような教溌上における管制はできなくなっ

た。

この多搬性は､､－般人をして、ますます､(宗教とい

うものをむボiZl池<思わせるのである。

かように宗教界としての問題は、いろいろある。あ

る人は釘葬式仏教と名づけて仏教のあり方を批判す

る。また、観光ルートにのって見世物となった社寺に_

対し論評する者もある&それらはすべて〈宵少年層に翁
．､２．１.＝

対して正い､教化活動をのぞＩＦ声である１，－…'～!》
－‘・し．．‘．『．､瀞へ.幻

－１０



けれども、基本的人椛の尊重による信教の自由とい
零．

う新恋法の思想では、親と子、兄と弟力§、それぞｵLち

がった信仰をもってもいいことを保障するので、苦の

ような家の宗旨という思想は崩れた､このことは寺に

とっては楠家という形の存続を危くした。それでこれ

を会貝制におきかえた教団もある。宗教界の消息によ

ほど注意していないと一般人は、さっぱりその実情が

わからないのである。

宗教的｜青操教育一の登場

前に述ぺたことを、ここに、少々、復習して鎖よ

う。復習しておかないと､噂あとのこiとが、よくわから

ないから.．…･…。

○明治23ZF10月30日公布の教育勅語は、教育の指導

原理を天皇制中心の「国民道徳」においた。それ

は、鯛教から日本道徳を作ったものであった。そ

…して「同氏逝徳」の韮と称し、あとで「皇国民錬

成の根韮」といわれた。この段階においては、日

木の教育は、宗教というものを度外視していた。

主度外視した－と見るのは実は浅見で、国家神道

（刀世一系の天皇の祖神を祀るもの）をあたかも

阿教であるかのように強制する必要上からだつ
゛；．..、､弩

￣たＯ脚教と、はっきりいうと他の宗教から苦愉が

てるので同家神道と称し、これは宗教ではない、

と、いうことにしていた。

lyi沿葱法にいう「信教の宣由ｊとは、爾家神道以

〆外の宗教をさしているのであって、国家神道は麓

～務的に信奉を強要された。日本は神国だ、と、い
、：.、 DbUbひとかＪｂ

－うこと、そして天皇は現人jlUiIであるということに

よって国体を説明した。

このことを、後年（昭和12年．1937年）国民に再

確認させるため「国体の本義」というものが山さ

れた。

以上のような政椛の一方的な見解に対して、宗教

界はだまっていなかうた。神逝だけが特別扱いを
Ｉ｡．

うけることに反発した。特にミッンョソスクーノレー
.、炉・了・

は、教育上、たし､へんこまった。そこで－
．．ｉＩ

ｏＩﾘ]治32kＦ（1899年）８月３日、文部省訓令節12弓津

をもって｢学校焉於ケル宗教ﾉ取扱｣を規整した。…

の方に追いやられた)。ただし、国家神道は宗教

，ではないから信奉せねばならぬ－と大きな釘を

打っている。

この訓令は、昭和20年の終IiiR11寺まで、根本方針と

されたものであるから重要である｡～

i○昭和７年12月２日の宗教局と普通学務局と連休で

！出した通牒節102号は、前記訓令12号の解釈に幅

’をもたせたものである＠
の'１●.‘仏躍,．.↓..６．．：『．'‐゛･；3..

以上のことを頭に入ｵしてから､副;この'塙:を進めよう。

！まず、なぜに解釈に縮をもたせる1に至ったのか？

この答えは､､それを亜約すれ蝋､今左稲見らｵ１０%h:か

つた赤い思想の蝿によって、日本の国体がおびやかさ

;れろので情操教育という防壁でそれを防ごうという考

えであった（この見方は、通説となっている）。情操

教育にも、美的情操教育、倫理的情操教育などがある

が、これまで度外視していた宗教を素材とする宗教的

情操教育を学校教育に収ワ入れようと企画したのであ

った。このことは「道徳が思想に負ける」ので､「宗

教という援軍」を求めたということになる。

こう考えて象ると、宗教心を導く教育のごとぎ仮面

をかぶって実は思想戦に臨むのであり、知育偏重の結

果が社会科学の学習を招き赤化を起こしたのだからざ

情操教育によってそれを中和させよう、と、いう政

策、いわば、反】､)ｌｘｌ洗lI1ii工作ということにな参ラ６３－

（コロモの下にヨロイを着た平溝盛を思い出す〕ムハ
.‐－■"⑤￣｡~の

孟の内容は次のとお')で、し､かにも官僚の作文であ'：
る゜.,－．:冨齢許、．.（かみ…

つぅ すこし

○通宗教的情操を陶冶することI土奄もそれを拘束

するものではない。

○学校における道徳的教育の徹底を期するに'if可

宗教的の信念または傭操の禰養をはかる必要が

あることは、指示の次第もこれあり?.…ＰＣ

Ｏ特定の教派、宗派、教会などの教義を教え、ま
あ吟ざ

～たはその儀式を執行するに非溝限り、認II令（こ

れは前記訓令第12号のことをいう）の解釈は、

一なる黍<厳橘にわ獲らないように……｡;；
と､…いうものであっ上。÷,ミーーパ〆

.．.、ｉｉＰＤｌＩ，...－

.耳.fＪ9,,T゛

それは｢一般の教育を宗教以外に特立せしむる件」明治噸ｶﾐ乳叫l治5年蝦､:学制を立てて国の教育
』：。Qも｡一･･，｡-ぐ｣

という件名付きのＭであった｡官公立はいうに:のあり方》醜嚥，蝉示い天皇;Mによる立愈君
ぉ工ぼず‘各種学校でない限り私立学校でも宗駄主政体を築きあげて明治維新の維新たるゆえんを現わ､1,.0`一身-． ･･｡Ⅲざ●U

上乙毒(實や儀式を禁止した。（ミッシヨンスク-1;山､その力で、日清、日露の二大戦役に勝利を１lxめ、
必や仏鍵校ばくやむなく各種学校と名づける隅一等国の列に伍した明治側年代､はからずもこのﾋﾟン

－乱ユ



～

．ただし、教育勅語の趣旨と矛盾した内容や方法

でそれを行なってはならぬ。

・方法としては、修身科、公民科、哲学、国史、

その他参考図書、修養会、追悼会、理科祭、遠

足、旅行、宗教家の修養談。教員や生徒の校内

または、校外での宗教研究または修養機関に対

しては適当な指導を加えて寛容の態度を保持す

ること。しかし、＝宗一派に偏してはならぬ。

と、いうものであった。

チに陥ったしたいである。これは私の中学生時代だっ

たので記憶に残っている。そこで政府は－

．明治41年戊申の沼雪によって、国民の精神がたるん

で質実性を失いつつあることを戒めた。ところがす

ぐそのあと

・幸徳秋水らの大逆事件（これは天皇を殺そうと計画

したというので死刑になったが、後世これば治安当

局のデッチアゲだともいわれる）

・これと前後して、東大の美濃部博士の天皇機関説

（天皇は神でなく国の機関だという学説）

．そして津田左右吉博士の、神道は祭天儀礼にすぎな

い、という学説の発表

・教科番菰件から起きた南北朝正潤論。今の天皇は正

統かどうか、という学説と文教政策との論争（その

シワヨセは遂佃貞吉博士にふりかかった）

・吉野作造博士らによるデモクラシーの啓蒙（大正デ

モクラシーの底流となった｡）

・労働争議が各地におこり資本家に対抗

・米騒動、人心不安。関東大震火災による帝都の破壊

・大正'1年、日本共産党の結成

・大学における赤化は高校、中学に波及した

．そこで大正'4年、治安維持法の公布によって思想統

制が刑罰化した。それにもかかわらず

。マルキシズムは青年層にとって新知識とされた

これらを思想対思想でおさえることができなかった

ので情操教育、特に、宗教的情操教育によって中和し

ようと官僚と政府当局は考えたのだといわれる。この

線での政策は、多少の変更はあったが、宗教的情操の

溺養だけは、昭和42年の今日まで一貫して施策となっ

ている

宗教的情操教育一の中休み

このように、宗教的怖操の教育という方策は、一

○U1柵2年８月３日発の文部宵`ｿ１１令第12号の解釈に

幅をもたせようとしたW]和７年12月２日発の宗数

局、ｉif通学務局の通滕102号が、初めて打ち出し

たものであった。

○そしてそれは、思想対策として壷場した。

○だから、木笂に、宗教心を洞擁することにｵｭらい

があったのかどうか、疑わしい。

○一次いて11,和10ｲ】二11月泌口の文部次官通1V|瀞160号

が出され、「宗教的情操の湘売に関する研意717項」

がある。

○これは、思想対策からぬけだして、どうやら、宗

鋤j､､力潅ミレ１，尺未亨肱ハプテ｢Ａ１ｌ－－ＪＩ論｢｢;ｌ1号】ナーガ､の
￣し.戊..ｕ・aと」し’￣印’夕『￣〆０－．－ンｊ０．.Ｊｑ－￣ｏ』･小・・土：～〆D－ｒＪ￣

であったが、学校教〒｢としては↑ＩＦ定の牧派にlmiす

ることなく'１１立不傭の態度を係拝すること、木来

は家庭教育や宗教団体が行なうべきである宗教的

教育なのだから、学校教育としてはliv操教ﾃﾞｱとい

うもので行なう。

という思想だと考えられろ。

私は、日本が、もし日乖痢変(昭和12年)、第２次世

界大ｌｉｉＲ（ドイツの挑戦昭和14年)、日独伊三国同盟の結

成(昭和15年)、そして太平洋戦争（昭和16～20年）と

いう述統的な激動にゆさぶられなかったら、この、宗

教的情操のiwi喪という方策は、日本の学校教育に、今

よりも、もっと早く、よい結果をもたらせただろうと

考え、残念に思うのである。当時、私は大阪の公立中

学校に職を奉じていた。この次官通牒が示したような

ことは、歴史科教員として、また、スカウトリーダー

として、実施していたので、特にそう思うのである。

しかるに、乖部当局は、ドイツのヒットラーの戦争

思想である非W剛il貝をもふくめた「総力戦体制」とい

うものに魅せられて、いっさいのものを統制して職争

○昭和10年１１月２８日の文部次官通牒、発普160号は

「完教的情操ノ涌養二関スル留意事項」というもの

で、前記昭和７年の通牒を具体的に推進した。その

内容の大要は

・宗教的教育は家庭および宗教団体がするもので

学校教育は中立不偏の態度を保つべきこと。

・学校は家庭における宗教心の教育を阻害しては

ならないし、公序良俗を害ラような迷信はこれ

を打破するようつとめること。

､学校での宗教的教育は絶対にこれを許さない。

・けれども、人格の陶冶に資するため学校教育を

通じて宗教的情操の緬養をはかることはきわめ

て必要であること。７

り゜２９．．O
IC

時■■~

●ﾛ

．（"
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Ｉに雄rl1した。こｵLは、過去のｌｉｌＲ傘思想であったクラウ

ゼウイッチの戦争論、つまり、戦闘員同士だけのlWi争

（日本はこｵしに則って沼国に大勝し鰯国を屈服させた）

・を修正する思想なのである。（ついでながら、第３の

峨争思想に…レーニンの1iMi争論、つまり目に見えない

i思想の戦7ｌｂ……冷戦というのがある）

この総力戦体制によっていっさいは、「太政翼賛会」

というものに動かされた。国会も翼賛国会、つまり一

国一党、議貝は選恭でなくて任命であった。宗教もこ

の体制下において皇遊仏教だの、皇道キリスト教だの

という統制をうけて大日本宗教報国会に吸収の上、太

政翼擁会の傘下団体にはいったのである。

学校は、教員も生徒も、もれなく、国家神遊の教

説、思想を注入された。「国体の本義」という撚物が

その扮導灰皿で、国民桁神文化研究所という機関が思

想統制の大木'｣Iであった。（前稿と重複するけれども

あえて、くりかえした）

ｉの思想を普及徹底させるとともに、宗孜的情操の陶

，治を尊重せしめ、以って遮恭の昂揚と文化の向上を

期さねばならない。右決議する」

というものであった。

この決議文を、今の時点で読むと、当時の国会は、

たいへんりっぱな決議をしたものだと感心せざるを得

ない。これは、同艮の宗教的自覚と宗教的情操の涌養

の必要を叫んだものである。

戦争の放掘一については、同年'１月３日、公布さ

れた「日本国懲法」に明記された｡

そしてその第14条に、

「すべての国民は法の下に平等であって人種、信

条、性別、社会的身分または門地により政治的、経

済的または社会的関係において差別されない」

とある。文,１，に「信条」とあるのは､｢(言仰」と解釈し

てもいいだろう。さらに節20条に、

「信教の自由は何人に対してもこれを保障する。い

かなる宗教団体も国から特権を受けまたは政治上の

権力を行使してはならない。

何人も宗数上の行為、祝典、儀式または行事に参加

することを強制されない｡

国およびその機関は宗教教育その他いかなる宗教的

活動もしてはならない」

と記された。

ここまでくると、もはや、宗教情操の漉饗なんてい

う歌い文句は、戦火の中に蒸発してしまった。肝心の

宗教そのものが虫遊化という自爆をとげて玉砕してし

まったのであるから、信仰の白111というようなことも

11『に迷わざるを得ない。これが、私のいう、宗教的傭

操教育のllj休象－である。

Ｉ宗教的情深教首」の丹登場

昭和20年８月15日、日本は敗北して終戦を迎えた。

それによって、総力噸体制は終止符を打たれたが、同

、ｉｆに「国民道徳」という明治32年の教育勅語以来の指

標も、終止符を打った。ここにおいて指導原理はゼロ
Ｉｒ+ぜん

;となった｡人心は、呆然自失した。ヤミロキ代は物心両

面に及んだ。

：それから１年目、昭和21年８月15日の、第90回帝国

;議会は、画期的な決議をした。当時は、まだ新憲法の

(公布以前だったので「帝国議会」とよんでいたのであ

;ろ。その決議は「１億総織悔の決議」といわれた。

Ｉ私は、その決議のに|］に、宗教的情操の瀬養一の再

'登場を見い出すのである。決議文はつぎのとおりであ
やた－．

』「永久に戦争を放棄し、国民の安全と生活をあげ

;て、世界の公正と信義に委ねようと決議したわれら

『は、「戦争は罪悪である』という信念をもって世界

恒久平和匝勁を展開しなければならない。そのため

１こは宗教的自覚による四海同胞、隣人愛、社会奉仕

これを受けて、昭和22年、３月１日、教育基本法が

公布された。その館９条は「宗教教育」で

「宗教に関する寛容の態度および宗教の社会生活に

おける地位は教育上これを尊重しなければならな

い。国および地方公共団体が設置する学校は特定の

宗教のための宗教教育その他宗教的活動をしてはな

らない」

と規定した。

同年同月同日に出された学校教育法もそれに従っ

た。ついで出た学習指導要領には－

「宗教的な感情の芽ばえは、これを仲砿して行くこ

と」とある。

以上の猪法令は、いずれも、戦後の、宗教と教育に

ついての方針、つまり旧法令の改正を意味しているO

それと同時に、これまでの教育が、道徳、それもいわ

ゆる国民道徳の基盤の上に指導原理を求めていた思想～

を､､こんどは、宗教をとり入れたものに求めんとし満二

こと。ただし、それは特定宗教でなく、不特定もしく

は通宗教的に求めるが、さらにそれを宗教的儒操の教≦

－]L３
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関係」についても採択している。その採択の(3)に

○両親は子女が日暇学校その他宗教的行菰に参加す
｡_･ロ：

ろ.にラ奨励するとともに彼らが宗教的感化左要け

る機会を多くするように訂意しなければならな
･？.｡？、

（,、｡
●:ひ

とある。－－，…

それらの採択は、どれもまことにけつこうである

が、考えようによっては、作文のう史さを語るにすぎ

ないようであるし、両親たちに対しては卿やや、おせ

っかいのようで《》ある。それどころか、これら３つの
､'､△ﾛ‐･けり

-.,:-F.-.下..'､..`>･

採択は、マッカーサー11[政椛の施政に対するツラアテ
.．．ｉ、

にＵｌさｵしたといううわささえ伝えられたのである。そ

ｵしは、米国式の思想を押しつけられたからであったの
姑.､.、１Ｊ４、

で－－－゜
'丁.;’↑)w::ｊ】．…ずにっ．ﾄﾞｾﾞｰ.

それで、文ｉＷｉとしては、，.』&羽指導硬項の社会科編｛
・５ｓ？

のＩＤ(扱いについて、１１月和幽年７ﾉ]９[]、牧科評周艮名
．ｉ，

をもってiln腺を出した。それは社会科の扱い方(ごつい

てのものであったが、先生がたにとっては、自分たち

か承敬についての取扱いに不俄れなごどはクナに澁〆

げ、そんなめんどうなものなら、宗教にふれないほう

が次･公だという空気を招いたといわれる。

そｵしでは、逆もどりとなるというので、昭和別年10

月25日、文部７１１F務次官発、文庶飾152号で、解漉を出

した。さらに同日、大学あてにも出している。

それは、国立、公立の学校むけのものであったがそ恥：

の内容は、聯佼が主催して神社、寺院、教会その他の

宗敬的施設を訪問するとぎとか、教材の選択と取扱し～

と汎宗撒家と学5校との関係とかについてのこ主かい

iに意であった。

青という形に、アレンジするほうが無難だという見解

一を示していると私は考えるのである。

この基本線に従って､:対策の掘りさげが、だんだん

釘７面でなされた。そのひとつは、耐和23年７月２日

の、瀬１回敦育刷新委員会総会における採択であった

－この採択のなかで日たら<ものは－

０特定の宗教的教育を標授ける私立学叡佼では自由に

強化徹底できる。

その他の公私学校では特定の宗教教育の実施は避

けるぺぎである。不偏の態度が望まれる。

○ただし、社会における宗教現象に対する緋確な知

識、理解を与えることにつとめるぺぎはいうまで

もないo弓…：’１

○学徒の内心より発現する宗教的欲求はこれを啓塔

することが望ましい。へ

○宗教に対する客観的知識を与えるにあたって翻意‘

すぺぎ点は、

宗教のもつ役割

宗教が国民文化に及ぼした影響

宗教が個人に与えた感化一

読書、美術、音楽、映画、ルMの利用

というものである。

昭和23年８月27日Ｓこの教育刷新委員会の第77回総

会は、こんどは､「社会教育と宗教との関係｣についてォ

採択をしている。その要旨のなかで、めぼしいもの〕

は一

○人Arが騨全な宗教的自覚に立ちとその自覚より瀞
ｐＬ･句・

き出る悦びを以って相互敬愛の和やZisな明るい社

会生活の具現に努力することが電要である。

○髄全な宗披的雰囲気が社会に充満すれば7'j少年は

祷導され社会に審遜を流す呪術的慣行はおのず力了

ら除去される。，八一：>･･･

Ｃ従来、わが同の社会敬育においては宗教的要素が

微弱であり、また、宗毅団体の社会的教化活動も

ふじゅうぶんであるにかんがZA、前蒋の刷新を瓠

ｔ｢とともに後舌が反符自覚を深めもかつ、その社

会活効を濡易求らしめる環境を整えることが望ま

しい。

○少なくとも｢1ｌＷｍの午前｢'１はもっぱら心を養い宗

教的慌操を深めるような社会的習慨を作る。

というのである。

この数行刷新菱周会は、ついで「家庭教育と宗教の

道徳教育のむしかえし

以Jﾆのように、宗教的慌操の涌譲一という、けつ

こうなⅢ(をあげたものの、その総染ばどうもう輩<ゆ

かない。明治以来､；半世紀以上にわたる「宗教の道と

はタブーだ」という既存観念の亡霊が、教圓の頭から

消えない。「指導原理」は弓その亡霊とともに、さま

ようこと約１０年の時をすごした。そして－

昭和33年、道徳教育が再登場したのである。すなわ

ち、小学校、中学校では、週１時間の道徳の時間が設

けられ、ついで高校の「倫理社会」にもその線が伸び“
た。所÷．

ところが、こんど登場した道徳教育には、宗教の味

つけがされている。それは「学習指導要項」に一一・

○小学校では「美しいものや鎖高なものを尊び、瀞．

らかな心を持つ」とあるし

－工４－



「熔う」だの「徹底」だの「いっそう」だのいう語

が作文にはいつも出てくるが、そんないい方だけで解

決しそうにないのが、この二つの大きな問題なのであ
る｡

ｏＩＩｊ学校では「どんな場合でも人間愛を失わないで

戴く生きJこう。長い人生には、すべては激しく、

絶瓠して何もかも信じられなくなることもあろ

うｏその場合、宗教は多くの人に永速なものへ

の信仰を与え、魂の救いとなってきた。これらの

宗孜を信じない者も、人間愛の桁中|'だけは最後ま

で失わないで正しく生き、民主的社会の平和な発

展に望永をかけていこう」とある。

○ii､5校の「愉耶社会」においては､人生観､社会観、

キリスト教、仏教、日木古来の考え方についての

学習があげられ、教科番には、宗教についての相

当商皮な記述が見うけられる。

轍

宗教的情操とは何か

この二大問題の内の、愛国心については別檎にゆず

るとして、宗教的fiIi操とは、－体どんなものなのか６

－応の勉強を誠ふたのでそれを要約すると－－.

Ｏ教育学術用鑑であり、英語ではReligiousSen-

timentである。

○自己よりも大なる、自己よりも高きものを認め、

それに従属し依存する感情である。

○それがためには、自己を否定する感情、そして救

済者をl嚇し求める感傭がおきる。

○信頼の精。つまり絶対者、またはその代弁者に対

する信頼の感情。

○神秘感。時としては恐怖、または不可思議な感情

を伴う。

○一言にしていえば、実在者に対する帰依の情｡、

Ｏ宗敏感傭の中で高等な感傭であり、その最高のも

のは倫Eu的感ｶﾂと混ぜ、美的感情とも混ぜる。

（以上入沢教育辞典より抽出）

○人が自己を弱い、罪の深い、無価値のものとし、

自己以上に完全円満な超人的な力を有する者を蟻

債して、それにWii依する情をいう。その信仰の対

象となるものは、知識の発達の程度により異な

る。後には、人格的なものに懇依し、全然精神的」

たものを信ずる。（同上辞典による）

というものである。

これは、情緒すなわちEmOrtionと異なるのであ

る。観念あるいは、価値の認識にともない、高度の諸

感倍が複合して統一され、比較的に持続的な感情をな
すものといわれているｄ

神、または仏、または大自然などの認識の対象があ

り、それについての知的活動がある－といわれる。

これらのくわしい説明は、先に本誌に紹介した、;深

川恒喜氏の編著「道徳教育における宗教的情操の指

導」に出ている。何を対象とするか、どんな感情であ

らわれるかを知りたい人は、同書によってたずねられ

たい。

ノミ

このようにあげてZAると、日木の道徳の考え方が、

明拾11ｹﾞ代に比べて、たいへん進化したと考えられる。

IHIにもふれたが、欧米における道徳という木衙には、

(訓I心の浜づけがある。モラル(moral）という英謡に

も、スピリット（spirit）という英語にも、それの裏づ

けに宗撒があって､ntなる適徳的とか桁１１１１とかいうも

のとは、そのニュアソスがちがliから、これを極訳し

てはならぬという説が出るのも、うなずけられると思

う。ロ木もやっと、これで欧米なゑの道徳になりかけ

たのかという気がする。

昭和38年７月、教育課程審離会は「学校における道

徳教行の実施方策」をどうするか、という諮問に対す

る審申を文部行に提出した。その答W1に準じて文部省

は「近徳数行の招魂蘇料」を編さんした。

その資料を作るにあたっての諮問０１１、注意すぺき２

つの問題があらわれた。それは一一

○愛国心についてどう指導するか？

○宗教的情操をどう指導するか？

であった。

愛国心については一

国民としての自覚を高め公正な愛国心を培うよう

いっそう努力する必要がある。

という答申。、

宗教的情操の禰養については－

道徳教育においては、人間としての豊かな摘操を

培い、人間性を高めることが基本であるから､へ今

後、宗教的あるいは芸術的な面からの情操教育を

いっそう徹底するよう、指導内容や指導方法につ

いて画uXlXする必要があるO…． ．￣．｡；

と答申されﾌﾟﾋﾞﾆ。一・
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「期待される人間像」の中間報告

・文部省は、戦後２０年を経過しても、昔の教育勅語が

位適していたような教育の指導原理ができないので、

国民の向かう目標という程度でもいいから指標を作り

たいと考え、中央教育稀議会にその起草を委咽した。

それが「期i寺される人間像」と名づけるものである。

この作業は、東京学芸大学学長の高坂正顕博士を主蚕

としてなされ、昭和40年秋、中間報告が文部宵に提出

された。

このIlJ間鯛告は、各方閲から、きびしい批判をうけ

た。私は、その多くの批判の中から特につぎのものに

注目した。

昭和40年12月１日の毎日新聞の夕刊に出た、評論

家、姑丼勝一郎氏と、東京稲教育長の小尼脈雄氏との

対談がそれである－

亀井真理は強制せねばならぬ。理想の宗教教育は

一菰の強制教育でないと生徒はついてこな

い｡

小尾高坂先生は宗教的椚操の必要というが…。

ｉＭ二よけいなことだ｡たいせつなのは信仰である。

あんなものは浅薄な教義に終わる。中途半jiIl

だ。信仰を伴なわない宗毅;教育は、やめたが

いいｏ

といって、商坂博士に挑戦した。

するとその翌日、１２月２日の、同じ、椛日の夕刊に

高坂博士は、それに応酬した一

○宗教的情操は、やはり、必要である。

○人間は人間（自分）を絶対化してはなら8,0

超越者との関係において人間は人間である。

謙虚な心で生きるのが人間の立場である。

○私の理想の人間I:Rは､カントと西田幾多郎先生だ。
というのであった。

この応対は、４０年の年末の話題となった。それはさ

ておき､この宗教的情操教育の行末や、いかん？

昭和38年６月24日、荒木文部大臣は、中央教育汗iiNi会

に対し

○後期中等教育の拡充整備について諮問した。

その諮問の中に

○期待される人間像について

○後期中鞭教育のあり方について

という２つの点が示された。

○この「期祢される人間像」は

○すべての汗少年を対象とし

○後期中等教育の拡充盤lMiを閃るその孤念をIylら

かにするためのもので

○今後の国家社会における人間像はいかにあるべ

きかという課題の検討をも意味する

というものであった。

’１.央敦育糯砿会は、この諮問を受けてから、３年ｲｊ

余の時間をかけての審議を経て、昭和41年1Ｍ:川I、

有田文部大臣に答申を出したというしだいてある。

以上の説明をゑると、これは、後期中等数行の拡充

繋備のための理念をあらわしたもの、ということで後

期中等教育に関係のない者には用がないzLたいてたい

へんぼやけてしまう。そこで答申には、

○「広く一般阿民、特に青少年の教育に従可ける人

介が人間像を追求しようとする場合

○あるいは、政府が、雑木的な文教政策を検討する

場合に

○参考として利用されることを期待するものである

と、付紐している。

この「付記」によって、ある人たちは、教育勅語に

かわるものであるとか、兵隊教育j靴二いだとか、おせ

っかいが多いとか、批判した。（41年９月19日、朝日

と扉阿の夕刊参照）

それはそれとして、私は、前述したように、この答

111の中間報告が40年11月に出たとき、ｆｕ弁勝一郎氏な

どが、批判した部分、すなわち、宗教的情操一の部

分は、この最終鱒巾において、どうなっているかに、

注意を払った。

、弁さんの批判は、前に謝いたように、昭和40年１２

月１日の毎日の夕刊に出た。そしてその翌日の夕刊ｌ

に、執縦にあたった高坂正顕博士が、それに対して応ｉ

酬した。それから、だいぶたった41年８月21日の毎日

新聞初刊に、東京学芸大学教授の深川恒喜氏が「道徳

教育」と宗教心という一文を寄せた。深川教授は

１－期待される人間像」を

めぐって

「期ｲｷきれる人間隙」というものは、そもそも、ど

ういう郡情によって作られたものであるのか？この

ﾉﾉｽを一応、はっきりして指<､必要があろう。

文部符が-2F作権をもっている広報欝料３３「期徳され

る人l剛像｣（昭緬1年12月15日初版）の序文によると

－１６－



と、記してある。○/u非さんは宗教的情操教育なんてものは中途半端

な１)のだから、よした方がいいというが、自分は

その中途半端の必要論者である。

○たとえ、それが中途半端であっても、その慌操の

発速が「接点」となって信仰にはいるならば、｜｜

的は連せられるではないか？

と、いうものであった。私は、この「接点」というい

いかたは、おもしろいと思った。

’この深川教授の挑犠（？）に対して、ｆＭ:さんがな

'んというだろうかと、私はたのしゑにしていたが、つ

iいに、それは聞かれなくなった。飽井さんは、ガンで

この世を去られたからである。早くから、自分がガン

:であることを自覚ざれ生死について大悟されていた亀

井さんにとっては、信仰の教育こそまニとの教育であ

って、宗毅的情操教育なんて、それはマヤカンモノだ

,と思われたのだろうと、秘は先生のきびしい生活をし

のぶのである。

この、宗教的惰操一という語は、前述のごとぐ

○昭和７年12月２日の通牒にあるように、赤化思想

の侵入への対策として登場し

○昭和１０年11月閉臼の通牒によってそれについての

留意事項が示され

○昭和12年７月７日に起きた日支事変から昭和20年

８月15日の太平洋ii6争終鞭までの８年間は、総力

戦(織りによって宗教的情操の禰擬などというモノ

は糀火によって蒸発した。

○昭和21年８月15日、第90帝国議会の１億総戯悔の

決議によってこの宗孜的情操の禰養というもの

は、上承がえって可登場した。

○W]和22年３ﾉ１１日の学校教育法にも「宗撒的な感

情の芽はこれを伸ばして行くこと」とある。

○昭和23年から教育刷新委員会は、まともに宗教と

教育との関連を採りあげて建議した。

○これによって昭和23年10月25口、文部事務次官充

をもってその解説を示した。

○昭和24年10月25日、この通雅は大学全体へも出さ

れた。

○昭和33年、道徳の時間が実施されたが、こんどい

う「道徳」は、職前の道徳（鬮民道徳、皇同民錬

成の道）とは異なり、人顛愛を説く宗教的味付け

が多分になされた。

○昭和38年７月、教育課程稀議会ば道徳教育の充実

について答申、文部省はこの答申によって「道徳

の指導資料」を作ったがＳそれに２つのテーマが

指示されている。愛国心のこと、宗教的情操のこ

とである。

○同年、中央教育審議会に対し､李荒木文相は、後期

中等教育の拡充につき諮問した。その結果できた

「期待すべき人間便」に、この愛国心とならんで

宗教的惰操が、とりあげられたしだい。

,そういうしたいなので、私はこの「期待される人間

像」の最終答申に、やはり宗教的情操のことが出てい

るのか、それとも削られたのではなかろうかと、注目

したわけである。さっそく深川教授に電話して、おた

ずねしたところ、削られていないとの返事であった。

私は、その第２部第１章の５においてそれを見出し

た。その全文は次の通りである－

「５，畏敬の念をもつこと

以上に述ぺてきたさまざまなことに対し、その根

底に人間として重要な１つのことがある。それは、

生命の根源に対して畏敬の念をもつことである。人

類愛とか人HN愛といわれるものもそれに基づくので

咽ある。

すべての宗栽的情操は、生命の根源に対する畏敬

の念に由来する。われわれＷ；《ずから自己の生命を

うんだのではない。われわれの生命の根源には父母

の生命があり、民族の生命があり、人類の生命があ

る。ここにいう生命とは、もとより単に肉体的な生

命だけをさすのではない。われわれには、粉神的な

生命がある。このような生命の根源すなわち聖なる

ものに対する畏敬の念が真の宗教的情操であり、人

間の尊厳と愛もそれに基づき、深い感識の念もそこ

からわき、瓦の幸雨もそれに基づく。

しかもそのことは、われわれに天地を通じて一貫

する道があることを自覚させ、われわれに人間とし

ての使命を悟らせる。その使命により、われわれは

真に自主独立の気魂をもつことができるのである｡！

以上のように、宗教的情操の陶治、禰養、というも

のは、昭和７年から昭和41年に至る34年の長きにわた

る歴史をもっている。お役所の仕事というものは、こ

のような歴史というか、「筋」の上に積象あげられる

ものである。それゆえ、いくら、亀井さんから攻撃さ

れても、頑張らざるを得ない。亀井さんが、いくら、

名評論家であり、公正なりっぱな評論をしても官僚の

城壁は固くて落ちないと、いいうるのかもしれない。
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ところで勺このjfi徳教育と道づれになった宗教､()情１１委員がいないこと、そして宗教家もなく、門少《下の

操の教育というものか、現場の学校において、いった成長を見守る医者も委員にはいっていないfi､に尖91ぬ
い、どＯよ『ラに卿Hされつつあるのだろうか？組よ念を抱くのでおる。

それを知ｳ左いと思った｡幸い､私ばく深川教授から
もらった次の資料によって勉強できた。 長かった序論を終わるにあたって
工○｢道徳教育における宗教的情操の指導」

これは深川恒喜、千葉博共編で明治図書、４０年，以一ＭFもって、本稿の序論を終わる。

１０月出版一～;：私は、ずいぶん、序論にウエイトをかけすぎたので

ｎＷ１１Ｉ()ｆＦＱ爪ｎＦｌｍＷＩの、木宗撒化ソダーの－１ｾﾞミはないかと圃寅するのであるが、自分と１ては、こ》し

ﾅｰﾙの齢ｈ…～が私のプロジェクトのプロセス(過程)なので、この
子のテーマは「宗戦的情操とは何か」といラムのｌＤｊｋ路を良いF｢ｉ難にしておかないと、本論である方法

である。』「；:ｈ；－論へのフミキリ、そして、ジャソプが思うように跳べ
〃｡..

Ｃ昭和･lOfF10月鴎-29口〈UWIl1の、木連合教育会余ないと思ったので、ご迷惑でもこんな長い助走路をひ

同人公の濁料。‘いたしだいてある。郡爽、原稿は何回も雷きなおした

そり､テーマは「櫛と雛育のIliI1約の１１１で、４鰍１Ｗ+,Ｉｉので、ひょっとすると同じことを２度も３度もfWいた

操の毅育はH尺して可能であるか！ので'ｋなかったかと、侭になっている。垢ｵIほど何｢､ｌ

というもＩＤで、秘'にれら1こ.にって、′Ｍ:榿佼、ｉｌ１Ａｊ4校ＭＩＩ化左や川二おしたのであった。

の撒買の１部において熱心な研究グループができてい

ｚ’二とを知った。そして、その研究に対して、深１Ｗ（‐要するに序論で述べた内容は、学校教育での、逆徳

授が適切な方1<i】づlナをしておられることを知ったので教育（iiiEiiilと戦後）および宗教の扱い方の諮問題につ

ある。…いての、私の史的管見である。

深川毅授(上司仏毅年院に生ま』し、束京大'､jAで宗撒･１２－この序論をご覧になっておわかクのように、学校穀

をWutさ札文部省にはいり長ｲ１２学校図ﾇﾄﾞ航の発述に子fは、祓令や制腰のため、いくたの制約をうけてい

～尽き}しﾅﾆ関係で．読秤脂専を介して宗教的慌操をWiiF嬬ろ。ことに特定の宗教による宗教教育は、宙公立の学

十忽という方法を立て２，脚二Ｊ11、私はひとつのrIi兜だ，技では絶対にできないのである。私立学校でも、その

〃と思うのである。Ｈを学1111に明泥しなかったらできない。教育と宗教と

その後、ｌY､は深１１１孜授から肱分Iwrしたほうがいいという明治以来の頭が現存して

「宗敬灼+iIi操頑饗の力箙」日本迎合教育会Nilいるｄ

ｗｌｌＭ１年ｕ月15日発庁非売品こうした空隙は、何によって満たされ、補わねばな

と、いうＭ６ページｏﾌﾄﾞ物をいただいた。この木によらないか？その１は家庭教育が分担し、その２は社

って、現1ｒＥ、高校において＄推進ざｵしつつあることを，公教育か袖航するほかないが、社会教育のすべてがそ

知ったのである。かつ、前ｌＷ４０年;10月の日木jｌｊＭｌｆの可能ｾ12をもつとはいいきｵしない。

ｆｌｉ会の研究テーマが、1カ年というI'細なかけて、二：しかるに、スカウティソグには、信仰心を養う可能
．．710．

ｉｂｒＭ:轄爽をみたことを槐編してあげたい笂に放つセ11がある／可能性があるだけでなく、可能にしたか

▲ｔ６ぶくユバ.ご;《，､ｻｿｺﾞったら､ｽｶｳﾃｨｿｸでなくなる11
ついて虻がら私は、ili央歓育稀雛会（｢'1敬審）の棚～ず「

成メソペーを知ること,鰯できた。２５堀の委員のカノrを…こういうと、「それは、キミの独断だぞ」と、いわ

～~ゑろとく元瑞よび現在の大学学長がＪＭ、大学教授とオLろがi(ルオしない。また「スカウティソグはスカウテ

舟審搬惣凝鰍島中学鵬小学校長､教iFiｲｿｸﾞ､宗敬は宗教だ｡それをｺﾞﾁｬﾏｾﾞにしてｗ・舟Ｈ

研究所長､(歎育委愚各1忽、新附放送関係各１%ケナイ」という人もあろう。このご意見は一応、ごも

ユリ鰯李藤忌鱗皇瀦鰯島二二へ二二雛毫薫ｉｉｆＷｗ朴宗たり？．．．．、

〆郎先生の名が設えるがそればボー>｢スカウト総長とだが､宗教心をもたなかつ;たらｽ:カウティソグは成．（い゛

ノールてではない．そこで私は、青少年団体としては1人立しない－と私は断定したい。この立論は次によっ
てその正しいことが立証できる。

Ｂｒ
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ｏベーデソ・パウエル卿は「ローバーリング・ツで、組織とか雛ｔとか、進歩課程とか、服制、バッジ
一・・リークセス」（ROverinlgtoSucce劇s）の111に、 などについてはさかんに研究討議がされてきたが「宗

叶無中１１論者はスカウトでないと、いい＝教｣に対する方針(ポルイ）とか取り扱い方、指導注

～:○！｢われわれは、神のチームのメソパーとして、ゲについての研究や討議は、あまりされていないようで

一人をするのだ」という意味のことを、何回となある。

；<薄いている。また、宗教について、あるいは、信仰心溺養につい

○「最後のメヅーヒージ｜を雌雄すると、メカ‘げイての円卓研究会､ないし、特別コースの設厭を期待ナ

ソグは神とともに在ることがわかる。るのである。

○英国ギルウェルの、特別コース‘`ＤｕｔｙＩ('（;o`１，， 私のまずい作文がそのための、捻て万となること左

のコーメのテキストに、：念ずる゜

ＳｃoutingderivesfromChristianity，ｆｏｒｉｔ－Ⅱ

sprangfromB-P，SChristiarMaith 大別して３つの方法を考える
IfScbuntingdoesnotleadt･CMstianityl

-orstrengthenouｔＣｈｒｉｓｔｉａｎＩａｉｔｈｉｔｉｓｎｏｔ ’私は、スカウトたちに明確なる信仰を持つよう奨励

trueSCouting．,…＞､:)する方法は、大別して３つあると思う。それは

（訳）スカウティソグは、キリスト教義から生ま‘’二一第１の方法－－｣～_

オした。それはペーデソ・パウエルの信仰から発穿~■L釦スカウトが家庭､i学校､:７社会から受ける信仰への

したからである。（'‘教育に、われわれが応援協力するという方法

もし、スカウティソグというものが、キリスト 第２の方法

教への導きとならなかったり、もしくはキリスト，宗教教団がする青少年へ'の教化活動腱、スカウト

教徒たる信仰心を強めなかったとするならば、そ’を「橋わたし」して宗教章をとらせたり、または

のスカウティソグは、ほんとうのスカウティングｌｉｆわれらの教育方針を教団に理解してもらいその協

ではない｡」 力を仰いで「橋わたし」の機会を作るという方法

○ローランド・フィリップヱは第３の方法

「スカウテイソグは、神より生まれ、神は、スカ スカウテインクのプログラムの全般を通じて、信

ウティグと共にいます｡」 仰への導きとし、信仰心をもった市民性を育てる

と、1916年フラソス縦線からの絶舗に⑳ぺてい という方法。すなわち、カリキュラムのすべてを

信仰への「接点」とするよう、指導者が配慮する。

これらは、クリスチャンとしての発言であるが、そ る。そうすることによって、その可能･注を達成で

の本旨はキリスト教にだけ限定されるものではない。きると考えるのである。
スカウティソグは、1924年８月の「コペソハーゲソの－いまｆそれを列挙すると￣
宣言」によって、世界のあらゆる宗教信徒にも門戸をｌちかいの理解を通じて

開いたので、スカウティソグは仏教でも回教でも、イ２おきての理解を通とて

ソド教でもモルモ払教でもユダヤ教でも、その教鑑と３標語の理解を通じて

矛盾撞藩しないこととされた。スカウティソグは、ホ ４主張の理解を通じて

トケと共にあるし、あるいは、アラーと共にある……～５か奉仕の意味を行動に移させて

といえるのである。（へ６ウツドクラフトを通じて
し○そうであるがゆえに、日連規約は「宗教」に対～７特'こ野営を通じて

しての規約として、第１４，１５，１６，１７，１８，１９、B特にハイクを通じて
．９夜話を通じて

それから、527の②、および706条を設けている。
１０営火を通じて

TrueScouting（ほんとうのスカウティソグ）とい
､くし１１ゲームを通じて

ラものは、そういうものなのである。
１２歌唱（音楽）を通じて

１３劇を通じて
そういう趣旨からして、われわれは、それらの規約

１４スカウト体操を通じて
について、よく、，焼討義する必要があろう。これを

１５セレモニーを通じて
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１６スカウツ・オウンを通じて

１７宗教章を通じて
0、

１８進歩課目を通じて

１９特に技能章課目を通じて

別班制度を通じて

２１世界スカウティソグという理念や、ジャンボリ

ーを通じて

２２災害救助活動を通じて

２３開拓訓練活動を通じて

２４資源愛趣活動を通じて

２５ハンディキャップド・スカウトへの友情を通じ
て

２６慰問活動を通じて

２７社交活動を通じて

などが、あげられる。私は、これら、一つ一つについ

て、私の思うところを述べたいと思う。

年少スカウトにおいては、信仰問題はむずかしいの

で別の稿にゆずりたい。

以上のように列記するうちに私は、逆に、プログラ

ムの全体は、信仰への「接点」として、最初から企画

されたもＣのように思われ、プログラムの本当の意味

がわかってきたように思われてならない。そして、５８

年の長きにわたって私があるいて来たスカウティソグ

の巨大な森の中に、一道の光明を見出したような気が

してならない。

践ｌ１ｊ)行」により､法（だには理）の段は「精究教Eu」

にこりてかなえられ、道の段が「道心堅固」にあたる

と痔える。

それゆえ、スカウティングは、「道」すなわち「侭ミ

仰1の体i職で行かないとTrueにならないと思うの

である。

1910年ころ、スカウテイソグは、フランスに移入さ

れた。鱈い神父たちが隊長になった。そしてすべての

プログラムを信仰への郵入へと進めたので、カトリッ

クの主服部は、スカウティソグを「新カトリック」だ

ろうか？と怪しゑ、ペーデソ・パウエルに「あなﾌﾞこは

新しい宗教をたてるのか？」と、たずねた。するとペ

ーデソ・パウエル卿は「ノー」と答えたので、彼らは

安心したという謡カルイノルズの雷いたものに出てい

る。

スヵウティソグは、毛れ自体が宗教ではない。スカ

ウト教一ではないのである。むしろ、どんな形の宗

教に対しても、それへの入信を助けるものだ、という

のが、ペーデソ・パウエル卿の、その時の回答であっ

た。すなわち信仰への媒体または接点だといえよう。…

けれども、それは媒体たることを果すだけに終わらな

い。スカウティソグそのものにも花は咲かねばならな

いし、その花は香りを発しなければならない。そうで

なかったら、次から次へとこの世に生まれてくる少年

たちを、ひきつける魅力が絶えるからである……。私

は宗孜というものがこの世に存在する限り、スカウテ

ィソグは存続すると思うし、また、Ｔｒｕｅスカウティ

ソグが存続する限り宗戦は活きると考える。主こと、

「スカウテイソグは、神とともに在り」「神はスカウ

ティソグとともにいます」……。（これは、ローラン

ド・フィリップのことば）

私は、スカウティソグというものは、脳なる社会教

育や市民教育ではなく、時空的に広大なるナニカ

（Somcthing）であるという考えになった。家庭教

育、学校教育、社会教育、そして宗教教育に対しても

プラスアルファーになるものだと思う。すべてに対し

てプラスアルファー･……･･自己に対しても。

第１の方法について

私は指導者になるまでも、指導者になってからも長

年、スカウト技術の修熟に励んだ。特に野外活動や信

号、読地閃、ゲーム、歌'１{1は、１Wし意だった。隊長のⅡｉ

化二;脚IiiUになって識習会にも出た。爽修所の所長にな

って「先生！あつかいされると、もう、１人前になっ

たような気になった。だが、それは技術の面だけのこ

とにすぎなかった。「技」または「術」から次の段階

の「法｜打二は「理」、いいかえれば「価倣」の発見

には、主だ達していなかった。幸いにも、ベーデソ・

パウエル卿の博:評、数菰の翻訳をひきうけて私は、原

Fｕ（注、理）に、少しばかり眼がひらいた。ところ

が、原HIlは変らないとしても、「法」は時代によって

変わる。そうなると、いま１つ上の段階を発見せねば

ならぬ。

造れ〈上「道ｊの段階で、これＩ土「偏仰」を伴わなけ

れば到遊できない－と、気づいたのである。

私は、わが阿実修所の開山だった故佐野常羽先生の
ＬﾍマZAPじ

いｵﾌｵした「滴規三事」（生活の規範……ljli宗用語）を

次のように解釈する。すなわち、技（術）の段は「実

スカウトの家庭や学校～および彼の社会生活から受

ける僧{几についての教育に、われわれスカウターが、

応援や協働をする．という方法一については、ここ

にくわしく説明する必要はなかろう。けれども、スカ

ウトの選ぶ宗派がスカウターが信奉する宗教と一致し

ないような場合、その応援や協働を惜しんだり、こぱ
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：んたりするような場合が考えられる。茜た、スカウタ

ーの信ずる宗教にひき入れるような強要も考えられ

る。悪くすれば侭せっかく芽ばえた信仰心を、つゑと

るような場合も考えられる。スカウクーとしては、ス

カウト本人の意思を鏑１に尊重せねばならない。それ

}は、家の信教と、≦本人の信教とが異なるケースもある

′から……。(ﾘ]論の末期、クリスチャソを志した少年

を、かんどう（親子の縁を切る）した仏教徒の親がい

く人もあった。これは愈法にいう、信仰の自由に違反

する。しかし、そのスカウトの親とも蕊よく話あって

きめることも大切であろう。はなしあい－は民主主

義の通則なのだから……。歯た、そのスカウトの師と

：なる聖職者にも会って、たのむという心くばりも必要

ｉである。この、いわゆる宗教家への「橋わたし」につ

いては次の項で述べたい。

第２の方法1こつ､､て

宗教教団は魁少数の例外をのぞいて、行少年に対す

る教化活動をしているはずである。その教化活動には

いろいろあろうが、その活動の一環としてスカウト団

を育成している例が多い。われわれのあずかっている

スカウトが、そうした団に所属しているならば、わり

あい「橘わたし_|は、容易であろう。しかし、その宗

教教団が、スカウティソグというものを理解していな

かったり、行成組織を作っていない場合、宗教家への

「機わたし」は、たいへん困難である。

われわれは、すべての宗教団体（教団）の当局にメ

カウティソグを理解していただきたいし、団を育成し

てもらいたいのである。これはリーダー個人の力でi震

することはむずかしい。では、どうすればいいのか？

この問題はしばらくおあずけとしよう。

ここで、とりあえず考えてふるべきことは、規約１６

条に示すところの、いわゆるクローズ（close）の団

の場合と、１７条に示しているオープン（open）の団に

:おける「橋わたし」のしかたの相異である。それにつ

;いて大ざっぱではあるが、一応ふれてゑたい－

ｉｏＣｌｏｓｅの場合

！これは全員が同一の教派（宗派）の人々で組織さ

-れている団であるから、その育成会員または団委

ｉ員の中に、１人か２人の教没者がいるものと予想
Ⅱできる。または教会とか社寺が育成するとゑるな

らば、おたら<その団は､Tその教団の教化活動の

_あらわれなのだから、聖職者への「橋わたし」

は、きわめて容易であろう。もし、万が一にも、

‐そのスカウト本人から、他の教派の教義のほうに

移りたいという希望が出た場合、彼をだれに橋わ

たしすればいいのか、という問題が起こるだけで

ある。そうした場合、本人自身も自分で師家を探

すであろうが、リーダーはその子の親とも協力し

て本人の希望を助けること。幸い探し求められた

なら、その師家に、たのんであげるという心がけ

が必要であろう。

さて、いまここでいう「橘わたし」というの

は、さしずめ宗教章を目標としての教えをおれが

いするという手続きをさす。幸いにもその団にチ

ャプレソ（団付の牧師）に該当するような人がい

れば、その人にスカウトを托せぱよろい､ｏ

ｏＯｐｅ１ｎの場合

これは団が各顧の宗教宗派庭属するスカウト（そ

の中には、どれにも未所風な者もいる）で組まれ

ている場合をさす。この種の団のほうが、実際多

いと思われる。

このオープンの団にも、二種あると考えられる。

（ａ）実は、宗教教団が育成しているのではある

が、自教派の信徒（またはその子供）に限定し

ないで、他教の者も、無所属の子供にも入団の

門戸を開く（オープンする）ものが、これであ

る。

その隊長は、たぶん、僧職だろう．

（ｂ）宗教教団の育成ではなく、成人たちの任意

のグループが、育成会を作って育成している団

で、宗教というものに制約されない一般の団・

そのなかには宗教家がリーダーになっているも

のもあるし、1人も宗教家のいないのもある。

，人でも、リーダー陣に宗教家がいるなら

ば、そしてそのリーダーの属する教派の信阿に

ふれたいというスカウトが１人でもいるならば

その分だけの「橋わたし」は可能である。

ところがリーダー陣に１人も宗教家がいない

場合は、「明確なる信仰を侍」たせることの奨

励は、きわめて困難である。そのため、団委員

会も団会議も、規約第14条の方針をだまって見

送るという結果になりかねない。

仮りにスカウトが30人いるとする。その１人

，人が、別為の教派への「橋わたし」を求めた

とするならば、リーダーたちは、それぞれの師

家（宗教家）をさがし出すことになり、それは.

おそらく不可能だろう。

Bれを要するに、オープソの場合は、（瓢)・(b)の両ケこれを要するに、オープソの場合は、

－スを合わせて問題は多いわけである。
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」特にＭ３)の場合の隊長がある特定宗派の宗教家であ

ったとき…外部の無責任な傍観者どもは、あの隊長

は自教の宣伝に隊を作っているとかず隊員全体に自教

を強要しているとか、なんとか悪意の宣伝をしかれな

い゜だからｆそういうことを予見して、誤解を招かな

いよう慎重であるとともに、他面、寛容と勇気をもっ

て、スカウトが、自分の欲する敷派に向かうことがで

きるように、めんどう:この上もなかろうが、ていねい

に「橋わたし１Nむしてあげるよう努力していただきた

いのであるＣｌへ～

張ﾅﾐラソテイアーのリーダーに、そんなめんどうなこ

とができるか一と、いわれるにちがいない。そうで

あるならば、団委園の中か、育成会員の中に、しかる

ぺき宗教家を何人か加えておき、そうしたりつばな分

野において、奉仕していただくようたのむとよい。さ

ぞかしぐご本人も喜んで引きうけてくださるにちがい

ないと思う。それは宗教家のｄｕｔｙだから………。

団がいまいうような点で苦しんで途方にくれている

なら、小地区あるいは地区のレベルにおいて、できる

だけ地元で多くの各教瞳各宗の寺院゛教会それに神社

の協力を得ておき、スカウトの宗教教育をひきうけて

もらっておくならば､「橋わたし］作業に一道の光明

を見出すだろうと思う．

けれども１特定の教派だけにしぼることは規約第１５

条の趣旨に反する。それは､1924年のコペンハーゲン

の宣言文にいうところの趣旨にも通じている。

さらに、県連盟事務局が、その県下の適切な社寺教

会の一覧五を作って各団に頒布しておき、そこの型職

者に、いつ、なんどきでも、リーダーからの「橋わた

し」に応じてくれるよう契約（？）しておくならば、

宗教章を望むスカウトは、ハイキングのコースをそこ

に向け、時に１i日して法話に接十z,機会もつかむであ

ろう。特に、シェフ一．ローパーにとって、そうあり

たい。パイオニアリングだけがシニアー・ローバーの

プログラムではないのだから、一考をのそむしだいで

ある。われわれば､こういう点で、たちおくれていた。

スカウトたちに、.たいへん、すまなかったと思う。

出すことになるのであるが、それは別冊の書物になる

ほどの大仕事である。そうなると、本誌の１年分の連

載をもってしても、いいつくせるかどうか怪しい。仮

に、それが連較ものという形でできたにせよ、読者各

位にとっては、たいへん、談ZLづらいものになりかね

ないだろう、それゆえ、連戦物にふさわしいようまと

めることにしたい。いまひとつ問題がある。それは私

見一ということについてである。

たとえば、，`ちかい'’@､おきて，，の理解を通じて、

信仰への接点を考えろ－という部分などは、いちば

ん、重要な部分であるが、そのためには、、`ちかい,，

．､おきて'，についての、公式の義解というものが日連

から出ていることが先決問題となろう。しかるに、そ

れがまだ出ていないのである。そうなると、私が私見

という形で一応の義解を試染なければならぬ。それは

まことに、おこがましいしたいであるが、この穂を進

めて行く上でやむをえないのである。

しそそし、義解なるものは、分析のしかた、価値判

断、そして価値づけ、しかるのちに表現のしかた、と
_8．~-

いう段どりになるのであるが、これは、分析して筆を

とる人によって、千差万別であろう。そこで、志のあ

る者がなんにんか染まって、所見を出し合い、討識に

討議をかさねて．それをまとめるという方法が、いち

ばん無難である。私は、この方法に従って公式の義解

か出されるよう希望している。実はそれを待ってから

鎌をとりたかったのである。けれども、それには、多

くの時間、少なくとも１年はかかるだろう。ことによ

ると２年かかるかもしれぬ。そう考えると、私は、た

まらなくなる。なぜか？私は、その公式義解が出され

るのを待ってから筆をとるには、あまりにも年をとり

すぎたと思う。笑わないでください。白状させてもら

えるならば、私はすでに左眼を失明している。失明を

まぬがれた右眼は弱視で、いつ失明するかもしれな

い。それだけでばない。肝臓と癒着した持病の動脈瘤

は、いつなんどき破裂するかわからない。そうした状

況においては､いのちのあるあいだに、自分の生んだ

ものを書きとめておきたいという妄執がおこる妄執は

無明の1種で《明確なる信仰をもつ者のさけるべきも

のであるが、私にはまだその境地がひらけていない。

それで、やむなく私見の義解をさせてもらし(ｄその見

解の上に信仰への接点をさぐり出すことを決意したの

である。どうか許していただきたい。．
.●●．

私見とし、うものの特権は、忌揮なき批判が受けられ

るということにある。私は喜んで、各位のご批判をい

ただきたい。私は、それぐらいの勇気ぼもっているつ＿

このように、第２の方法については、今後研究すべ

き課題力:たくさんあるロ

次は､:露3の方法であるが〈先にあげたように、こ
れはい費ともにスカウテイソグの本質そのものにふれ

るので、いよいよＬって、おおごとである。

前掲の瞥芝<、私固6､これについて、２５の細目をあ

げた。その１つ１つにjつt〈てご信仰へbb竺｢接点」を見,:イ

゛？､ﾜー
.－』.－

－２２－．
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もり。勇気というものと謙虚というものとは矛盾しな

いと考えて、繁を進めることにする。

なお、次稿から､Ｉ類の細目の見出し〔ヘッディソ

グ）を抽出し特記市ろ。ことにするこれは読者諸賢Iご

便利だろうと考えたからである。

～なる。duVとぱ､神、仏へ越埜はことである。
｡．［

○以上の解明にもとづいた意味での「公民」で６lbるな

らば､絶対者(神または仏)に誠を尽ﾅことばも迫る
ん、国にも誠を尽すよう、自分をあらしめるにちが

いない。

○だから〃おきて〃すなわち「あらしめる」道を守る

にちがいない。ここにいう〃おきて〃とは､スカウ

トのおきてのことである。法律とか国法のことでは

ない。国法を守ることは国への誠にふくまれる。

Ｏ「いつも他の人々を援けます」

これは、神、仏のはたらきに基本的な人間（スカウ

ト）が、神や仏のチームの１貝となってはたらく、

、（ゲームする）という意味である。これを単に道徳

的教育の面での糸解説するならば、神仏不在の解明

となってしまう.人間にも他の人間を援けることが

できるのだという可能性をあらわしている。幼い子

どもでも､人を助けることができると知らせて､自分

の可能性を発見させることがたいせつである。それ

は絶対者と人間との関連を、ますます深めること

となる○

○「体を強くし、心をすこやかに徳を養います」

これは、神、仏への誠の尽し方だといえる。宇宙エ

ネルギーを分与された人間の中でも花木的な人間と

いうものは、そのめぐゑに答えなければならない。

スヵゥティソグのプログラムのすぺては、ここから

発する。身体も心も天与のものであるから、それを

こわさず発育させる。そして、自分だけの幸福を考

えず、他の人たちへの幸福をはかる。それを東洋の

ことばで「徳」という。これは、自分と他人を区別

するような相対観の世界ではできないことである。

自分とか他人とかいう差別を越えた絶対観に立たな

ければそういう気になれないｄ

ｏそうした絶対観ば、絶対者（神、仏）との関連を結

んだ基本的な人間でなければ生まれるはずはないの

である。

｢第３の方法」

１〃ちかい〃の理解を通じて

〃ちかい〃の意義

ｏ「醤」という漢字を用いないのはつぎの理由からと

；考える。

○〃ちかい〃は〃ちかひ"の音便である。

Ｏひとは、漢字「霊」である。神秘なる宇宙エネルギ

ーである。生命力の根源である。それをひとよんだ

のは古神道で、それをインドでは梵（Brahman）と

いい、儒教は天といい、キリスト教は聖霊という。

英語Soul（生気）に通じる。これが人体に宿ると

spiritとなる｡〃たましひ〃（魂）に相当する。〃ちか

い〃は〃ひ〃にちかづくと解す。

○ひ（霊Ｄは、日および火に通じる。エネルギーであ

る。

○々ちかい〃は、「あるべきところ」をさす。あるべ

きところ－とは「真理」であり、ザイソ（sei､）

である。哲学でいう「実在」である。これに対し、

〃おきて〃のほうは、「あらしめる」すなわち、ゾ

ルレソ（sollen）･哲学でいう「現象」である。
ｊ、

あるぺぎどころに、あらしめることである。
--●－－－｡．￣Ｃ

Ｏそれゆえ､Ｍﾉら汎Fwとは､繊寸者(神､仏)とCD
関連を人間（スカウト）がむすぶことである。（む

すぶ、という日本語は、むすびの動詞でびはひ(霊）

の音便）
：-.゜.･･･・・二ケ｡~

Ｏ「;色対者との関連において人間は人間である」と、
0.0■｡q点

し､ったのは、カントだと記憶する。これは－絶対

者（神、仏）との関連を結ばない人間は、まだ基本

的な人間とはいえない､…という意味に解されろ｡…

ｏ基本的な人間とは「公民」である。元来、基本的人

権というものは基本的な人間（公民）にのゑ与えら

れるものであってず，神や仏を無視するような「無

明｣な者には与えそはならぬ､それは危険であると
岡潔博士はいうも彼らぱduty(義務）を行なわず権

利の象を主張するから公民とはならぬということに

だれに、ちかうか？

○まず、自分は、神または仏（絶対者）との関連奪鮒

ぷのだ－ということを自分自身にちかう。すなオフ
ｏｎ`･

ち自発活動への点火である。だから冒頭に「私は」
．……？

とハッギリいう。（合唱するものでI士ない）

○つぎに、関連を結ぼうと学ろ絶対者ざ神または仏に吟
‘．。～．；．．．

向かって「私は」関連を結びますよ￣一とちかう３

○第３義的には、自分と同じように絶対者との関連を

－羽一



結んでいる仲間（スカウトやリーダー）に、私も関

連を結びますと、約束する（人間同士だから約束で

よろしい）。

○以上でわかるように〃ちかい〃は絶対者との関迎を

緒ぷことに意溌があるので、その意義を深めること

が信仰の生活である。

○すなわち〃おきて〃の全条目は、信仰心のあらわれ

方であると見るべきで、道徳律と承るべきではなか

ろう。この点、とくと、再考の要あらん……。

○誠実、忠節、人の力になる、友誼に厚い、礼儀正し

い、親切、従順、快活、質素、勇敢、純潔、謙虚と

いう12の行動は、それが人間対人間のあいだにおけ’

ろ関係（humanreIation）、つまり相対的な世界で

のルール（道徳律）でもあろうが、シニアー、ロー

ペーの段階では、これをさらに高めて、信仰心の発

露による行動だという自覚に達しなければならな

い。相対世界（道徳世界）のルールであるとのZA考

えていたのではまだ自分がいたらなかったので、絶

対者との関連を綾んだ道擢以上のルールなのだ￣

という発見を自覚してこそシニアーであり、ローパ

ーといえよう。～

○宗教的な自覚、価値観の革命、信仰心の燃えあが

り、それへの点火というものは、早い人もありおそ

い人もある。老少不定である。一生かかっても芽生

えない人もあるし６迷信に陥る者もある。私は、ス

カウトになったということは、入信の擬会に恵まれ

たと５kるので、その意味で〃おきて〃がそれに役立

つことを疑わないｄ

ｏリーダーが、万一、〃おきて〃を相対的道徳律の次

元の程度にしか理解していなかったとするならば、

規約第14条にいう「明確なる信仰を持つことを奨励

する」こともできないし、それの展開としての７０６

条にかかげる宗教章の指導についてもこれを見送る

ほかなかろう。

Ｏ〃おきて〃は、神または仏のチームのするゲームの

ゾレールだと考える見方もなりたつ。そう考えた場

合、このルールを守らないことは、神、仏に誠を尽

くさないこととなる。こういう解明のしかたは、初

級、２級のスカウトにも通じるのではなかろうか…

・・・ｏ

○おきて12の厨Ｉ文に

「スカウトは信仰の心をあつくしてそのつとめに

励む。しかも謙譲の心を失わず、他人の信仰や風

俗を軽んじない」

とあるように信仰心というものは、スカウテイソグ

と別なものではない。異物ではないのである。

Ｏわれわれは、今まで、スカウティソグと宗教とをき

りはなして関連のないものだと考えていたようであ

る。そのフミチガイ（踏梁違い）は、この'おき

て〃の解き方の不じゅうぶんから発足したらしい。

Ｏそこでリーダーがスカウトたちに〃おきて〃の説明

あつかい方

○このように見ていくと、競技大会における選手代表

の宣誓だの、入校式のさいの宣誓だのとは、たいへ

んなちがいである。１種の入信式と考えられる。す

くなくとも、これによって人間が変わらなければな

らない。基本的な人間に'

○「ちかい」の式は、中世の準騎士（squire）が正騎

士（Imight）の身分に身分入りをするときの叙任式

（investiture）の形をとってペーデソ･パウエルが

創案した。それはカトリック系の司祭によってとり

おこなわれた歴史がある。スカウトは騎士の復活だ

と考えられたのである。

○騎士をもって基本的な人間の１例だと、ペ卿は暗示

したのだと考える。こういう由来（原義）をわれわ

れはよく見きわめて「ちかい」の式のやり方を改め

る必要がありそうに思う。

（付言〃ちかい〃についてのくわしい義解は他日ご

覧にいれるつもりである。私の解釈に誤りがあった

らご指欄ください。）

２〃おきて〃の理解を通じて

おきての意義

○おきて－と仮名で書いたのには少なくとも２つの

理由がある。それは〃ちかい〃と仮名で書くのと同

じように和訓を選んだのである。いまひとつ、漢字

「徒」は他律的で命令的である。それに反して〃お

きて〃は目１１t的、自発活動である。「してはならな

い」という禁止的な表現はとらず、「する」「であ

る」という自律的硫極的行動の表現によった。

○和訓「おきて」は、「心のおきどころ」の意味であ

る。〃て〃は、行手の手と同じように方向をあらわ

す。ゾルレソする方向、つまりそれはザイソを目ざ

すという方向である。だからちかいへ指向する。

○それゆえ、〃おきて〃の全文はちかいと一体であら

ねばならぬ。（－体であらしめねばならぬ）

－２４－



‘左するとき、自分の頭の中に、これは神または仏と

‘の関連においての、誠の尽し方であるということを

『砿認しておく必要があろう。とはいえ、あまりにも

ｉこじつけて、木に竹をつぐような説明をしてはなる

；まい。それはむしろ逆効果になろう。

Ｃ説明は、きわめて自然に、感動をよびおこす形をと

Ｉろがよかろう。たとえば、森の屯営火の夜話に託

してする。営火や夜話を通じてのしかたについては

後述する。

ひとつの方法

○スカウトというものは、信頼にあたし､することを名

‘誉とする。信頼されるということは責任をまかすこ

とができる男であり、誠実な男である。そうした信

頼を裏切らないことが「そなえよ、つねに」の本意

だろう。

.○そう考えると、これは、〃おきて〃第１に対応して

：いる。

○けれども第１だけでなく、〃おきて〃全12か条にも

対応する。

○その〃おきて〃は〃ちかい〃に対応し、〃ちかい〃

は、「絶対者との関連において人間は人間である」

という考え方に対応するので「そなえエつねに」

は、神または仏に誠を尽すことに関連がある。

○そして、そのつぎには、国に誠を尽くすことに関連

がある。

○そこで、鰻教家に、この標語を見せたら、宗教家ば

これを宗教的にどう解明するだろうか？

○そ鋤､らさざは、宗教教育漣なるから「橋わたし」

後●教育と韮る｡私の想像だが､かりにその宗教家力：

浄土真宗の僧侶だったら｢平生業成」（へいぜいどう

じよう）というサトリに結びつけてお話をするだろ

う……。

○そうなると、シニアーやローパーは、１人のこらず

宗教家に、リーダーから「橋おたし」をしてもらう

のが、あるぺぎ姿のように寸私は思うのであるが、

いかが？

○少年スカウトは、ｊＭ：が歌な、そこ主で行けない。

まだ若いから。そこで、き糸は、スカウトと､もう、

人から信頼される男である。その信頼をうらぎらな

}､よう、スカウトという「正札」（しようふだ）

どおり、その正価どおりのねうちを落さないよう←

「つねにそなえる」のだと説き÷そして信頼がなか

ったら、きゑi武そして人間は、いったい、どうな

ると思うか？と考えさせる。彼の考え方は､いつ

の日仁か絶対者との関連にと展開するであろう…。

,○いちばん、わかりやすくいうならば「いつも、いつ

もスカウトだ」ということである。

○「スカウトだ」ということは、神や仏と関連を結ん

でいるということ。神や仏と、いつも、いっしょに

いるということ。神のチーム、仏のチームのメンバ

ーだということ。悪魔のチームにははいらないとい

うこと。

○中国（台湾）童子軍の標語は「智に露」であるこれ

３標語の理解を通じて

標語の意義

ｃ標語「そなえつねにｊ－は、往々、非常時に備え

る心がまえだというふうに解かれた。鎌倉時代の武

！±が「いざ鎌倉に事起りなぱ、錆ぴたりともこの槍

筐ひつきげ、やせたツともこの鶏に乗って馳せ参じ

……」という心慧気（銭野源左衛門常徴を主人公と

した議識「鉢心太」にある）を、合憲蕊とした『い

ざ鎌倉ｊという諺あの亜流に解されたものぞあつ

；た。すなわち「さあこい／」（準備ずみだぞ」とい

う説明を、私自身もスカウトにした記憶がある。

ｏ私はそういう解釈だけを、まちがいだとは考えな

い。けれども非常時のためだけにスカウティソグが

ある、とは考えない。平和の斥候であるスカウトに

とって、むしろ、平時における「そなえよつれに」

のほうが大事だろう。

○それについても、いろいろのケースがある。火災だ

の風水害だの交通事故だの、霞災だのという災害、

ナダレ、土砂くずれ、生き埋め、急病というように

天災と人災がある。

○また、日☆の善行をするチャソスは、いつでも、ど

こにでもあるが、そういう機会を見のがすようでは

観察力が備わっていないともいえる。「つねに観

察」というように解される。

Ｏせっかく、その場に到着しても人工呼吸という技能

に習熟していなかったら溺者は救えない。それは技

能が備わっていない。「技能をつねに」とも解され

’るＣ

Ｏこのように、「そなえよつれに」ということばはス

カウトに、いろいろのケースについて考えるようゆ

だん（油断）のないことを示している。

一Ｚ５－



ば「智にそなえ、仁にそなえ函にそなえよ」という

意味だと思う。馬教的である。

である。善という車がとおったあとには、車のワダ

チのアトも残らない（善行無轍述）という有名な語

を記している。

これと同じことをインドのガソジーもいった。彼

によると、「心身ともに清い者だけが、真の善行を

し得る」と。これは人間の作為の善を偽善だとした

のである。

。このように思いめぐらしてjIAると、何が真の善なの

か、という哲学上の問題にぶつかる。西田幾多郎博

士の名著「善の研究」を、ローパーたちは読んだこ

とがあるだろうか？

○けれども、スカウティングは哲学ではない。ゲームコミ

であり、教育であるから、これは善だという推理判

断をして、その善というものを「実行することによ：

って学ぶ」（LearningbyDoing）というプロジェ

クトとしての段階でまけておく。「主張」の示す意…

味はこれである。

○平易にいうなら、毎日毎日、善行こつこをする､と

いうこと。〔ゲーム）

○けれども、善行をするそのこと自体に目的があるの

ではない。それを介して公民住を養うのが目的であ
ｃ；Hｇ桑･

･･･W、づ

るから､善行ごっこはその意味で方法だとし､えよう。

Ｏさらに追求してゆくと、善行をすることは、神や仏

への関連を密にすることにつながる。すなわち、絶

対者から受けた恵永に対する謝恩ということにな

り、話はまた元にもどるのである。

Ｏまたの考えとして￣￣神や仏は、あまねくこの大宇

宙にむけて善行を日々、されておる。そういうチー

ムに自分も加入して善行をする。このチームは毎日

試合をする、休日なしてある。だから、日々の善

行’

○教派によっては、神のする善行を人1BMがおてつだい

する－というように説く。

○これらは、カブむきの、ときあかしになりそうだ。

○これは〃ちかい〃の第２、〃おきて〃の第３につな

がる。あるリーダーがいうのに－「いつも他の人

々を援けます」と「人の力になる」とは同じではな

し､力､？同じことを２度いうのはおかしい－と。

私はそれにこう答えた。いかにも、同じことをいっ

ている。だが、前のは「あるべきところ」を示し、

あとの方は､それに「あらしめる」ことを示したの

だから、おかしくない、と。

○さて－－宗教家は、善というものを、どうスカウト

に説明するだろうか？これも「橋わたし」後の教

育に属するから、「橋わたし」以前のスヵウティン

４主張の理解を通じて

主張の意義

○英語「スローガン」（slogan）を「主張」といいな

おしたのである。sloganとはもともと、スコット

ラソド人の「とぎのこえ」だという。声をはりあげ

て、自分らの態度を、いいふらすの意味。つまり主

張である。これは、標語と似ている。辞書にはモッ

トー、標語という訳語も出ている。

○「日々の善行」という主張は英国の〃Dailygood
turn〃と同じ内容である。

ogoodtu｢、という英語は、ペーデソ・パウエルの発

明のようである（レイノルズの著書による）。それ

で、その当時、人をほこの妙な英語をひやかしたそ

うであるげ毎日毎日トソポカエリをするのか－

と。：:．

○turn（ターン）は、水泳選手がプールの、折りかえ

しのとぎ、トソポカエリするあれである。

○それを日本で「善行」と、よ歌かえたのは、ターン

を「おかえし」と解釈したことによる。つまり、恩

′がたしである６
○天地、神仏の恵永に対しての恩がえしで、それは善

行によってなされる、という思想である。

○遊徳の面でも、報恩、謝恩は、説かれる。その場合

それは、シナの思想、つまり厨教の哲学がその基本
｡Ｗ

であり、中１１や仏を対象とせずに人間同志のあいだの

恩Jll;えし、ということに多く用いられた。すなわち

～君恩に対する忠．親の恩に対する孝がそれである。

○天の恩、地の恩という思想は、むしろインドの思想

…で－それがシナ腱伝わり、日本にも伝わったのだ

が、日本には、それ以前から天恩、地恩という思想

はあった。そのことは慶耕の祭祀にあらわれてい

る。マツリはそれである。それについては次項の

「奉仕」のところで、くわしく述べる。

ｏこの即の善行は－F一日一善」ともいわれた。一

善と制限したわけではない。口調がおもしろいので

－善といった6…羊いくご

○自分が自分のはからいで、これは善だからしてやろ
､ＣＵ－､０－

うと:いつで、意識じhk二り計画したりしてした善は、

ほんとうの善ではない。といったのは、シナの孟子

一忽６－



○また、少年隊長、あるいは年少隊長が、シニアーや

ローパーに原隊奉仕をたのむ。彼らのなかには、隊

付だの副長補だの、デソチーフという奉仕分野とし

ての登録を完了している者と、そうでなくて臨時に

野営とかハイクの応援に出動奉仕をたのまれる者と

がある。そうなると奉仕についての任務上の限界が
-･c｡Ｉ？ｧ

あいまいになる。ある限界を越えると(Ｍ人の限界

内に立入りでしゃばるという例もある。そこに衝突

・を生じシコリを残す｡これは隊長の指示が悪いこと

からおきる。その結果、彼らは奉仕をいやがる。

○隊長によっては、それら奉仕スカウトに隊長のすぺ

きめんどうな仕事の全部をさせたり、彼らにオソプ

しなかったら満足な隊運営〔指導）のできない人も

いる。

○そのことは、奉仕の美名のもとに酷使するのではな

いかという疑念を奉仕者に抱かせる。

○シニアーのある者は、本来のシニアー課程を満足に

履修しないで原隊奉仕だけにシニアーたる存在を保

っているのがいる。彼らは、奉仕の臆うが忙しくて

菊にも隼にも進級できないとこぼす。

○ローパ言〒にあっては、奉仕奉仕と奉仕ばかりに追わ

れてローパーリングの修行ができないと訴える。そ

してローパーリソグと奉仕とは別なものだというよ

うなことさえロにする‘はなはだしいのは、奉仕を

すると狐だ、ともいう。…

○原隊に奉仕することは、将来父親になって子どもを

教育するときの勉強になるということが「ローパー

リング・ツー・サクセス」に書いてある。「父性の

教汀」なのである。故に原隊奉仕はローベーリング

の正課であって、余分のものではない、ということ
.．’ノ

を峨存Ｗ筵。｣？
○以上のことlk、奉仕を仕卵(job)だとゑる点から来

る認識不足ではなかろうか？認識不足は、リーダ

ーの側にもスカウトの側にもある。さしてや、奉仕

を申し込んでくる雛３者（スカウト部外者）におい

てはひどい。

○そこで､私は｢奉仕とは何か?」というテーマで、
シニアーやローペーたちに、討議させ、その木質を

つかませる必要があると思う。

グを担当する私はこれにふれないておこう。

ｏおわりに－「感謝の念」から発しなかったら、し

た行為の死は善行に承えても善行とはいえないだろ
うＣ

Ｏいまひとつ－善行は仕事（job）てはない.し､や

いやながらするものではない｡おもしろくてたまら

ないからするものでありたい。（game>承たいに。

ｏ日々の善行は、おかだしであるから、その上、お礼

をもらってはならぬ（アルパイトと混同しない）。

ｏほんとうはご入間が意識しないで空気（酸素）を呼
吸しているように、無意識でする善行になりたい。

打算的の善行でなく、取り引きを考えての善行でな
・Ｆ１

<…。いのちそのままの善行に。ひ;〔宇宙霊、宇宙
生命力）につながった善行に｡

'ｏある人たちが､している「親切運動｣のようなもの
で満足してはならない、と考える。

忽
〆だ
．
／

’趣囲ツー…:－－

５．奉仕の意味を行動に移させて

奉仕の意味不明からくる現象。

○奉仕ということは、スカウティソグの大きな口的で

あるが、その意義についての分析がじゅうぶんでな

く、その指導に原理が伴わねばならないのではある

まいか？

○リーダーの多くは、奉仕を道徳的な美徳だと説き、

奉仕はわれわれの責務であるから、しなければなら
,‐；'~'

ぬと、あたかも、ノルマである力､のように、おしつ

けるきらいがありそうである。

○カブや、少年スカウトの低年令者は、それに服従し

｝ごワ納得するだろうが、シニアー・ローペーの年令

になると疑問をもってくる。

Ｏたとえば、行事への奉仕の場合、自変で奉仕に出向

く６しかるに、交通費をもらったり、弁当を出され

たワするならば、これは、アルバイトと、どうちが

うのか？という疑問をもつ。

←Jii

罰屡仕とは宗教用語である

○漢語「奉仕」は、和訓1Fつかえまつる」である「つ

力､えまつる」の「まつる」は「祭る」であり「つか

え」は、神や仏に「つかえる」ことを意味する。人

I･･ご’み，－１.P.」
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点について根本的な思索が必要ではなかろうか。

○邪心、打算は奉仕に禁物であろう６ところが万事に

合理性を求める若い世代の人舜のあいだには、非打

算は合理的でないという思想が強い。だから合理的

に納得できないような奉仕はしないのである。

○ここにおいてか、新らしい世界観が彼らの胸にあら

われてこなかった奉仕はありえないことになる。

「信仰」と名づける小舟に乗って「打算海」をのり

こえなかったら、この境地には到達できまい。

○価値観を変える必要がある。

○しかるに、価値観をそのままにしておいて、奉仕を

考える人がたくさんいる。

○奉仕だと称して、実はポロイもうけを狙う商人もい

る。それは「ホウシ、ホウンは、モノほうしィ（ほ

しい）」のだと、しゃれをいった人がいた。左して

や奉仕を押し売りする者がいるのは、奉仕によって

もうけた経験からである。

Ｃズカウティソグを通じ‐〔了、純粋な奉仕をオフから‐唾た

いものである。それにつ$、てｌｌＮ、ちかい,，を正しく

抵握することの褒要,住逢滿感する。

○絶対者との関連において幻奉低一を壷

美徳としての奉仕でなく……。

６．ウッドクラフトを通じて

ウッドクラフトとは

○ウッドクラフトについて、私は、本誌につたない研

究を発表させてもらった。４１年７，８月号から12月

号にかけ５回の連栽でトムソソ・シートソ方式、ダ

ソペアード方式、ケファート方式、そしてベーデソ

・パウエル方式を紹介．解明したので、ご覧いただ

きたい。

Ｏベーデン・パウヱルは、男らしい男づくりのために

ボーイスカウティソグを創造し、女らしい女づくり

のためガールガイディング（またはガールスカウテ

ィソグ）を創作した。

○彼は、男らしい男づくりの、よりどころを２つ選ん

だ。ｌは、騎士道、２はウッドクラフトである。彼

は、この２つを「神へのduty」というもので緒ん‐

だ。ウッドクラフトは入信への導き（必教流にいえ

ば往相回向）騎士道の方は、信仰をつかんでから、

行道（還相回向）とした。

○こういう点で、ベーデソ・パウヱル方式は、シート

ソ方式や、ダソベアード方式およびケファート方式

とは格段にちがったウッドクラフトに発展した。

○前記３人のウッドクラフトは、その人個人の時代だ

に仕えるのではない。（家来になるのではない）

‘「まつる」とは、絶対者を崇敬すること、そして、

それに感謝すること。それによって絶対者と人間と

が一体となること。一体となってともに、宇宙の生

命力のエネルギーを生かし、それを享受して繁栄と

幸福とに注ぐ．という行動への点火で、人間活動の始

動なのである。信仰心を起点としている。

○仏教でいう還相回向（げんそうえこう）である。菩

薩行（ぼさつぎよう）である。神道でいう「うけひ」

（｢うけ霊｣）の現象。キリスト教では何というか。

使徒行（しとぎよう）か……？。

○奉仕を英語でサービス（service）という。serviceと

は、神に仕える礼拝、または礼拝式。それから発し

て、人間への奉仕におよんでいる。

○どんな宗教にあっても、奉仕とは、人間と絶対者と

の一体観にもとづく行動をさしている。

○ベーデソ・パウエルは「ローパーリソグ・ツー・サ

クセス」（Rove｢ingtoSuccess）に「奉仕ばかなら
'8{

ず犠牲をともなうものである」と注意している。

Ｏ犠牲一という漢字の形成が示すように、これは

「まつり」に牛や羊を神前に供えることに発する。

生きた牛、羊〔いけにえ）をそなえる。神道では山

の幸、海の幸を神に献じる。仏教は、なまぐさくな

いおそなえものをする。

○英語sacrificeは犠牲。これは罪をあがなう胴罪の

祈りをこめての献身という意味をもつ。イエス・キ

リスト自身が十字架上に献身した。

Ｏこういう、最初のことばから、今日「犠牲になる」

とか「犠牲をはらって」とか｢献身する｣とかいうこ

とばになった。そういう歴史を知らないため、こと

ばだけになってのこり、その締神は失われている。

○サービス、または奉仕一ということばもそれと同

様に、宗教的な原義を失ない、主として商業用語と

化した。「出血サービス」だの、奉仕大安売りたの

と川いられろ。

○商業用語になったもとは、平生、もうけさせてもら

ったお礼、そしてある程度は罪ほろぼし剛罪として

年に１回ぐらいは商業の神さまを祭って大安売りを

しようという思想である。たとえばえびす識とか、

大師諺とか、バザーなど（これは、当日の収益を慈

善団体に寄付する）が、それである。

○以上のように、奉仕という↓の嶮慰:神宍必に対する

人間の関連のしかたである。へ～淨

○しからぱ、人間〔スカウト）として、われわれは、

いかに奉仕すべきか、奉仕をいかに扱うか、という

－２１８



ｉけのもので後継者もなく、いわば個人プレイに終わ

ったが、ベーデン・パウニルカ式は、スカウティン

グという形のなかに核となり、その核は核分裂して

｛進級課同・技能章課目その他になり、世界各地に分

、裂した核は核融合して、今日、そして将来永久に、

放射能を放つにいたったのである。

Ｏそれは、卉少年の体内に働いて生命力を増強し、可

能性を噸大し「あるべきところに、あらしめる」希

１里の光を、そして火を与えた。それは世界的なもの

となった。（原子力利用糸たいに……）

○クラフト（Craft）というと「技術」であるが、ベ－

１ヂン・パウニル方式においては技術は技術だけに終

｜わらず、さらにそれから放出するエネルギーが男ら

≦しい男づくりをするのである。

Ｏウッド(wood）とは森である。しかし森だけでなく

日本的にいえば「大自然」である。英語には、この

。日本的、東洋的の「大自然」という語がない。

｛Natureという語はあるが、この語ではいいつくせ

÷ないものがある。それだからｗｏｏｄだのジャソグル

iOungle）というような魅力のあるいいかたを採、

；している。

○彼は｢ローベーリング・ツー・サクセス」(Rovering

loSucccss）において、ウフドクラフトの新しい解

Ｉ釈をしている。それは「美」と「鰯異」との発見を

くしなかったら、ウッドクラフトは単なる技術に終わ

ってしまうということである。この「美」と｢聴異」

の感得は、そこに神の存在を信じさせ、神のはたら

き、象わざを発見させるのである。

Ｏ人間の作った文字で書いたバイブル（聖書）には、

』あやまりがあるかもしれないが、大自然が、いるい

：ろのサインで書いたバイブルには、うそはない－

と彼は記し、これがウッドクラフトの神随である。

と述べている。このベーデソ・パウエルのことば、

ｉは彼の信仰から生まれている。

○スカウティソグが、戸外（野外）活動を重視する理

ｉ由はここにある。

P特に､ﾛｰﾊﾟｰﾘｿｸﾞとは､戸外活動と奉仕活動の
ｉ仲間活動である(RoverScoutingisabrotherhood

loftheopenairandservice）－と、彼は定義し

’た。

|:二二鰄襲二篝繩鰯二≦
Ｏ仲間活動とは男づくり－．

ｉだと私は受け取っている。．

ｂそれは、他の人たちへの幸福に奉仕することから自

己の幸補を感じとるもの｡要するに幸福への道（ロ
ーベーリソグ・ツー。サクセス）だという。（サク
セスは成功ということだが、ベーデソ・パウエルは

幸桶の意味にとっている）

○「日為の善行」の項で述ぺたのと同じ注意がここに
も適用できる。

○「日☆の善行」だの「奉仕」だのということばは一

見、なかなか、りつばである。そういう、りっぱな

ものほど、偽せものが多いい裏道も多い。人は常
にそうした分岐点に立つ。邪念や利慾や誘惑に敗け

ると邪道に踏象こむ。神や仏のあゆゑたまうぽうの

逆をフォローすれば、まちがいはないのである。

○それは相対から絶対へ蝿入する道だと思う。

○たった１歩の踏承出しのまちがいで邪道へはいる。

○どちらを選ぶかは、自分の価値判断のいかんできま
る。

○ウッドクラフトとは、そういうものをふくむ教育活

動である。PatMnding……だともいう。

７．特に野営を通じて

野営の意義

○野営とは英語campingのことである。campingと

野営とは形の上では、ちがいはない。けれども、心

の面では、少んちがうように思う。

○なぜだろうか？

キャンピングと、カナで書いても、そこに東洋的な

香りが出てこない。野営ということばには大自然の

匂いがする。「大自然」ということばのニュアンス

は、東洋人だけにわかるのではなかろうか？

○さりながら、野営も、キャンピングと同じように、

ウッドクラフトの１部分である。その点において両

者は同質だといえる。

Ｏそれは、大自然の中に、没入して、大自然の声をき

いたり、その呼吸を皮膚に感じたり、その匂いを嗅

ぎ、その味をあじわい、その美観を見ることであ

る。すなわち、人間の聴覚・触覚・嗅覚・味覚。視

覚のすべてに大自然を感得することである。

Ｏ木の葉のざわめき、風の感触、森の匂い、水の味、

そして全天の星の光り……。そこに眠る数万の生物

の営承……。偉大なる組織体・有機体……。

○このような千差万物、森羅万象のめぐりあう相対世

界の椛成の奥底に、ただ一つの原理、絶対の生命力

宇宙エネルギーが、空間を越え、時間を越えて、現

在、自分の眼前にあらわれているということに気づ

く。そのことは自分が、絶対者との関連のなかに生

－２９



力､ざ牙しているということである。

Ｏこの意味で、@Wちかい,,の項で記した「ひ」（霊）

をスカウトは霊感するにちがいない。／

○野営というものは、そういう発見の導きをする。

○野営工作、野営技術、野営調理などというものは、

それぞれ基本的訓練として必要ではあるが、究極な

ものではなさそうである。

○夜の世界は、昼とちがって、人を感動させる。十ぺ

ては、昼と対照的である。

○ことに、営火を囲んでの感銘は大きい。

営火および夜話については、後述する。

８．特にハイクを通じて

ハイクの意義

○ハイクまたはハイキングは、英語である。Hike､－

Hikingは、一時、英国において死語になったのを

スカウティソグがそれを蘇生させた。いや、ペーデ

ソ・パウニルによって復活されたのだそうである。

Ｏこれを日本語にしたいというので、俳駆だの俳掴だ

の、行脚（あんざや）だの、野狩り、だの訳語が試

行されたが、いまもってぴったりしたものがでてこ

力こいｄ

ｏある年代、これを行軍（こうぐん）とうけとワ、健

脚訓練とはきちがえたことがあった。

○俳掴。行脚などが適訳でない－という理由は、ハ

イキング（世人のいうハイキソクではなく、スカウ

トのハイキング）は観察・推理を要素としているか

らである。

○観察と推理は、いわばバトローリソグである。それ

は斥候ということすなわち、スカウティソグにつ

プコ:がる。いいかえれば、ウッドクラフトの１科目で

ある。

○そのウプ下クラフトは、ペーデソ・パウエルによっ

て、一段と展開された。と、いうわけは、騎士道に
（..．、

おける騎士の修行（武者修行）'二お(､て期待された

信仰による善行の旅一というものに､ｔＪすぴつけ

られたからである。この意味で、日本の、信仰によ

る旅、お遍路〔おへんろ）とか、僧の行脚（僧でな
：己．

くても芭蕉など俳人の旅）と似ｽﾞﾆところがある。ス

カウティソグを、最初に(1909年９月）日本に紹介

した化繊liitjI=iii笈スカウトを｢少年武者｣、ハ
イクを「武者旅行」と翻訳されたのは、このことか

￣らきている。一・・

○昔の、武者修行も、やはり、観察・推理を重視した

特に、戦国時代は､．それをおろそかにしたのでは敵

国に勝てない。そのため、忍者という特技者までお

いていた。

○スカウトハイキングは、レクリエーションや、遊山

ではなく、「力だめし」（アドベンチュアadven-

ture）である。力だめしが、廠鍍になればそれは冒

険ということばになるｄ

ｏその力だめしは、スカウト技能の面での力だめしも

あるが、精神面の力だめしもある。「おきて」と｢ち

かい」に対する力だめしは、とかく、むずかしいの

で、敬遠されてはいないだろうか？

ｏハイキングにも、カプスカウトのピクニプク（野狩

り）少年スカウトのハイキング、１級旅行、シニア

ースカウトのニクスプロアリソグ、ローパースカウ

トのローパーリソグなど、いろいろの段階がある。

それは自然視察を中心としたウッドクラフトの段階

に始まるが、それが追跡、忍び寄り、方位読図、信

号結索、縛材､計測、パイオニアリング、野外調理、

木樵法、開拓作業、救助作業、水上作業、救急法…

…と積承かさねることによって、男らしい男づくり

を進め、そして、絶対者との関連による基本的な人

間性（つまり公民性）を養うということになる。

○そこで、いま、誠ぷつつあるのは、以上の諸段階の

中のどの段階であろうかと、いう検討を、常にする

必要があろう。

ｏそれを、スカウト自身が測定したり、リーダーもま

た、評価するために進歩制度というものさしが設け

てあるのだ。

○進歩制度による信仰への奨励については次稿におい

て述ぺよう。

○ハイキングのコースが、寺院・神社・教会などの聖

域をむすび、そこに宿営して、宗教上の手ほどきを

聖職者から受けるということになれば申しぶんない

だろう。私は、１級スカウトを10余人ひきいてそん

なハイキングを何回か試ｊＭ二ことがある。奈良県の

柳生の芳徳寺に泊って柳生の武道場あとを訪ねたと

きの印象は忘れられない。そこには、今東光象たい

た坊さんがいた。Ⅶ－

０４２年４月一浄土真宗は北海道『･東北を除く全国22カ

所に「寺ホテル」（お寺ホステル）を開設すること

になった。１泊２食付700円位､;無料のもある。朝

の勤行に列席することを唯▲~の指定条件とする由で

ある。こういう制度を「接点」として活用してはい

がが？

一も０－



－．そういうものは、夜話のよき材料である。

○夜話は、語る者が、自分のもつ結論に、聴き手を、

ひきずりこむのでなく、暗示を投げかける段階でお

しまいにするのがいい。‘隷

○その余韻がたいせつである。これがなかなかむずか

しい｡どこで話を打ち切るか？うち切りそこなっ

たら、ぶちこわしになる。‘

○夜話は､､時として短かい詩をはさむ。短かい朗読を

はさむこともあるし､1名言集から佳言を引用するこ

ともある。堂允告白やもざんげであることもある。

人の胸に訴えるものがほしい。

Ｏ単なる漫談に終わってはならない｡:漫談でも営火

で、はなされることがありうるが、それは、夜話と

いう部類には属さない｡・・へ…’－－

○営火を通じての方法は次項に述べるが、営火におい

て、もし、夜話がなかったら、または、夜話が失敗

したら、営火の目的を果たさないから、夜話の研究

を平素からしておきざそれが信仰心への接点となる

にはどう扱えばよいか、予習することが望まれる。

９．夜話を通じて…;～
｡シ・

夜膳の窓義。．

。夜話とは英語のＹａｒｎである。辞書をひくと、航海

者が、少々、ボラをふいて語る物語だという◎スカ

ウト用語としての夜話はそれとはちがう。

Ｏ元来は、夜、ほだ火を囲んで語るお話というのであ

るが、夜に限ることなく昼間でも、夜話の形で語っ

ていいのである。

○そうなると、,夜話とは、はなしの１種の形式だとい

うことになる。炉辺談話の形をとった話の仕方、と

いうものになるらしい。

’○スピーチ（speach）ではないし、訓話でもない。説

教でもない。たんたんと語るもので、相手に和やか

な温かい情蝿を与え、どことはなしに、感銘をよび

おこさせるものである。あまり長いとだれる。適量

のユーモアも忘れてはならない。

○童話とか、おとぎぱなしともちがう。童話は、１趣

の話術を必要とするが夜話に話術は禁物であろう。

○スカウティソグは、その最初の時代から夜話を多用

，した。「スカウティソグ・フォア・ポーイズ」とい

う本は、「営火夜話」の形で書かれている。

○ペーデソ・パウエルが、1907年８月、プラウソシー

始島での最初の実験キャンプにおいてした営火はその
゛.・１．６． ．.、Ｈｆ

職とんどすぎてが夜認:ｵﾐﾑだ。’
○現今の営火ば、歌ったり、劇をしたり、スタソツを

：まじえたりして多彩になっているが､1907年の当時

は、スカウトの歌もなかったし劇らしいものもな

く、その大部分は夜話でカパーされたことはレイノ

ルズの書いた歴史で明らかである。

Ｏだから、昼間するにしてもざ営火ではなすのと同じ

気もちではなさないとくぎごちないものになる。

○これは、多年もキャンプ生活をし、営火の気分を身

につけたリーダーでないと、うまくやれないかもし

れない。若いリーダーたちにとってば、に力;てだる

#ウ。

○夜話は、人生経験の深い人なら､スカウトリーダー

r～でなくても、そのポイソトはつかめる。スカウト出

身でないある農園主が、営火に招かれ、すすめられ

て話をしたが、それは実にりつぱな夜話だったこと

喜趣今でも忘れない。

○神、仏、宇宙、神秘、聖なるもの、美なるもの、と

いうような哲学的な、考えさせられるような、深い

r霞:意味のあるもの、そういう絶対性と人間との関連一
．）へ

lハム

｡－誤（｡.＿
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いし、勉強の反対のアソピでもない。

○獲物をねらって狩りをするのである。男性的な狩り

をする。

○ペーデン・パウニルの思想にしたがうならば、神の

するゲームのチームのメンバーになって、神ととも

にゲームをするのである。

○悪魔のチームにははいらない。

○ペーデソ・パウニルは、人生とは、そういうゲーム

なのだ、という。

○そして、そのゲームが狙う獲物とは何か？

それは「幸福」という獲物だ、と。

○おきて－それは､､このゲームのルールだと。….。

○しからぱ、幸福とはどんなものか？

それは、自分が他の人々のお役にたって幸福にして

あげ、他の人々が幸福になったことは、自分が神の

お力と協働したことになるので自分も神から幸福を

与えられるようで、うれしい。（最後のメッセージ

の意訳）だが、自分だけではまだまだ……。、

自分の妻もそういう人であり、自分の生んだ子ども

もそういう人間であるならば、君の人生は成功だ。

（「ローパーリソグ・ツー・サクセス」の幸福論意

訳）

○なるほど、彼が、人生はゲームだ、と、いった意味

はこれで、よくわかる。

Ｏつまり、絶対者との関連においてでなかったらその

人生は幸福にならないし、幸福の意味もわからない

－と。

○だから、ペーデソ。パウエルのいうＧａｍｅというこ

とばは、日本語に直訳できない。意訳しようにも簡

単に意訳されない。

「幸福ごっこ」とでもいうのか？

１２．歌唱（音楽）を通じて

○ここに歌唱というのは、･いわゆるスカウトソソグを

：歌うことをさす。スカウトソソグでない歌、たとえ

ばフォークソソグ（民謡）、労働歌、ときに讃美歌

のような宗教音楽も、スカウトたちは歌うけれど

も、ここでは主として、スカウトソソグをとりあげ

たい。

○スカウトソソグというものは、１９世紀にはなかった（

．‘ので、スカウトたちによって開かれた音楽歌曲界

一の新らしいジャンルだと私は考える。

○スカウトソソグは、その属する国々のスカウトが、

めいめい、その国のスカウトソソクを作ることに始

まり、自由のスカウト精神を高揚するのに役立たせ

１０．営火を通じて

営火の意義

○営火の教育的意義は、ここに詳説するまでもなかろ

う。これは元来、野営につきもので、営火がなかっ

たらその野営の価値は大幅に減損する。

○とはいえ、営火のために野営するわけではない。そ

れはく帯をしめるために着物を着るのでないのと同

じ理屈である。野営を着物に、営火を帯と見たてる

と両者の関係はよくわかる。

Ｏ営火とは野営火ということの省略で．英語Camp-

fireの和訳である。これはスカウト用語で､､一般人

のあいだには通用しないかもしれない。

Ｏ火は､‘「ひ」で「日」とおなじくヱネルギーの霊

（ひ）である。火は、人間だけが作ることができ

る。そして火は、絶対者との関連を感得させる。そ

れゆえ、祭祀のとき廷火は多用され、特に火の祭り

がある。

○営火は、祭りというものの別の形だといわれる。

○夜寸営火のあかりを目ざして集まり、美しいほのお

立ち昇る煙、木のもえる匂い、静中に動あり、動中

に静あり、人の心と火のエネルギーとが一体となっ

たときの雰囲気は、ほんとうに別世界である。

Ｏ不浄なものを焼きつくし、自己焼身の薪木の姿を見

るとき、そこに幾高な「犠牲」を見る。

○営火の庭は、だまって火を見つめるだけでも感銘が

深い。われらの存在は、宇宙の、いくたりものの犠

牲によってささえられていることに気づく。

Ｏ営火場は、礼拝堂か？

○地に空に、大自然の、啓示（サイン）をもって書か

れたペイプルは、目の前にある。

Ｏげに、信仰への大なる接点なるかな.'

11ゲームを通じて

ゲームの意義

○スカウテ:イヘマグはゲームである－と、ペーデソ・
パウニルはいう。そこで、このゲームにも、信仰へ

の接点を求めねばならぬ。！

○ゲームは、英語Ｇａｍｅである。このゲームという

英語は「あそび」という意味のほかに「狩り」「獲

・物」という意味がある。

○それゆえ、これを「あそび」「競技」という日本語

、にいいかえるならば、その意味が半減するので、や

むなくゲームという英語のままで用いられている。

Ｏすなわち、あそびではあるが、他愛ない遊びではな

－３２



ｉろのであるが、その国際的な集りにおいては相互交

ｉ欲に役立つ。その交歓のため、他国のスカウト歌曲

｜に訳詞あるいは別の歌詞をつけて、歌詞はちがうが

；歌曲は同じものとし、それを合唱することによって

｜友情を深める場合が、たいへん多い。

!○さらに、どこの国のスカウトも、いつし農に歌える

；ことを最初から目的として作られたものもある。た

ｉとえば、ジャンボリーの歌がそれである。

'○以上のように、国家的の屯の、国際的の屯の世界的

、のものという３要素をもっている点に、スカウトソ

ソグの特異性がある。

i○音楽という文化現象は、元来、宗教から発展した。

ｉ宗教もまた文化現象であることは学者の定説である

○そうであるから、スカウトソソグとてその例外では

ない。これを、信仰への接点にすることは可能であ

≦ろ。

Ｏ可能であるだけでなく、可能にしなければならない

.Ｏこの意珠から分析すると、讃美歌や讃仏歌は、入信

した後庭、信仰を深めるための歌であって、接点

（入信への）とはいえない。

Ｏここで問題（課題）となることがらは、入信への接

点にするには、どういう歌曲が適切であるか、そし

ていかにそれを接点たらしめるか、という２つに絞

られそうである。

○私は、それについて次のような答を考えている－

第１は－｡`ちかい'’@，おきて,，，､標語｡,，､主張，，

などをテーマとした歌曲を通じて、スカウト統神

を高め、その精神（spirit）をして絶対者の心、

すなわち、霊（ひ）（Soul）に結びつける媒介た

らしめること。

第２は－－宗教的情操（Religionssentiment)－

（emotionでなく）をつちかうのに適した歌曲。

たとえば、大自然の美を歌ったもの、星の光り、

森のたたずまい、山の秀麗、海の広さ、深さなど

を通して、ひそかに絶対的エネルギーを仰ぎ見る

sentiment（情操）をさそうもの。

がそれである。

Ｏそれは、営火のとき、集会のときおよびセレモニー

などの際に、歌うようにされたいのである。

Ｏそして、歌うことに意捜あらしめなければならな

い。われわれは、セレモニーの場合、在Arにして、

歌を機械的に、形式的に歌うことが多い。たとえ

ば、「花は薫るよ」の連盟歌でも、ロききで唱和す

る。精神がひとつもごもらないようなとぎもある。

それでは意義がない。

○楽譜の示す通り、３拍子なら３拍子、４拍子は４拍

子のタクトを正確にふらなければならないことはい

うまでもないが、ただ、きれいに、じょうずに歌う

ことだけを狙ったのでは、それは音楽教育の枠内の

技巧のみにとどまる。それだけでは信仰への｢接点」

にならない。歌唱を指導する人はその点に注意され

たいものである。

Ｏ音楽の専門家、音楽教師、かならずしも適任者とは

いえない場合がある。

○そういう意味からみても、スカウトソソグというも

のは、音楽界の、特別のジャンルだと考えるのであ

るが、それは私のドグマチッツな解釈だろうか？

○とはいえ、スカウトソソグの全体が、信仰への接点

たることを目標に作られたのでないことは、いうま

でもない。いま、いっているのは入信の接点となる

歌だけについていっているのである。

○このほかに、イエールもあれば、ユーモラスな歌も

あるのだから……。

○リーダーは、信仰への接点に適するようなスカウト

ソングを、いくつか、歌集の中から選んでおくとい

いだろう。

○楽器の伴奏をつけることも悪くはない。

○なお、付言しておきたいことがある。それは－ス

カウトソソグではなくて、有名な宗教音楽のレコー

ドをきかせるという方法である。洋楽にその佳品が

たくさんあるが、洋楽に限らない。クラシックな音

楽は、洋の東西邇問わず、おおむね、宗教から発展

しているので、人間が、いかに、絶対者を仰慕い

それとの関連を結びたいと念願し、祈りをこめた、

籾をたる情緒にふれさせることは、シニアヘロー

パ一たちの教育に重要だと考える。

１３．劇を通じて

スカウト劇というもの

Ｏここに劇というのは、普通の概念からいう正式の劇

ではない。至極、簡単な劇である。いわゆるジェス

チュアに属するものだと考える。

○ペーデソ・パウニルは、劇を人間形成の上で重視し

た。その意味は､表現教育という点と､観察推理の両

面からで演技者の側からは表現を、観客のほうから

は観察推理を練るためのもので、斥侯術に関連があ

る。彼自身、少年時代から巧みであった。それで友

人たちは彼は俳優になるといいといったほどであっ

た。

○彼が、連隊長のとき、連隊劇場を設け、自分も出演

－３３－
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火夜話、その17,に出ている良い体操一というと

ころを読まれたことと思う。それは第１、頭と首の

運動から第６、脚、足および爪先の運動にいたるま

での６種の体操である。これを、スカウト体操と私

は名づけている。

○その第２、胸の運動の図解を承ると「感謝」とい

う語がある｡(邦語版338ページ）原書では｡Thanks，,

〔194ページ）としてある。そして本文には、「神

さま、ありがとう」－.Thanks，，（toGot)－

となっている。－「つ輩D、神さまの空気を、

肺と血液とに飲染こむ」と書いてある。

○この運動は、いわゆる呼吸運動である。１２回、くり

かえす。なんでもない運動であるが、空気を「神さ

まの空気」と考え、それを吸いこむごとに、「神さ

ま、ありがとう」と発声して感謝する、こんな体操

を、私ははじめて学んだのである．

○ペーデン・パウニルの体操は、体育のためだけの体

操ではなく「絶対者との関連を結ぶ体操である」こ

とを私は知ったのである。

Ｏ第３の、腹の運動、１２回。これは、両腕をまっすぐ

前に伸ばし、そして右、次に左へとねじって上体振

りをしつつ呼吸するものであるが、腕を右左に擬っ

マニと&醜邑とき「ヒムiこ祝福劃.勘､ｒ識とうきんに

祝福を｣-とか唱えろ。家族の名や友人の名を次Aiに

上在覚定5祝福を還るどii;`>ｌものｒある｡’
－－，－．－℃－－－－．－．－．．.－．．９.‘‐‘ｉｆ．.~－－－．．…

ＵＥＵＤＩ・礎福を遣る」皿ess-という．ことはキリニト教

的なもので、「君の、朝の､`神へのお祈りの一部分

と心得て……」とご記されている。

○第４の胴の運動一のところにも、この円錐1K動

は、両手を握り合せて頭上にあげ、腰から上の上体

を捻転するものであるが、同書の説明に「この運動

に付随して一つの意味がある。それは実施中、次の

ことを思わなければならない。－両手を握り合わ

すことは、他の友人、つまり他のスカウトたちと仲

よくすることを意味し、それらのスカウトたちは、

君が振ってゆく右、左、前、後にいる。どの方角に

も君が協同するスカウトがいる。愛と友情とは、神

の剛物である。だから君がﾐ輔上方を向くときは天国
；．；?・・ｌ

を仰ぎ見るので、その空気と友愛の心とを吸し､こ
｡`ｂ６．Ｆ

；らり(、それを君の周囲の仲間に吐いて与えるものであ

る」（邦語版340ページ）と書かれている。

○駆５，下半身の運動。その説明の中にも－

「仰ぎ見るとき、神に『私は頭のてつぺんから足の

先まで、神さまのものです』というように……」

と、記されてある。

した。あるとき、一兵卒に化けて演技した。みんな

は、新参の兵だと思った。あとで連隊長だと知って

舌をまいてびっくりしたという話は有名である。

。また彼が、メーフキソグの英雄とさわがれ、イギリ

スに凱旋将軍として帰る船中の一等サロソで、うす

ぎたないルソペソに変装してねころがり、乗客の貴

婦人を卒倒させたという逸話があるが６.これは少々

ゆきすぎた、いたずらだった。

Ｏスカウトの劇は、野外劇（ページェント）にその本

命がある。自然の背景で地物を利用してする。観客

は出演者の注文した位置に席を移動するから、これ

は「まわり舞台」の逆で「まわり観客席」という、

珍らしい設定になる。

○こうした劇のやり方は、他にその例がなかろう。創

意工夫によって思わぬ好演ができる。

○むろん、ステージでやる室内劇もあるし、また営火

を囲んで、営火の発する幻想的な光線を照明として

滴ずるものもある。

○そうした場合、舞台蕊置があるわけでもないし、大

道具の必要もない。野営用品を利用して小道具とす

る。グラウンドシーツで扮装し、飯盆左さかさに頭

にのせて冠にしたり、主ないたをたたいて銃声にし

たり、水をはったバケツに小石をなげて、カエルの

とびこむ水の音を出したり、当意即妙、まことに天
衣無縫のおもしろみがある。

○あまり、こりすぎると、いやになる。できるだけ素
朴に、ことば少なく、細部を省略した墨絵のごとく
しか忠争ア:クセソトをぼっきうつけた演出、それは

昔からある能狂言にみるような演出となるだろう。

○こうした形のスカウト劇章辮単して､人間が絶対
者と関連を結ぶという宗教性の劇を考えてみる。

○とはいえ、クリスマス６，値Ｄとし殖する、純粋の宗
教劇のようなものを私は考えてはいない。いわゅ

~鑪耆蝉騨辨豊どめておくぼ，が余
○そこで問題は､ど:沁繊総咋で演出するか？
ということになる。：

○また、せいぜい15分ぐらいの短い時間で、できるも
の、という制限がつく。

○劇を通じ淀、信仰心を高める接点とする－という
この命題については、まだまだ研究すべき点がたく
さんあると思う。

○失敗は覚悟の上で、試行錯誤をかさねたい。無言劇
は、わりあいに、失敗が少ない。

‘ず5,06z

１４．体操を通じて………

スカウト体操の特異性

o読者は「スカウティソグ・フォア・ポーイズjの営
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｣以.上でわかるように、ベーデソ・パウェルの体操は

神（絶対者）と人間との関連を、からだで体得するよ
う、楠成されている。このような、ほんとうの体操が
他にあるだろうか？

○スカウトたちは、体操するたびに、自分の肉体は、

神より授かったものであり、その栂造は、神秘的で

：あり、人間の科学がどんなに進歩しても、このよう

な！１１巧な生物は作れないということから考えて、神

は、きっと存在する－－と学ぶであろう。

○私は、まことに、象ごとな、信仰への臓点」だ
と、感嘆してやまない。

○このような、良い体操が､日本であまク行なわれて

：いないのは、磯念である６．
．-.-

K`１５←セレモニーを通じて

セレモニーについて

Ｏこれも英語（ceremony）をつかうのである。日本

語の、式、儀式、式典をなぜつかわないのか？

○この間に対して私は、私なりの私見をもっている。

私見であるから、大方の、ご批判をいただけるので

申し述べたい。

○セレモニーという語は、宗教から来ている。つまり

絶対者の存在を意識し、それに対する敬慶の念を、

秩序ある行動に移すもので、人間の勝手な思いあが

りの行動をおさえるものである。そういう点で、こ

れは、公民教育の一環であると考える。

○祭祀には、必らずセレモニーがある。「おまつり」

という概念は、唄いはやし、踊り狂う、無秩序なも

のを連想させやすいが､それが「まつり」の本体で

はないだろう。本体は、セレモニーであろう．

○そういう意味で、祭典とか、式典とかいう日本語

（実は漢語）がセレモニーという英語と、ぴったり

する場合もあるが、それだけが、セレモニーの全体

．ではない。．

Ｏたとえば、カピソグであるグラソドハウル（Grand

howl）のようなものもセレモニーに属する。．

ｏ､､ちかい，，の式、進級式、上進式などは、「式」と

名づけてもよいものであるが、「式」といえないよ

うなセレモニーもある。「族の持ち方」なども、セ

レモニーのひとつとしてイギリスでは定式が作られ

ている。それは、日本にはないチャーチ、パレード

に関係があるからで、教会がするセレモニーにスカ

ーヴトとしての作法を符合させるためである。`ご
ｏ日本でも、明治、大正時代は、教育上、セレモニー

が、重視されていた。それは、絶対者（天皇、現人

●￣．-゜．●､Ｑ

神）に対する`関連をつけさせるだめであった。笘這大

節(新年、紀元剛天長節）には、式を学校であげ

た。天皇のご真影がかかげられて、君が代が合唱ざ

れｓ教育勅語が捧読された。これは、外国（キリス
。！…

卜教国）のセレモニーの日本化だったとし､えよう・

この場合セレモニーは｢式」とL､ラ日本語でよか

ったｄ

ｏところが、大戦後の「式」は、絶対者不在で、ただ

形の上の「式」であるにすぎない。

○かろうじて、絶対者との関連腱おいて結婚式（神

式、仏式）や、定礎式、竣工式（大体、神式）がセ

レモニーらしく残っているだけである｡

○スカウトのする式典儀礼は､神､仏菱註の式でな
．－｡】｡ｂ

<も絶iillII1ll渚との関連の上でのものでありおい。そう
゛．＿．．；・・

いう意味から私I3b､､セレモニーという霊のほうを適
・．、-.,Ｋ：．「・粥..#

当のようiこ思うのである。←＿
。、：．￣．．

○かり｣こ､入隊11式（ら;かいの式)などをＩ式」という
･'-3蔦.′心ﾉ

名称をつかうにしても､.:内容とし種l為形ばかりの
．．・・＜AdPS．．．；・P・軒

式でなく宗教との関連を頭において､（それI上特定
・つう．’、・グ．.～ボー：江・

の宗教でなく、通宗教`､意味でもいい力､ら）Ｓ行な
いたいと思っている。（昨年1明号ｐｌ７のちかい

Ｑ２鍵直の項参照）’

○来賓の祝辞や、えらい人たちの訓示で、うんざりさ

せられるようなセレモニーは、セレモニーでもない

し、式典でもない。絶対者との関連がゼロなのであ

る。何のための式典か？
.･Tip｡ｏ

○式典によっては、Ｐ．Ｒ､，と噛男ｆ合わされる。ま

た、表彰式ともだきあわせにされやすい。これは、

いちどきにアレもコレもやってしまおうと、いうこ

とからくる。何回にもわけて人を集めることは時間

的に無理だから、とLBう理由によるのであるが、そ
‐ＬＪ１§・へ．．、’１：。．.、

のために教育力:、’｢行事」化されてばたまらない。
●●.■｡■

ｏｾﾚﾓﾆｰについて仏掌ずぶ;や２１襟をばつき
０，つかむことが目下､Q急務である)す■＋
Ｏセレモ:ニーは、「行事」ではなく、公民教育の、祇

０－，－

象あげの「教育」である二と湾公民とは、絶対者と
9.0.．.､2...0．￣Ⅱ.．.．．｡･･Ｉ．`･

の関連を結んでいる人間だということで、それjb歌
一□●O･

序というものを自発的に守る人間だということを考

えて染たい。

､。結論的にいうと、公民性を養うためのセレモニーを

行なうのである。
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１６．スカウツ・オウンを通じて

スカウツ・オウンという用語について

○これも英語Scouts，Ｏｗｎによる。

規約第19に「スカウトオウソ」とあるのは誤植で、

「Ｍは「ツ」であろうと思う。

oScouts，ｏｗｎと書くと～それはスカウトの複数で

ある。つまり、僧侶や牧師や宮司のような聖職者が

司会する宗教礼拝ではなく、「スカウトたち自身

（Ownの意味）で司会する礼拝」という意味であ

る。

○スカウッ・オウン・サーピスーのサービスという

語を省略したものだと私は思う。

○複数形のScoHntsをあけているので、これは、スカ

ウトたちが集董ったときにするものだと解する。

○単数形のスカウツ・オウソ（Scout'８Own）という

語はイギリスにないようである。

Ｏ私は、Ｓｃout，ｓＯｗｎもあり得ると思う。すなわち、
ごく「よう

スカウトカ:単独で、サービス（ﾈし拝、勤行）する場

合だってあり得るからである。ただし、これは、ス

カウト・オウソＳｃｏｕｔＯｗｎというのが正しいの

かも知れない。

○このスカウツ・オウンとは、どんなものなのか？

について、私は本誌に何回か解説したことがある。

次のペプクナンペーを、ご魔ねがいたい。－
．つ･ノ戸戸「７８－，１つ7４｡．。

．．（Djl-ロノｊゥＬ`｣～Ｌ`凸へ－ソ

スカウツ゜オウソの定茂（１）研究

,.３８年7,8月忌１０～12ページ

スカウツ・オウソの定捷(2)研究

・38年12月５．８～7ページ

スカウツ･オウソとは－解説

宗教礼拝､日暇儀礼との同異点の一覧表がある。

．その後、何かに書いたように思う。

○礎は現在、Scou【ｓ７Ｏｗｎを「をスカウト礼拝」また

は、け-'1ウト災会ＩＬ拝」あるいは「スカウト礼拝

集会」と翻択したらよいのではないか、と思う。

スカウツ・オウンの定義

○スカウツ・オーウンというものは、イギリスで始めら

れ、イギリス系の国斉の連盟で実施されている。し

たがってアメリカにはない。

Ｏよって、それは、イギリスの国教とでもいうか英国

}流の旧教（聖公会中心）の礼拝様式に則っている。

Ｏイギリス連盟の規約第12に記す下記の明文は、これ

の定義であるから、ここに引用しておく－

「スカウツ・オウンという用語で知られているス

カウトたちの襲雀りは、神をあがめ、そして、

,､おきて，，とｗちかい，，の理解を、よりじゆうぶ

んにおしすすめるものである。けれどもこれは、

規約第１０に定めた宗教礼拝に対する補足のもので

あって、宗教礼拝の１１２里としてするものではな

い」（一線のところに注目されたい……餓者）

○この定義によると－

．スヵウッ・オウソはちかい、おきての理解を推進

するため行なうものであること。

・宗致礼拝の補足であって、その代用でないこと。

の２点にしぼられる。

○逆説的にいうと－

．もし、スカウッ・オウンをしなかったら、ちかい’

おきての理解は、不じゆうぶんにおわる。

・教会の礼拝に出ないで、スカウツ・オウソにだけ

出席するならば、スカウテイソグを、宗教の代用

とにすることとなる。〔スカウト教一だといわ

ないまでも）

以上点のを、しかと確認しておかねばならない。

スカウツ・オウンのやり方

○イギリスは、聖公会でする宗教礼拝の形を土台とし

て、それをスカウト向きにしている。

○その内容は、聖塗､聖書朗読、主の祈り、アドレス
ー＝－－－－屯一一・一－－－－

（i寅説？夜話のように’@おきて，，のある章のお話）
国歌（はじめの６小節だけを聖歌風に合唱す．る）

祈繍世界スカウト兄弟への祝福一の七つを要素
こした椛成である。

○カブには、カプス・オウソ（Cubs，own）がある。
そのやり力は－

・UH式の祈り（隊長）

．Ⅲ歌〔組長が選ぶ）

．さだめ（全圖唱和）

．さだめに対する祈り（ある組長）

・型歌（組長が選ぶ）

・主の祈り（全員）……マクイ伝鮪５五にある。

・聖書朗読（組長）

・夜話（副長）

・よそのカブとスカウトたちへの祈り（隊長）

・聖歌〔組長が選ぶ）

・イギリス国歌（６小節までを聖歌ふうに合唱す‐

る）

.終わりの祈り（祝福の形で、隊長の発声について

する）

めいめい「皿轡」と「スカウト祈露書」を常に持っ

ている。
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○イギリスは、日咽に限らず、また、どんな小さい集

会のいかなる場合でもする。

○カナダは、野営時の日咽に限る。

○すぺて自由参加で強要しない。

;○ローマン・カトリックは、方針として、スカウツ・

＃オウソヘの出廠を許さない。（認めない）

；日本ではどう実施するか？

．○規約筋19に－

１スカウトオウソは、スカウト各自の信仰心を高揚

するために行なわれ、それは｡`ちかい，，と、｡おき

；で、の実践をより深めるものである。

と示している。

○規約に従うことが、ゲームのルールに従うことなの

；で、これを破るわけにいかない。

'○では、日本のごとき多種多犠の、宗派、教派をもつ

国は、国教がないからイギリスのように簡単にゆか

：ない。たとえば、仏教の場合でも、浄土真宗と日蓮

宗とでは所依の経典がちがう。

○そうなると、それぞれの教団に属するリーダーが、

｜自分の教団の宗教礼拝の定式を土台として、スカウ

ツオ・ウソのやり方を作業しなければならない。

現に浄土真宗本派（西）の僧籍にあるリーダー各

位と、同、大谷派（東）の僧籍にあるリーダ－た

￣らのあいだで、それぞれ、スカウツ・オウン、の

Ｉ仕方を立案、試行中だときく。

Ｏさて、そういうものが、できたとしても、それは、

Ｉ規約第16条に示すクローズの団だけに通用するもの

：であって、第17条のいうオープンの団に、それを実

施することはできかねる。自由参加だから、何人か

（土参加するだろうが……。

○オープンの団というものは、いろいろの教派のスカ

ウト（中には無所属者もいるだろうが）を寄せてい

るので、スカウツ・オウンも、いろいろに分かれね
つぅ

Ⅱ土ならない。どの特定教派にも偏しなし､通宗教的な

土台からのスカウツ・オウンを編糸出さない以上、

実施できないのではあるまいか？

○なにしろ、規約の趣旨は、しごく、けつこうなこと

Uh2から、特別委員会でも作って、研究討議の上実施

0,道をひらいていただきたいと思う。

○アメリカも日本のように、いろいろの宗教々団を擁

するので、スカウッ・オウソは困雄だとゑて実施を

見送ったのだろう、と、憶測する。そのかわりに宗

教章を設けたと思う。

○イギリスには、宗教章がない。

○日本は、両方ともあるのだから、信仰心のあついス

カウトでいつぱいにならないと、<･あいがわるい。

○なお、カブ〆・オウソについて一言しておきたい。

イギリスカプのプロミス（やくそく）は、神と国王

とに対するデューティイをあげているから、絶対者

との関連を結ぶよう要望している。そういう点に、

カプス・オウンが存在する理由があるが、日本カブ

の、やくそく，'は、神とか仏に誠を尽くすことをあ

げていない。ただ「まじめにしっかりやります」に

とどめている。

そういう点で、日本の規約には、カプス・オウソ

というものをあげていないのではないかと考える。

○また、「祈り」ということは、キリスト教にはある

が、日本には、「祈り」というものを、その教団の

もつ宗教Ar理から、むしろ、否定するものがある。

その例は、浄土真宗においてそう説かれろ。つま

り、絶対他力による教済を説くので、祈るというの

は自力のばからいだとする。

このようなわけで、スカウツ・オウンの日本版に

は、それEKiitlの問題が、いろいろ伏在している。

○とにかく、これは信仰心、宗教への「接点」として

スカウト教育がとありげた独特なものだといえる。

17．宗教章を通じて

宗教竃の性格

Ｏこれは、規約7冊に

「規約第14条に蕊づき、日本連盟に宗教章を制定

し、宗教布団より、県連盟を通じて申請があった

場合は、別に定める委員会の識を経て、その着用
を認可する」

とあるのが、その拠点である。

○すなわち、「明砿なる信仰を持つことを奨励する」

〔規約第14条）に基づいて制定された。奨励する方

法のひとつであるから、本稿もこれに触れなくては
ならない。

O宗教章を制定してほしいという要望は、軽井沢ジャ
ソポリーの直後、主として仏教徒のスカウターが中
心となって起こした。（昭32）

そこで宗教章委員会ができ、その申請手続きがきま

った。それまでに、仏教章授与基準ができた。

次いで、キリスト教章授与基準ができた。

それから神道章のなかの神社神道の部分が作られ
た。
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○さてここで、仏教章授与基瀧およびキリスト教章授

与蕊準の内容を－ぺつすると、知識として知るべき

ものが多い。たとえば､教祖について知るとか､宗教

典礼の意味についての理解とかいうものであって、

いわば入門の段階である。そのため、宗教章を技能

章のごとく見る人がある。元来は、篤信章というと

ころまで進めたいのであるから、現在の仏教斎は、

初級の仏教章とｊＭＬ、その上に中級、上級の低教

章基噸がほしいという意見も出ており、その草東を

暗示するような動きもある。

○浄土真宗木派および大谷派、それに曹洞宗関係の脂

尊者のあいだでは、すでに、スカウト用ハソドプフ

クを刊行して、仏教章取得の手引としている。

○私は、以上のような現状を記すことで采をおきた

い。要する腱、宗教章という制度は日本連盟が要蒐

に応じて制定したものではあるが、その授与は敬団

側が県連盟経由の申諭をして来るのに対して、日本

連盟はそれを受けて立つ－という形のもとに規約

化されている点に特色がある。706条の条文を両誌

されたい。したがって、その大半は、各教団の教化

活動のあり方いかんにあかかっているように考える

がいかが？

○本誌、師年７，８月号の29ページ所載の「宗教章申

調手続と授与」と題する項の図解に、次の図がある

○これは、規約上は、アワード（表彰）でもないし、

有功記章でもなく「宗教章」という別のカテゴリー

になっている。むろん、技能章でもない。それは、

規約第９章の見出しが示している通りである。

○以上、この要旨の決定は、昭和37年３月17日の、宗

教章委員会が打ち出したものであった。

○授与される者1k、1級スカウト以-1己の者に限られて

いる。

○1967（昭42）年２月５日現在の統計によると

（年度）（必教章）（キリスト教章）
３７

３８１５

３９１６１

４０３２２５

dＬ２６１９

合計９５４５

となっている。これを県別にすると－
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（42年８月神道章の第１号が授与されたと聞く）

である。このほかの26県には１人もいないことにな

る。

○この統計を見ると、さすが仏教の癖んな地方には、

仏教章受領者が多いようである。

○また、４３県中の過半数である26県に該当者が１人も

ないということは、主だ、宗教によせる熱意がゆき

わたっていないような態がする。開設以来、わずか

５年しかﾌﾟﾆたないりで丙あろから、この数字で満足し

ていいのかもし＃iないが､地方的に少々、アンバラ
ンスであるように思われるが、どうだろうか？こ

のアソパラソスは何によるのかを知りたいものであ

る。
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○私は、１級以上のスカウト全員が、もれなく、どれ

かひとつの宗教章を得るよう期待する。私は、宗教

章をもたない１級以上のスカウトというものをなく

したいと思うのであるが、それは、思いすぎだろう

か？

１８．進級制度を通じて

穴進級制度の意義

ｏ進級制度の意義一などと、ことあたらしく講述す

る必要はなかろう、と、考えるのであるが、私は、

時としておどろくべき質問に出あう。その例をあげ

ると－

・これは兵隊の階級ZAたいに思われるがそうなの

ですか？

-３８－



い・たぜ、そんな階級を設けるのですか？

、これは、技能のことが全てですが、技能さえや

れば進級できるのですか？

．もし､･そうであるならば、スカウティソグは、

技能の教育だと思うが……ｄ

ｏそこで私は、講習会でどんな指導があったのか、と

心配でならない。

○私は、それらの質問に対して、それは階級ではなく

て等級であること。等級とは、スカウト自身が自分

進境（進歩程度）を測定する尺度であり、自分はこ

こまで到達したのだが、まだまだ、上がある。これ

で満足しないで、がんばろう、という発癒のための

１里塚であり、それによって自発活動に油を注ぐた

めのものであること。

さてその１里塚は、何によって設定するか？それ

には、技能をとりあげることがひとつの方法であ

る。この年令の者は、自分の可繊kについて半信半

疑である。その可能性を発見させ、自信をつげさせ

るためには、この年令層の者に、最も必要な生活技

能というものによって１塁塚を設定してやるのが賢

明な方法であること。一生を通じて、この年令に修

めておかなかったら、手おくれになる技能、少なく

ともスカウトとしての男作りに必要な技術一すな

わち、ウッドクラフトーを基本とした１塁塚が、

いちばんよい、というので、そう設定されているこ

と。けれども、それは技術さえできればよいという

ものではない。奉仕活動には技術が必要である。巡

級は班長会議の承認を必要としている。それは、↑17

神面の成長をも考えているわけで、もし、技能さえ

でされば、というあなたの質問は、そういう、まち

がった指導をする隊長がいるからそういう質問が出

たのだと思う。

○そこで､あし、進歩制度がなかったとしたら、どう

なるか？おそらくも行事ばかりの団体になるので

はないかな？と、私は答えた。

○進級制は、可能性の最低基準をあげている。だから

かりに100点満点でパスしたとしても、それが鰻高

ではない。実力点は100点プラス、アルファーであ

り、将来伸びる可能性を、その上に何％か潜在して

いると私は考える。

○進級制は､等高線ではない。それぞれの個性、発育庇

などを無視して、いっせいに高さを測るモノサシで

はない。個人別に測り、個人別に判定するものであ

る。励ましのための尺度であり、ふるい落とすため

の尺度ではない。定員上、やむなく落とす入学試験

とはちがう。

○進級制の諸課目は、その少年の、可能性を育てるた

めのものである。指導者の念頭にこの見きわめがな

かったら、たとえ、その少年が励童され進級したと

しても自分を見失うであろう。ペプジをつげたいが

プこめの励ましに終わってしまう。

Ｏ可能性一ということは、絶対者と人間との関連に

おいて考えるぺぎ命題であろう。もし、そうでなく

人間と人間との関連の上にだけ、可能性を考えるな

らば、利己主携や排他心に誘いこむ危険がある｡Ｌそ

れはいわば、相対的可能性にすぎない。

○自分の可能性は、それがどんなに小さい可能性であ

っていれしいものである。そしてそれが他の人”

のために役立ったならばさらにうれしい。

○進級課目のほんとうの狙いは、これにある。

○自分の可能性の発見をよろこび、それの感謝を神、

仏によせ、神や仏の、ゑわざに参加しようとする念

につながること、いいかえれば役立つことが、真の

合桁ではなかろうか？

○そう考えるならば、進級課目の全部は、信仰心への

さそい、はげましに、たろう。そしてそれは、ウヮ

ドクラフトの究極のねらいなのである。（本稿のウ

ッドクラフトを通じて－の項参照のこと）。

○前述した「プラス、アルファ」の意味も、ここにあ
ると考えている。

１９．特に技能章を通じて

、技能軍の意義

○スカウティソグは、自発活動によるものであり、技

能章は、特に、それを励ますものである。

進級課目が、必修課目という性格であるのに対し、

これは選択課目なのである。

○進級課目と技能章課目との関係について考えると、

進級課目は、技能章課目への基礎であり伏線である

と考えられる。そう考えると、技能章課目は、専門

課目といえないこともない。進級課目よりも高度で・

あり、その展開、発展である。

Ｏこのことは、先きに述ぺた自己の可能性というもの

ｔさらに、高め、自信を深めるのに役立つ。

Ｏまた、いま蛍で気づかなかった自分の可能性を、発

見するのに役立つ。このことは、彼の人生にとって

へ大きな意味をもたらす。すなわち、職業選択の判断

に役立つからである。判断に役立つのであって職業

そのものに役立つかどうかは別な問題であろう。

○それゆえ、技能章制度というものは、職業選択のた,

鈩
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’めに設けられたのではない。いうならば、職業遷択

にも役立つと、いうべきで、その他にも役立つ。そ

の他とは、公民性をさす。公民資質の形成とその活

動に役立つということである。

○技能章課目を追及するためには、どうしても、プロ

ジェクト法によらねばならない。このプロジェクト

法というものは、課題に挑むという勇猛心、そして

いかに挑むかという周到な計画、そして失敗しても

それを絶妙な経験として活かし、心血を傾けてゴー

ルに賭けるという一連の粘りである。ベーデソ・パ

ウエル卿が、「失敗は恥ではない。しない（実行し

ない）のが恥である」といい、「実行によって学ぶ」

と説いたことも、実はこのプロジェクトによる学習

をさしていったものだと思う。

○この友ラにして、「技」（術）を修めた上は、技や

術の段階で満足することなく、次の段階である｢注］

（卵）（または価値を知る）段階に達し、さらに、

法や皿や価値観を、相対的段階から止揚し、超克し

て、それを絶対的なものにまで帰納することが重要

一である。それが、いうところの｢道｣の段階である。

○われわれは、「スカウト道」ということばを、ただ

わけなく、口にするが、まことにそれは軽卒であっ

た。

○相対観を絶対観に止揚、超克（アウフヘーベン）す

るには、どうしても絶対者との関連において人間は

信仰心を足場としたければ登れない。

○いま述べた３つの段階、技〔術)の段、注(理)の段、

そして道の段こそば、佐野常羽先生の遺訓であると

ころの、実践躬行、精究教理、道心堅固の３事に相

当する、ということについては、本稿の「その６」

にも述べたところである。

○このようにいうと、では、技能章というものは、信

仰心をもたせるために設けられたのか？という議

論めいた質問をされるかもしれない。私は技能章と

いう制度も、指導の仕方によるならば、信仰心への

「接点」にたり得るのではなかろうか、という研究

をしており、現在までの研究では、接点となる可能

性があクそうだ、ということを申しあげているにす

ぎない。技能章そのものと、「接点」というものと

は別'qrなものなので、早合点のないよう、望ゑたい

のである。

○とにかく、問題は「接点」になるか、ならぬかにあ

る。可能性の問題である。そして、可能性を見出心

たら、それを可能にする－という努力がリーダー

にも､スカウトにもあってほしいと､思うのである。

Ｏそれが、スカウティングというものではなかろうか

２０．班別制度を通じて

斑別制度について

○班別制度もまた、明確なる信仰を持つことを励ます

一つの方法だ（接点）というと、それは君のこじつ

けである。信仰心を励げますために、班別制度が設

けられたのじゃないと、叱られそうである。

Ｏそんなことは、ベーデソ・パウエル卿も、言ってい

ない、といわれｵしば、まさにその通りである。

○けれども、スカウティソグというものが、宗教から

生まれ、そして、めいめいの明確な信仰心をもつこ

とを励ますものである以上、班別制度を通してもそ

れは可能なのではあるまいか、と研究して象たって

悪いはずはなかろう。「接点」を求めるという意味

から……。

Ｏ班は、ひとつのチーノ､だと、ペーデン・パウエル卿

は説いた。

そのチームとは、神のするゲームのチームであって

われわれスカウトは、ゑな、神のチームのメンバー

である－と、ベーデン・パウエルは言った。

○仏教に志す者は、仏のチームに属することになる。

○このことを頭において、私は研究を開始する。

○つまり、班活動のなかで、信仰を明確にもつように

するには、どうすれば可能なのか？ということ。
●－０－｡－－－■－

１高'１M｣心へ`ﾘ響き、つまi)、「接点」を求めていこう

というのである。

○たとえば、英国では、班集会の時、スカウツ・オウ

ソをすることがある。それは英国に国教というほど

のものがあることによって可能である。日本には国

教がない。けれども、クローズの隊や団なら、この

方法も可能であろう。そして、班は斑野営において

もそういう機会をもつであろう。

○これを、オープンの団の斑について考えるならば、

班のメソパーは、それぞれ異なる特定の宗教に属

し、めいめい、ちがった信仰をめざすだろう。そう

した場合、めいめいちがった信仰について語りあう

という機会をもてないことばないだろう。ある少年

は、仏のチームに、ある少年は神のチームに属する

としても、絶対者との関連に立っているという点で

は共通な立場にある。そういう立場に立って、めい

めいが薄それぞれの信仰心を深めることは可能だと

考える。

○少年スカウト段階では、はやいかも知れないが、シ

ニアー、ローバーの斑においては、あってほしい活

－４０－



兆を見せ始めた時点において、次代の国民を訓練せ

ねばならないという憂国運動であったことは「スカ

ウティソグ。フォア゜ポーイズ」巻頭の、ロウオー

ランの序文によって明白であり、レイノルズの「ス

カウト運動史」によって明細である。すなわち、最

初は国家主義から起こった。それは、1919年まで続

いた。

○そして、今でこそ平和運動を中心とするが、最初は

和戦両様にわたるもので、南ア戦争を始点とした排

英運動に対する対策上、１穂の戦備とも考えられ、

初期のリーダーは陸海軍人の出身者で難たされてい

た。そして第１次世界大戦（1914～1918）には軍役

奉仕にあたったほどだった。その意味では少年義勇

軍であった。

Ｏそれが大戦の反動として、平和の風が全世界になび

く新時代に変わった。そこで、1919年からは平和の

斥候、先駆者、という方向に転換した。

○折も折、創設10周年大会が企画された。元来1917年

か1918年が10周年になるのだが、終戦直後の不安定

の世情によって延期し1920年にロンドンのオリンピ

アで催された。これは、英国国内大会にとどめる企

画だったのが、ペーデソ・パウエル卿の希望により

各国に案内状が送られて、２２カ国が参加した。日本

からも個人参加した。

○この大会において、ペーデソ・パウエル卿は、スカ

ウトたちから世界の総長に推され、２年ごとに国際

会議、４年ごとに大会をひらくこと、連絡機関とし

て国際常務局を英国に設けること。大会の名称は、

どこの国の国語にもないJamboreeという名称とす

ること、が、きまった。

Ｏこのとき､閉会式においてベーデソ・パウエル卿は、

「諸君は戦争をとるか世界平和をとるか、どちらを

選ぶか？」という質問をし、「世界平和に進もう」

という結論をさそい出している。これはレイノルズ

の「スカウト運動」第17章に出ている。

○そして、1924年第３回国際会議は、スカウティング

は国家的なものであるとともに国際的、そしてユニ

バーサルな運動であると決議し、宣言文を出した。

これが1924年のコペンハーゲンの宣言である。

○この宣言は、1926年イタリアの脱退、1933年ドイツ

の脱退によってピンチに遭遇したので第７回国際会

議（1933年ハソガリーのゴドロで）で再確認され、

今日にいたっている。

Ｏコペンハーゲンの宣言は、いまいうように、スカウ

ティングの性格を、はっきりさせたが、その発端は

動だと考える。

○このような班活動によって、コペソハーゲソ宣言の

第３項が確認され、スカウティソグというものは名

画の信仰心を強めこそすれ、弱めるものではない、

という宣言の趣旨を体得できるにちがいない。

○もし、シニアー隊の、斑長会議がよいと認めるなら

ば、それぞれの教派宗派に属する者によるアドホッ

ク（ａｄｈｏｃ特別グループ）を設けることさえでき

ると思う。ただし、そのために本来のパトロールが

衰えてしまってはこまる。

○そして彼らが、正ローペーに上進するときには、規

約第527（２）に定めるように「特に明確なる信仰を

もっていること｣に該当するスカウトになっている。

○班善行一というものも、信仰心のほとばしりであ

ってほしい。

侭蘂/」K１Ｏ

21．世界スカウティングという思想

とジャンボリーなどを通じて

スカウティンゲの世界性について

8○スカウティソグが、国際性、世界性をもつようにな

ったのは、1920年である。日本が連盟をつくり、国

際登録をしたのは、１９型年だったから、日本の指導

者たちは、この運動が、1907年、1908年の当初か

ら、すでに、国際性をもち、人種、国籍、宗教の別

を超えた平等無差別（ユニバーサル、つまり世界

性）た性格をもってし､たかのごとく、考えやすい

が、それは、この運動発展の歴史を知らないことか

らくる誤りであると私は思う。

Ｏスカウティソグは、英国の、ビクトリア王朝という

Ｉ黄金時代が1902年女皇の死によって終わってから５

．年たった1卯7年に、楠想された救国運動で、全盛期：

を終わった大英帝国が、昔の大ローマ帝国に似た衰

－４ユー
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ペーデソ・パウエル卿はそれにもかかわらず、老体

を船でイン,Ｆに行った。イソドはヒソズー教、回教

仏教、ジヤイナ教とわかれ、人種も雑多、そしてイ

ンド特有の種姓（カースト）そして階級、言語も何

十FMとある。そういう最悪の条件下においてスカウ

テイソグが「兄弟愛」をつくれるかどうか？そｵし

を見たいという一念がそうさせたのである。彼は消

灯後のテントを見てまわった。「ぼくたちは、い

たがいに激しあったり食べあう必要はないね」とい

うスカウトの会illIiを耳にして、彼は、木Ⅲ動の成功

を神に感謝した。こｵしば人企人菰のスカウトが発し

た語だった.'

○スカウティソグという運動は、その根本思想の哲学

として、絶対者との関連を人間に、結ばせることに

発したからこそ、今日のように、世界的に伸びたの

である。ｊｌｉに、国家的だけの運動にとどまっていた
.』、．･

のであるならば、それは、ムツソリーニの"〈リラ少
も0.60-

-.●－●

４１z団（後にリットリオ少年団と改称した）や、ヒシ
.｡-&-.$

トラーのヒットラーユーゲソ１．のごとく、また、ロ

木の大日本奇少年団（1941～1945）のように短命に

終わったであろう。

。そこで、どうしても、1人1人のスカウトの全員を

して「絶対者との関述を結んだ人間」に、育てなけ

ればならないのである。

。信仰をもたなかったら、スカウトではない－とい

うことになる……。

○こｵLが、この項において｣Ｍ１いる「接点」なので
、－－．；.．

ある。

。獅習会などで、このWOrldScoutingに関する砺為

が、じゅうぶんになされているだろうか？
．「.．・・凸？

。進級課目の中に、外ｌＥＩ５恢極以上と国際連合旗につ

いてのI､解をあげている理由のひとつは、ここにあ

る。（規約卵842の１の(4)￣参照）

1920年の第１回ジャンボリーにあるのだから、１９２０

年という年号は大切な年号で、スカウティソグの和

貌が国家主鑑から脱皮した年である。

○いまひとつ、この宣言の、意味する重要な点は、ス

カウティソグが平等無差別で、どんな宗教に対して

も門戸を開いたことであるｄ元来、キリスト教から
△ワ。、ｅＵ｡。

生まれたスカウティゾグだったのをユニパーリ･ルに

した点で大きい展開である。

○以上がWorl(1Ｓｃ⑨uting、ｉＵ界スカウティソグー

という思想の生まれた歴史である。

○この思想によって「世界スカウト兄弟」一一という

教育が展開されるのである。４年日ごとの世界ジャ

ンボリーはその実践場で、ここは訓練の競技会がそ

の目的ではなく、国際親善、平和友好、提挽前進が

ねらいである。換言すれば、ヒューマニズムの教育

場なのである。

○だから、、暇儀礼としての宗我礼拝がその核心とな

り、大パレードと、大営火は、そのハイライトなの

である。

○どんな小さいスカウトの集合でも、その閉会にあた

り、「世界中のスカウト兄弟に祝禰を……」といっ

てお'㈹をする。（日本で、していない例があるが

．.…･…）

○友士も術ちかい，'をたてると、隊長は「あなたは、

これに渡って、･世界の、スカウト兄弟の１日になり

ました」と、いう。そういう扱いをしてほい､－

と、世界会駿は決議している。（日本ではやってい

るだろうか？）

○以上のような、ヒューマニズムの教育は、他の教育

界ではあ走り見られない、りっぱなものであるか

ら、私は、ここにも、信仰への「接点」を求めたい

のである。

○伝え聞く§1909年､ロソドソの霧の中で米人ボイス氏

に善行した名前のわからないイギリス少年スカウト

の行動､また､太平洋職子中、負傷して戦斗力を失っ

た米兵が三捕のサインをしていたので､殺さずに手

当てをしておいた名前のわからないスカウト出身の

日本兵=￣これらは、思想的にスカウティソグを、

よく、〕DW1解していた好例である。

○スカウト思想と理解するためには、スカウト殖動の

発達および展開の歴史に統通する必要があろう。

○私は、ここで1Ｗ年の節１回イソドジャソポリーを
艀

あげたい。ときにベーデソ・パウニル卿は80三)-、こ

のあとすぐ゛オラソダで節５回世界ジャンボリーがあ

るので人稀は無蝿をしないよう進雷したｎ
t・ｌＩ

ＯｑＰＩＰ`､。
・・．..､Ｉ

.Ｊ１．． －Ａｒ】

22．災害救助活動を通じて

これも「接点」をもつ

○平和の、平時においても、冷戦はある。銃火の熱い

戦いでないところの冷戦一それば、災害である。

○災害には天災と人災がある。震災、風災、水災、土
災のように､蘂人間の限界を超えた不獺の災客、不可

抗力によるものは、いかんともできない。また、人

I1iIが作った災啓、火災とか、製勁とか交通刊｡【とか

公審ごとぎものもある。

○これ(上、い-ｸﾞｵLも、１Ｍ〕;Ｊ(椀を1ＭJし、不幸な死

－４２－
え､．
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地図、方位などの技術とも関連する。

○「建設」は、技術によって可能である。

けれども、これも技術だけでなく、体力、精神力、
特に忍耐力を必要とする。

○だが、それ以上のもの`を必要とする｡へ…’一十
yJ-､

それは、チームワーク、つまり協働である。、:､

○われわれは､ピラミッドや、奈良の大仏が、何万人
力､の人,Qrのチームワークで造られたことを思う。

○さらに、それは信仰心が造ったという事実を見のが
Ⅱ．.｡＆、･

してはならない。

○信仰心をこめて作られた多くの芸術品を見るとき、
われわれは、それを通して「絶対者」の存在を仰ぎ
承るのである。人間と絶対者との関連を、ほのぼの

と感知する。

○それはもはや、技術だけの所産ではないのである。
○だが、その技術にしるそれを働かす人間の頭脳、手
足、筋肉など、どれもこれもが絶対者から授かった

ものであると思うとき、もはや、絶対者の存在を疑
う余地はないのである。

○このように考えるとき、信仰への接点は、かならず
ありうると思うのである。‘－－

○要は、指導者の扱い方いかんによる。

Ｏ古語「むすび」〔産霊）は、生産および建設の意味
で「むすび」の「ひ」は宇宙霊である。

○たわむすび－の「ひ」は、この古語の伝承された

も(Dである。「むす」（蒸す）は「熱」を加える意

味。

○絶対者を考え談して建設はありえない。「熱」とは
エネルギーである。－’

○エネルギーが不滅であることは科学がこれを証明し

た法則である。法則すなわら、理、法とは「精究教
理」の段階である。信仰をうることによって理、法
は「道」を見出す。これが「道心堅固」の段階で、
こうなったら、もう、迷わない。技術は、それへの

「接点」たといえよう。

をも伴うから、救助を必要とする。

!ｏある種の救助活動は、少年には無理であろう。けれ
ども、分相応の協力は可能である。それゆえ、スカ

ウティソグは、その協力を使命（duty）づけている

○救助活動とならんで、防災、安全の教育もしてい

‘ろ。これもスカウトの使命だからである。

○このような使命は、すべて、絶対者との関連から来

&る使命感に発している。絶対者に対する信仰心から

来るのでなかったら、それは使命としての行動では

なかろう。
､少

Ｏ防災、安全には、技術を必要とする。救助作業も同

じく技術を必要とする。技術に修熟しなかったら何

の役にも立たない。「もやいむすぴ」ができなかっ

たら溺者の救助は不可能であろう。

○進級課目や技能章課目を見ればわかるように、それ

らは、使命を果たすに必要な技術を示している。

○けれども、技術だけが使命を達成するのではない。

それが「そなえよつれに」であり、沈着であり、忍

耐力があり、勇気をふるって惨状にうちかつ精神

力、体力を伴わなければならない。

○ここに「ちかい」の第３を思いおこそう。

○これによって、はじめて、神や仏や国に、誠を尽く

しうるのであるから、なふたいていのわざではな

い。深い信仰心によるのでなかったら､中途でくだ

けてしまう。

○以上の見方からして私は、これらの活動を通じて信

仰への「接点」を考えるのである。

23．開拓訓練活動を通じて

開拓訓練の意味

○開拓訓練の意味には、狭義と広漉の２つがあると思

う。
｡□~G１､

○狭義のもCDは、いわゆるパイオニアリソグで、これ

は、架橘、やぐら作り、起重磯作りのごとく、丸太

の郷材法による作業である。

○広義のものは、伐採、朋墾、道作り、堤作り、溝作

り、トンネル作りなど主として土工である。これに

は打杭（くいうち）を伴うものもあるし、また、役

土、搬土、ときに運搬を伴う作業もある。

○これらは大要して「建設」だといえる。したがって

小屋作り、穴掘りもあろう。垣作り、通信線架設、

などいろいろある。

Ｏ前記の災害救助活動と関連した土のう作りもある。

Ｏこれら「建設」なるものは、測量とか木槙法とか、

仏`．．:.L筋.．．
￣影

、０'一牛．．

●’

２４．：挺源愛護活動を通じてへ
：ハト.；ｉ＜，(Ⅳ…

涜麺愛護とは丁ｔ
ｏ米国の技能章にConservationというのがある。こ

の英語は「エネルギーの恒劇準`Qi｢吾ﾈﾙｷﾞｰの
不滅」だという原義から、天然資源の保存、管理と
いう意味となった。天然物保護といえばわかりやす

いだろう。私のいまいう、資源愛護とは、こういう

意味なのである。

，鈩>…：

－４３－、,ij〔ﾉﾅﾋﾞ鶏』津～：
．￣）と．’に刑！．！～１A～遙丁.,?iWiL

烏，:６．１.｡｡
｝:忠>ﾋﾞﾖｦＴｒふ
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Ｏヨーロッパは、早くから開発された。そのため天然

物は破壊されつくした。ところが米国は、近世にな

ってから開拓されたので、天然物を破壊から防ごう

という運動が起こった。したがって米国は、この、

Conservationを国土愛護の愛国心と結びつけた。テ

オドル・ルーズペルト大統領は、ここに国立公園の

設定によって自然の美観を保存しようという名案を

うち出した。森林、渓谷はもとより、動植物にもお

よぶのである。

○こう考えてゑると、開拓とこれとはウラハラのよう

である。１本、木を切ったら２本の植樹をせよという

ことになろう。

Ｏ日本の技能章に鳥類保護、森林愛護がある。

○鉱物についても資源保護はある。

Ｏこれらの施策は、その国の国策によるもので、国土

計画に関連し、産業政策にも関連する。すなわち、

開発という１種の破壊作業に反対する保謹、保存で

今日、わが国でも問題になっていろ。京都や鎌倉の

史蹟が営利的な建設屋によってこわされたり、東京

の縁りがガソリソやスモッグの公害によって枯れる

ことについて対策が練られている。

○心なきハイカーによって山野が荒され、保談鳥や、

高山植物がもち去られ、石ブームのため石がなくな

るなどの問題もある。登山者の刃物によってシラカ

バが負傷したり……。

○「動物の友である」－というのは英国「おきての

第６にある。

「スカウトは親切である」－という米国「おきて

」第６は、動物（生物）に対しての親切をさしてい

る。

日本の「おきて」第６は、動植物および器物に対す

る親切をもふくんでいる。（副文参照）

○これらの思想は、一切の生物の生命というものを尊

重すること、器物という無生物も、元は生物だった

ものの生命の変形だということで尊重するというの

である。

○「いのら」とは、宇宙エネルギーの分身であろう。

今日「いのら」の科学が進歩しつつあって、化学的

に合成できるそうだという学者もいる。たんぱく質

（酵素）と核酸の化学反応の総合による生命活動で

あるというのである。私は、この種の書物を数冊む

さぼり読んだけれども、それでも、絶対者の存在を

信じている。それは、物質的解明では、とうてい、

理解できない未知のものだと思うからである。

Ｏ資源愛謹ということばは、生産増強という観念につ

ながり、国富の資源ゑたいであるが、そういう打算

的なものもふくめて、広く考えたい。

○生命力とはまことに不思議なものである。ペーデソ

・パウエルは、大自然の美と瀧異について「ローパ

ーリング・ツー・サクセス」に、こまごまと書きし

るし、わｵしわれ人間がそれを感知できる機能をもつ

その力をもあわせて、それを神からの授かりものだ

と説いている。最後のメッセージの中段に突如とし

て「自然研究というものは……」という書き出しが

あることに注意をはらいたい。

○これは、神への関連を示唆するものであり、また信

仰心をもつことへの「接点」を示すものであると考

える。

○世には、日本人の公徳心の不足を嘆き、これを道徳

の面から考えなおさせようとする考え方がある。外

国の公園では、鳥や、獣が、人を柿れず、近寄って

くるとか、芝生にはいるなという立札が立っていな

くてもだれもはいらないとか、花壇の花をとり去る

者もないとか、紙屑もすててないとか、その公衆道

徳をほめちぎる。

○いかにもそういう点で、公衆道徳、公徳心は欠けて

いるようだ。けれどもそれを、道徳に照らせてなお

そうといっても、それは限度があろう。わが国の道

徳には、その根底となる力がない。と、いうことは

信仰心の行動化としての道徳でないからである。

○口さきだけの道徳では役に立つまい。

○ある教団の大本山は、日を、何千人という参拝者が

あるが、靴や履物を番をする係の人がない。それで

も盗難は一度もないそうである。それは信仰からく

るもので道徳から来たものではない．

○「宗教なくして思索と実践とを所有しようとするの

は、大胆なる傲慢である」といったシュライヘルマ

ッヘルのことを味わう。

－４塁一



あって助力しなければならない。「しなければなら

ない」からでなしに、進んで「すべき」である。

○そういうことは、いわれなくても、わかっている。

けれども、無心に、できない。

○祇心に、自然に、そういう<・あいにエソジソがかか

る状態になることはむずかしい。

○もう、そうなると、信仰心の発露一という、やむ

にやまれぬ、切実な、そして神から拝借したエネル

ギーというヱソジソの始動に、ゆだねるほかないの

ではあるまいか？

○私は、こういう、りっぱな人が、世の中に、いくら

もいることに気づく。それらの、全部、かならずし

もスカウトでない。スカウティソグのスの字も知ら

ない人たちである。

○身近に、そうした「接点」があるのにそれを生かさ

なかったとしたら、そのゲームはゼロ敗でしかな

い。

ｉ２５ハソディキャップドスカウトヘ
の友情を通じて

,ハンディキャップドスカウトとは

ｂこれは、英濡HaMicappe(lScoutのこと。

○1926年、英国は、肢体不自由児（あるいは身体陣褥

｜者）でもスカウトになれるという門戸をひらいた。

これは所定の進級課目の取り扱い方、および考究の

‘仕方に特例を設けることによって可能とされた。

○これは、肢体不自由諾、盲者、晒者、阿者をふくむ

ｉのである。

○そうした者だけで隊を作る鰯合と、そうでなく正瀞

な者の班に入れる場合とがある。経験上、後の場合

のほうが教育的効果が大きいといわれる。

○それによって、その者は、劣等感から解放されるし

・他の者は彼をカバーして、力づけようとするからで

／ある。

○日本においても、数は少ないが実例はある。盲唖編

者の隊が、はるばる九州から日本ジャンボリーに参

加した例もある。

○こういうスカウトは、正常なスカウトと、なんら、

ちがったことなく、りっ澱にやっている。このこと

が正常な者への激励ともなるのである。

○このことは、スカウターの場合にも実例はある。鞭

老の私だって身体障害者手帳をもらっている。

○私は、教育の践会均等ということからでも差別して

はいけないと思う。

○ここで考えたいのは、精神薄弱兄（いわゆる桁薄

児）についてである。これも広溌にいえIル､ソデイ

キャップをもった少年である。これをどう扱うか？

単に知能指数の低い者だけなら、同情と理解とによ

って蚊えなくはなかろうが、多少、鮒神に異常があ

るならばむずかしいだろう。私には、そうした経験

がないからわからない。

○肢体不自由と、いちがいにいってもこれはｃｚｌｓｅ１１ｙ

ｃａｓｅである。片手、片脚の者、両手または雨脚の坂

い群、P1q肢は満足でも通勤不自由な着もあろう。そ

れに、盲、蝿（ろう）唖、がある。童た、びっこも

いる。異形の手足の者もあろう。たとえば指を何本

か切断した希だとか……また、先天的と後天的の別

もある。

○われわれは、スカウトでないこのJこうな人允に対し

ても、「おきて」第６の趣旨に上って役だたねばな

らないが、それが兄弟スカウトであるならば、特に

「友iiitに厚い」という「おきて」第４と、かさな1ノ

－４５－



信仰心への接点になるよう仕向けることである。

○世間には、宗教団体がする慰問活動が、少なくない
ようであるが、たとえば､_敬老会でもそうだが、ま

ことにオザナリで、行事化されすぎている。こうな

ると、「してあげた」という、恩にきせたような自

己満足感が頬ろだけで、実に、荒涼たるものに終わ

る……。どこに「宗教」味があるのか、やっている

当人にだってわかりっこない。

ｏ西洋の昔の哲学の中には、善行とは快楽によるもの

だという快楽説という一派があったのこれは、自分

や他人の快楽のために善を行なうという説である。

これは「目的と結果とをはきちがえている」＝＝と

西田哲学は批判していろ。自己満足のために善行を

するのではない。また、それは「善」の木義でもな

いのだと、いわれる。い,_：

○こう考えると、私も自己反省せねばならぬ。すなわ

ち、明確なる信仰を待つことを奨励するための「接

点」として、善行をしたり、慰問をするかのように

なりやすい。もし、そうなったらこれも目的と結果

の混同となる……。

○私は、こういうスカウト活動にも、絶対者との関連

を結ぶ「接点」がある－ということを発見して述

べるだけである。

２７社交活動を通じて

社交活動とは

○社交とは、英語SocialLifeであろう。社会生活の

すべてにおける対人関係HumanRelationにわたる

というのが、広義の解釈であろう。叺

○社交ということの狭義のうけとり方としては、礼式

とか、作法とか、ことばづかいとか、交際の仕方

（エチケット）とか、手紙の書き方とか、贈答品の

扱い方とか、招待状の出し方とか、慶弔の心得とか

いろいろあると思う。また、外国人に対してのあり

“方とか、女性に対してのエチケットとか、数えあげ

刊fしば、これ護允キリがない。服飾とか、社交ダンス

などなど…･･･。

○こういうことについては、スカウティソグのカリキ

ュラムに、特に、とりあげているものはない。

Ｏﾝニフー、画一パーの段階において、その一部にふ

・れてはいる｡.特に､アメリカにおいてそうである。

イギリスの教育は、どの教育もすべて紳士、ゼント

ルマンをつくるということに基本があるので、家庭

教育も学校教育もそれに努めていて、スカウティン

グはそれのあらわれとして扱い、ことさらに教える

２６慰問活動を通じて

～慰問活動とは〆

○これは、不幸な人を慰問するもので、ケースはいろ

いろある。病院や施設にいる人たちを慰問して、何

か役にたつ活動をするのも１例である。

○贈り物をしたり、看病の一部をしたり、なに力､の娯

楽を提供したり、木を読んであげたり、劇をした

り、歌を歌ったりする例がある｡～

○ある場合は、こちらから出向くのでなく、こちらへ

招待する場合もある。

○また、出かげるのでなく、手紙で慰問したり、絵を

送ったり、木を送ったりする慰問もある。

○ときとして、いっしょに舷歩したり、ピクニブクし

たり、会食したりすることもある。スカウトのキャ

ソプ料理で……。

○こうした活動は、あまりやっていないかもしれない

○ある年、北信越の実修所のハイキソグで、この種の

作業を試孜たことがあった。コースの途中に、小学

校があった。その村は、いわゆる僻村で、学童たち

はまことに、何かにつけ恵まれていない。それで、

実修生の各班は、学童といっしょに、何かして遊ん

であげる、という課題が出された。各班は、その場

で班会議をやり、命ぜられた時間内にできるよう、

プ戸ゾェク卜した。歌を教えた班、ゲームをやった

班、おもしろいお話をした班、即製の紙芝居をした

班、などあって掌童も、そこの先生も大よろこびだ

是委ﾊ雲罎辮いへんよい経験をしたと富ハ
○とにか茎:､畑のできることで､ひとを楽しくして

あげるという心らちは、スカウトとしてもちたいも

のである。～

○そういう心もちは、まことに、あたたかい。相手が

不幸な人でなくても、たのしく受け入れるし、とか

く、ま求瀧らぬ世の中獣明るくする。

○人は、だれでも…拭鴇一モアに渦している。濁してい
bものを与え葛ことば、よいことである。
○ここで注意せねばならない点は、慰問を、ひとつの

行事化し℃年間プログラムにのせることである。そ

うなると、行事のための慰問ということになる。私，
Ｉ工、そういう種類の慰問は蓮推奨したくない。行事

ではなく、教育として採りあげたい。

１０行事化されたものは、絶対者との関連への「接点」＿

にはならない。これはどこまでも、絶対者との関連

を結ぶ教育として扱わなくてはならない。つまり、
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｜ことばしていない。

○われわれは、ジャンボリーに派適されたとき、食卓

につくときの心得をきかざれ、欧洲航路の汽船で３５

円の航海中、練習もしたが、さて、テーブルマナー

に特にきびしいイギリス人と対座して承ると、身の

せば定る思いがした。

○私が、ここでいうのは、そういうたく・いのｉｉＩｌ練活効

をさしていうのではない。

'○言葉は通じなくても、作法はちがっていても、結局

｜は、愛の心をとるか、憎の心をとるか、の、どちら

’かで愛をとるならば、それは、どのような場合でも

｜受け入られるということである。

,○言を、もてあそぶようだが、ヒューマニズムの実践

！ということに帰着する。

|○ことさらに、社交家らしく、たちまわることを意識

｜しない善意の交歓で、ことたりる。

|○われらの､スカウト教育には､WoEIdSc･utingと
｜いう、他の教育に例のない部分がありその実践の場

｜としてｼﾞ÷ソポリーが行なわれている｡これは､D
１つぱな社交活動のチャンスである。

'○ペーデソ．パウエルは、あるジャンボリーでの、〆

｜ツセージにおいて、諸君は、それぞれの国の全椛大
；使である－と、述べた。

I○どのジャンボリーにおいても、ケソカは一度もなか

ｉった。万を数える元気な青少年が、５日も６日も、

，いっしょにいて、ケソカひとつ起こらないのはふし

ざだ－と、爵宮たちは感心したそうである。

i○それは、親善友好、愛と敬の集まりだからである。

:○私は、社交活動の何たるかを、これ以上いう必要を

認めない。ただ、いいたいのは、これをも、信仰へ

の、「接点」だと老えたいだけである。

○スカウティソグが、そういう、機会を、たくさん』了

えていることを思うがゆえに、それを、のがしたく

；ないのであるｎ

ｏけれども、そういう機会がくるのを、消極的に待っ

ているだけでは、自発活動が泣く。すべからく、進

んで、そういう機会をつくることを忘れてはならぬ

と考える。

○そこで、団は、他の団と友誼をかさね、隊は他の隊

と交際し、班は、他団の班と交遊する。

○あるいは、ガールスカウトの団とも交際する。外人

のスカウト隊ともつきあう。

○ささいな、＝チケットとか、マナーは、そういうと

ぎに教われば、それでいい。「行なうことによって

学ぶ」といわれたペーデソ・パウエルの至言に＄か

，なう。

’○かりに、これまで、憎の念をいだいていた相手の人

｜間も、つきあうことによって相互理解をし、慨を愛

ｉに転換することができたなら、それは､絶対者の、

｜大きな愛の､作用に包まれたことになる。
'○相互信頼というものは､世の中で､いちばん､大ざ
｜な得点である。
|○その御点こそ私のいうところの｢接点｣なのである。

結語

’２７項にわたった、スカウテイソグ、プログラム面に

I潜む信仰への「接点」の発見と、私の管見とは、以上

ｌをもって終わりとする。

このほかにも、接点は、かくれているであろうが、

私の、弱視は残念ながら発見してくれない。

思えば、本誌昭和40年の12月号に、誌上INH議会とし

て、「スカウティソグと宗教｣と題するものを掲げた。

そのとぎ、杉村伸、武浪嗣一（神道）藤ｿ|:制心、村Ｉ

川鏡速、京極恵海、小川玄諦、内111窓lill（仏教）森

111文、矢崎健一、川原謙三（キリスト教）金光爾勢

枕広逝〔金光教）黒住忠明（黒住教）松岡英造（

天理教）の14名（敬称略させていただく）のカキが、

誌上参加され、結論として、スカウティソグにおいて

信仰への教育が可能であるか、不可能であるかでなく

,可能にせねばならない－－ということになった。

ここにおいて、私は41年の１年中をかけて、可能に

するにはどうするか、と、いうテーマで研究させてい

ただいたのである。

そのかん、東本願寺および西本願寺における、指導
者の研究集会に参席させていただいて、ごいっしょに

（,.n…

研究できたことl土幸いであった。それとともに､宗教

と教育に関する書物や宗教に関する本、ことに学校教

育における宗教の扱い方、宗教的情操教育についての

資料を方々からいただいて、まる１年ほど勉強する機

会を与えられ、昭和42年の本誌２月号から、この稿を

のせていただき、連戟することl3回の長きにわたって

読者各位に読んでいただき、ここに穂を終わることと

なった。噸承ると、序論に５回分の長さを力､仕、方法

誌は７月号からの10回分というしだいで、まことに申

しわけなかったと思う。そのかん､日連あてに数人の
２９｡･･･ｏ.

ＬOld..．．$，．．・・

方から激励や参考資料をいただき感激したことを申し
あげたい。

私は、IMI和41年１月暑の北海道連盟発行の‘,PIO-

NEER，，の10～11ページで、ほんとうにうれしい記事
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'をされた－と思い、私は敬仰してやまない。

慧訓
不明３１

黍護ｌｌ
西山派’｜

と、なっている。

私は、この回答の中で、スカウティソグを通じて信

仰に入ったという５名を発見して、なんともいえない

感動をおぼえた。そして、スカウティングを通じてこ

れは可能だという証明をもらったような気がした。

そのスカウトは、そしてリーダーはTrueScouting

－４８－
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